
宮崎県埋蔵文化財センター発掘調杏報告書 第226集

都農町所在

は長 の野 遺 跡
ふな

舟川第 2遺跡
（第 3 次調~)

東九州自動車道（日向～都農間）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 10

2 0 1 3 

宮崎県埋蔵文化財センター



巻頭図版1 長野遺跡の立地と環境

調査区全景（西から日向灘を望む）

調査区全景（北から路線を望む）



巻頭図版2 長野遺跡 弥生時代の遺構

1号竪穴建物跡床面遺物出土状況（南西から）
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2号竪穴建物跡床面遺物出土状況（南東から）



巻頭図版3 舟川第2遺跡

舟川第2遺跡調査前風景（第3次調査区）
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巻頭図版4 舟川第2遺跡

舟川第2遺跡第3次調査出土の石器
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序

宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（日向～都農間）建設予定地にかかる埋蔵文化財の

発掘調査を平成20年度から実施してまいりました。

本書は、平成23年度に実施した児湯郡都農町大字川北字舟川・字境谷所在の長野遺跡と舟川

第2遺跡（第3次調査）の発掘調介報告書であります。

調査の結果、長野遺跡では、後期旧石器時代から弥生時代後期後半にかけての遺構・ 遺物が

確認されました。特に、弥生時代後期後半の竪穴建物跡2軒の床面からは石器や土器が出土し、

当時の生活の痕跡が確認されました。

また、舟川第2遺跡では、後期旧石器時代から縄文時代早期にかけての遺構・遺物が確認さ

れました。特に、後期旧石器時代の礫群や縄文時代早期の集石遺構と呼ばれる赤化した礫のま

とまりが何層にもわたって検出され、後期旧石器時代の石器も多数出土しました。

今回の調査で得られた多くの成果が、今後、当地域の歴史を解明する上で貴重な資料になる

ものと考えられます。

本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場等で活用され、埋蔵文化財保護

に対する理解の一助になれば幸いです。

最後に、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関・地元の方々、並びに御指導• 御助言

を賜った先生方に対して厚くお礼申し上げます。

平成25年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所長北郷泰道
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1 本書は、平成23年度に宮崎県埋蔵文化財センターが実施した東九州自動車道 (B向～都農間）建設に伴う長野 （ながの）遺跡・舟川 （ふな

ご）第2遺跡（第3次調査）の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、西日本高速道路株式会社九州支社の委託により宮崎県教育委員会が調査主体となり、宮崎県埋蔵文化財センターが実施した。

3 現地調査のうち、以下のものについては業務委託をした。

基準点・グリッド杭等の設置

長野遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 侑）進藤測贔設計事務所

空中写真撮影

長野遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 侑）ふじた

現地での遺構図作成・写真撮影については、各遺跡の調査担当者が行った。

整理作業は、宮崎県埋蔵文化財センターで行った。

石器石材の分類は、松本茂の協力の下、長野遺跡では明石宏ーが、舟川第2遺跡では川俣唱子が行った。

遺物実測・トレース・遺物写真撮影については、整理作業貝の補助を得て各担当者を中心に作業を進めた。

遺構実測 ・ト レース ・・・・・・・・・ 長野遺跡：明石• 小船井／舟川第 2 遺跡：木場 ・ 松本 • 石貰• 田中• 川俣

遺物実測・トレース ・・・・・・・・・ 長野遺跡：明石／舟川第2遺跡：川俣

逍物写真撮影 ・・・・・・・・・・・・・.. 長野逍跡：明石／舟川第2遺跡：川俣

なお、石器実測 ・トレースについては、一部を除き、舟川第2遺跡は株式会社パスコ、 （樹九州文化財研究所に業務委託した。

8 自然科学分析にかかるフローテーション作業ならびに種子などの選別作業は明石 • 小船井を中心に行った。長野遺跡 ・舟川第2遺跡のテフ

ラ分析・放射性炭素年代測定・種実・樹種同定については、パリノ ・サーヴェイ株式会社に業務委託し、 その成果報告については、明石 • 川

俣が同社と協議・絹集して掲載した。

9 本文の執箪は職員間で分担して行った。

第 I 章・・・•明石 第II章・・..明石 第皿章・・・•川俣 補遺....石貰

10 本書の作成は宮崎県埋蔵文化財センターで行い、本書全体は明石・ 川俣が絹集した。

11 出土遺物及び記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。

12 本書で使用した周辺遺跡位置図等は国土地理院発行の1/50,000図をもとに、周辺地形図等は西日本高速道路株式会社九州支社延岡高速道路

事務所から提供された1/2,500図をもとに作成した。

13 本書に使用した主な略記号は次の通りである。

SA=竪穴建物跡 SC=土坑 SI=礫群・集石遺構 K-Ah=鬼界アカホヤ火山灰 AT=姶良Tn火山灰 Gr.=グリ ッド

14 本書で「尾鈴山溶結凝灰岩」としたものは、「尾鈴山酸性岩類」の主体をなす溶結凝灰岩 (WTl・WT2)を指す。遺跡で認められる 「尾鈴

山酸性岩類」には、他に花尚閃緑斑岩• 火山角礫岩などが含まれるが、遺物や遺構の一部として「尾鈴山酸性岩類」が利用される場合、厳密

な岩石名の特定が困難なことも多い。このため、本文中 r尾鈴山溶結凝灰岩Jと記載した資料には、溶結凝灰岩を主体としつつも、他の 「尾
鈴山酸性岩類lを含む可能性がある。

15 本書で使用した標高は海抜絶対高であり 、方位は座標北 (G.N.)を基本として一部の平面園 ・遺構実測図は磁北 (M.N.)を用いた。

16 本書で使用する土層及び土器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局、財団法人日本色彩研究所監修ならびに色票監修の

「新版標準土色帖」に拠り記述した。

17 土器の断面図の見透し線について、口縁部形態の平口縁は直線、波状口縁は曲線で示した。

18 石器の節理面は 1点鎖線、ガジリ部分は黒塗り、敲打痕の認められる部分は破線のOで表示した。

19 石器実測図への使用痕の表現として以下のように記述した。また、図面上で明示出来ない範囲については矢印で示した。

敲打痕＝コ 磨痕＝ス 摩滅＝マ 研面＝卜 潰れ＝ツ ※実測園中の網掛けは砥面・強い摩滅面を表す。

遺構・遺物写真など図版の縮尺については任意であり、統一していない。

各遺跡の凡例

• 長野遺跡

遺物への注記 ナガノー取り上げ番号＋層位、ナガノーグリッド番号＋層位

遺構の認定 礫群については、赤化礫が一定空間に集中し、何らかに使用した可能性があるもの、周囲に礫がなく、ある一定空間に赤化

礫または無赤化礫が2点以上散在している ものの両側面から検討し礫群とした。

• 舟川第2遺跡

遺物への注記 フナゴ 2 一区番号—取 り 上げ番号＋層位、 フナ ゴ 2 —区番号ーグリ ッド番号＋層位、 フナゴ 2 一区番号-FTB (風倒木）

石器略号 Kn: ナイフ形石器 Kds: 切出形石器 Tp: 角錐状石器 Tr: 台形石器 Po: 剥片尖頭器 ・尖頭器 s: スク レイパー
Ss: 削器 Es: 掻器 Mb: 細石刃 Mc: 細石刃核 Ah: 石鏃 Ps: 楔形石器 Ax: 石斧 Gs: 磨石 Hs: 敲石 As: 台石

Rf: 二次加工剥片 Mf: 徴細剥離剥片 F: 剥片 co: 石核 Ch: 砕片 Pt: 礫器
石器器種類型の認定 剥片の分類は、縦長剥片•横長剥片・ 不定形剥片とする 。 また、 1 cm四方の方眼に収まるものを砕片とする。

遺構の認定 礫群については、赤化礫が一定空間に集中し、何らかに使用した可能性があるもの、周囲に礫がなく、ある一定空間に赤化

礫または無赤化礫が2点以上散在しているものの両側面から検討し礫群とした。集石遺構については、 赤化礫が一定の空問に集中し、何

らかに使用した可能性があるものを集石遺構とした。

なお、挿図や表の番号については、各章ごとに番号を付け、掲載している。
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第 I章はじめに

第1節 調査に至る経緯 【調査主体】 宮崎県教育委員会

東九州自動車道（門川～日向～都農間）約34kmは、 宮崎県埋蔵文化財センター

平成9年3月の整備計画区間格上げ後、平成10年12 所 長 森 隆茂（平成23年度）

月に施行命令が出された。その後、先行する門川～ 北郷 泰道（平成24年度）

日向間に引き続き平成17年3月に日向～都農間19.7

kmの埋蔵文化財分布状況について、旧日本道路公団

九州支社（現• 西日本高速道路株式会社九州支社）

から調在依頼があった。これを受けて宮崎県教育委

員会では、平成17年9月6日付けで32遺跡306,700

面の調査結果を提示した。

一方、同公団は、平成17年度末までに関係市町と

の設計協議等を終了し、平成18年度末には用地買収

に着手している。その後、平成19年11月には、発掘

調査対象面積が暫定 2車線での設計変更に伴い

261,400面に減少した。

当該区間の『埋蔵文化財発掘調査協定書』 は、 平

成20年7月1B付けで西H本高速道路株式会社九州

支社長と宮崎県知事との間で締結され、全体の実施

計画、発掘調査の範囲や体制、費用の概算額等が示

された。そして同年10月17日付けで「埋蔵文化財発

掘調査委託契約」が締結され、用地取得が進展しな

いながらも 10遺跡3,350面の発掘調査に着手するこ

とになった。

その後、平成21年 1月には、日向～都農間の供用

開始目標年度が平成25年度と公表され、この目標を

達成すべく各機関、各関係者が地道な努力を重ねて

きた。このような中、長野遺跡は、平成23年5月、

4,500面を対象に調査に着手し、同年11月に調査を

終了した。

また、舟川第2遺跡も平成23年9月から翌24年3

月にかけて750面の第3次調査を行い、当該区間の

うち都農町内の遺跡の発掘調査をすべて終了した。

第2節調査の組織

本書掲載の長野遺跡及び舟川第2遺跡（第3次調

査）の発掘調査・整理報告は以下の体制で実施した

（平成23~24年度）。

-1-

副所長

総務課長

北郷泰道（平成23年度）

佐々木真司（平成24年度）

坂上恒俊（平成23・24年度）

副主幹兼総務課総務担当リーダー

長友由美子（平成23年度）

高園寿恵（平成24年度）

調査第一課長 長津宗重（平成23・24年度）

主幹兼調査第一課調査第二担当リーダー

菅付和樹（平成23・24年度）

調査担当 （平成23年度）
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調査第一課調査第二担当

主 杏 明石宏一

主査

主任主事

主事

木場正浩

松本 茂

小船井 順
ふなこ

舟川第2遺跡（第3次調査）

調査第一課調査第二担当

主 査 木場正浩

主任主事 松本 茂

主 事 田中達也

主 事 川俣唱子

整理・報告書担当

調査第一課調査第二担当
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主 査 松本 茂（平成24年度）
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市 番
遺跡名

町 号

1馬込遺跡第1地点

2馬込追跡第2地点

3 岡遺跡

4中ノ別府第2遺跡

5中ノ別府第3遺跡

6金ヶ浜第2遺跡

7金ヶ浜第3遺跡

8坂元第2遺跡
B 9坂元第3遺跡
向
市 10 日平山ノロ第2遺跡

11 日平山ノロ第3遺跡

12 向原中尾第1遺跡

13 向厚中尾第2遺跡

14 向原中尾第3遺跡

15 向原中尾第4遺跡

16 向原中尾第5遺跡

17 向原中尾第6遺跡

18 長野遺跡

19 舟川第2遺跡

20 舟川篤3遺跡

21 舟川中原遺跡第1地点

22 舟川中原遺跡第2地点

23 内野々遺跡

星
24 内野々第2遺跡

25 内野々第3遺跡
町
26 内野々第4遺跡

27 平山下原遺跡

28 西ノ郡第2遺跡

29 木戸平第2遺跡

30 木戸平第1遺跡

31 俵石第2遺跡

32 俵石第1遺跡

゜
※太字表記は調査終了遺跡

（平成24年11月末現在）
5Km 

1:100,000 

第 1図 東九州自動車道（日向～都農間）関連遺跡位置図

-2-



第 1表 東九州自動車道（日向～都農間）関連遺跡一覧表

市 I 遺 跡 名 所 在 地
遺跡面積 調査面積

年度 種別 主な遺構・遺物の年代 調査期間
町 (rrl) (ml 

130 22 1次 H22 5.17-H22 5 21 

1 馬込遺跡第 1地点 日向市大字平岩字馬込・字清水ノ元 7,900 
70 22 2次 H22.12.20 

150 23 3次 H23.11.21-H23.11.22 

30 24 4次 H241112-H2411.13 

2 馬込遺跡第2地点 日向市大字平岩字馬込 1,800 
200 24 1次 旧石器、縄文 ［早・ H24.11.12-H24.11.21 
1600 24 2次 晩］ H24.12.17-H25.3.8(予定）
140 21 1次 H22114-H22115 

120 21 2次 H22.2.16-H22.2.18 

400 21 3次 H22.3.10-H22.3.11 

100 22 4次 H226.7-H2268 

60 22 5次 H22.6.7-H22.6.9 

1 870 22 6次 H22.7.7-H23.2.25 

3560 22 7次 H227.20-H221119 

日向市大字平岩字岡・字谷口•字三拾歩・
100 23 8次

縄文［晩］、弥生、古
H22.12.21-H22.12.22 

3 岡遺跡 40,000 2,580 23 9次 H23 5.9-H23 11 7 
字平尾

60 23 10次
代、近世

H23.6.22 

150 23 11次 H23 7.6-H23 7 8 
20 23 12次 H23.8.1-H23.8.3 

1 230 23 13次 H23.8.29-H23.11.28 

100 23 14次 H23 9 6-H23 9 7 

1 000 23 15次 H23.9.26-H23.12.27 

1 000 24 16次 H24.4.9-H24.8.8 

日
120 24 17次 H245.8 

向
4 中ノ別府第2遺跡 日向市大字平岩字コウ地 200 60 21 1次 H21.12.16 

市
5 中ノ別府第3遺跡 日向市大字平岩字ミコノ子 1900 BO 22 1次 H22.9.29 

6 金ヶ浜第2遺跡 日向市大字平岩字金ヶ浜・字加原 300 
30 21 1次 旧石器、縄文、古 H211215 
10 22 2次 墳以降 H22.5.25 

7 金ヶ浜第3遺跡 日向市大字平岩字加原 200 
25 21 1次 H21.12.15 

16 22 2次 H22111 

10 21 1次
縄文［早］、弥生、古

H21.12.14 

8 坂元第2遺跡 日向市大字平岩字ナガソ・字中忌烏 2,000 5 22 2次 H225.26 

300 23 3次
墳

H23.4.25-H23 6 3 ， 坂元第3遺跡 日向市大字平岩字中高鳥 200 
75 21 1次 H21.12.14 

15 22 2次 H22.9.30 

10 日平山ノロ第2選跡 日向市東郷町山陰字日平 1,600 25 20 県調査分 H20115-H201110 

11 日平山ノロ第3遺跡 日向市東郷町山陰字日平 4,300 10 20 県調査分 H21.3.4-H21.3.19 

12 向原中尾第 1遺跡 日向市東郷町山陰字山ノロ 9,300 
140 20 1次 旧石器、縄文［晩］、 H201216-H2116 
1,025 22 2次 弥生、古墳、近世 H22 6.28-H22 12 24 
120 22 1次

旧石器、縄文［早］、
H22 6.21-H22 7 6 

13 向原中尾第2遺跡 日向市東郷町山陰字山ノロ 2,400 1,200 22 2次 H22.9.2-H22.12.28 

500 24 3次
弥生

H24.6.11-H24.9.11 

14 向原中尾第3遺跡 日向市東郷町山陰字山ノロ・字向ヲ原 6500 280 20 1次 弥生、古墳 H20122-H201215 

190 20 1次 H20.11.17-H20.12.1 

15 向原中尾第4遺跡 日向市東郷町山陰字山ノロ 11,000 60 21 2次 旧石器、縄文［早］ H21 8.5-H21 8 31 
5430 22 3次 H22.4.26-H22 12 28 

16 向原中尾第5遺跡 日向市東郷町山陰字山ノロ 2,100 
15 20 県調査分 旧石器、縄文［早］、 H20.11.17-H20.12.1 

430 24 1次 弥生、古墳 H24 6 27-H2410 5 

17 向原中尾第6遺跡 日向市東郷町山陰字山ノロ 2,300 200 24 1次 旧石器、縄文「早l H24 611-H24910 

18 長野遺跡 都農町大字川北字境谷 8,400 
100 23 1次 旧石器、縄文［早］、 H23.3.1-H23.3.4 
4500 24 2次 弥生 H23 5.9-H2311 21 

270 21 1次 H21 8.5-H21 9 9 

19 舟）II第2遺跡 都農町大字川北字境谷・字舟川 10,600 
3000 21 

2次 旧石器、縄文［早］
H21.10.26-H22.3.12 

1400 22 H22.4.14-H22820 

750 23 3次 H23 9 9-H24 3 9 

20 舟）II第3遺跡 都農町大字川北字舟川 16,800 360 22 1次 縄文r晩1、弥生 H22.5.6-H22.5.28 

21 舟ill中原遺跡第 1地点 都農町大字川北字舟川中原 2,600 
15 22 1次

旧石器、縄文［早］
H22.4.20-H22 4 21 

215 23 2次 H23.5.9 

22 舟JII中原遺跡第2地点 都農町大字川北字舟川中原・字舟川尾立 5,000 70 20 1次
旧石器、縄文、近 H21.1.15-H21.1.27 

45 21 2次 世 H2198-H21910 

23 内野々遠跡
都農町大字川北字内野後原・字西尾立・

14,700 
4 700 21 1次 縄文［早• 中 ・後］、 H21.6.5-H22.1.7 

字榎谷 20 22 2次 弥生 H22.4.23-H22.4.26 

24 内野々第2遺跡 都農町大字川北字内野後原 6,300 
10 20 県調査分 旧石器、縄文［早・ H21113-H21114 

1,410 21 1次 後l H2112 7-H221 25 

25 内野々第3遺跡 都農町大字川北字西尾立 2,700 280 22 1次 縄文、弥生、古墳 H225.17-H22524 
都
26 内野々第4遺跡 都農町大字川北字宮原 2,200 

20 20 県調査分 旧石器、縄文［早・ H21.1.15-H21.1.23 
農 900 21 1次 前1、弥生、古墳 H21 5.11-H2217 

町 400 20 1次 H201125-H201212 

27 平山下原遺跡 都農町大字川北字下原・字寺下 18,900 6680 21 2次 旧石器、縄文［早］ H21.6.B-H22.2.B 
910 22 3次 H22 5.24-H22 7 23 

150 20 1次
H20.11.17-H20.11.21 

28 西ノ郡第2遺跡 都農町大字川北字西ノ郡 18,800 旧石器 H21.1.28-H21.2.2 

520 21 2次 H217.16-H2184 

40 20 1次 H21.1.6-H21.1.14 

29 木戸平第2遺跡 都農町大字川北字木戸ノ平 8,400 
760 21 2次 旧石器、縄文［早］、 H21.7.13-H21.9.2 
1280 21 3次 弥生、古墳 H211013-H22118 

800 22 4次 H22.10.1B-H23.1.31 

30 木戸平第 1遺跡
都農町大字川北字木戸ノ平・字荒崎平・

29,500 
500 20 1次

旧石器
H20.12.15-H20.12.25 

字馬場ロ・字瓜生尾立 300 21 2次 H217.1-H217.15 

31 俵石第2遺跡 都農町大字川北字俵石 10,000 
60 21 1次

旧石器、縄文［早］
H21.6.16-H21.7.14 

3320 22 2次 H22.4.12-H23.2.17 

2445 20 
1次 旧石器、縄文［早］、

H20114-H21331 

32 俵石第1遺跡 都農町大字川北字湯牟田 12,500 9,000 21 H21.4.1-H21.11.2 

255 22 2次
弥生

H22111-H221224 

※太字表記は、調査終了（平成24年11月末現在）
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第3節遺跡の位置と環境

1地理的環境

長野遺跡及び舟川第2遺跡は、宮崎県児湯郡都農

町大字川北字境谷、字舟川に所在する。これらの遺

跡が立地する都農町は、宮崎県の中央部よりやや北

寄り、宮崎市と延岡市のほぽ中間に位置している。

町の地勢は、町西部の尾鈴山系（標高1405.2m)

から派生する山塊や丘陵が日向灘に向けて傾斜し、

西側から山岳部、山麓部、平野部、海岸部に大きく

分けられる。

尾鈴山系を源とする名貫川・都農川・心見川の 3河

川は、山麓部と平野部を西から東へと流れる。これ

らの3河川及び支流による開析作用や土砂の堆積に

よって新しい扇状地と古い扇状地との間には段差が

生じ、数段の河岸段丘が形成されている。

このように都農町は起伏と地形の多様性に富む地

勢であり、長野遺跡、舟川第2遺跡は、征矢原川と

心見川支流前田川に挟まれた丘陵尾根部、鞍部付近

に展開する地理的特徴を有している。

2 歴史的環境

旧石器時代

これまで都農町内の旧石器時代の遺構や遺物は、

黒萩地区出士とされる採集遺物が数点知られている

のみであった。近年、東九州自動車道建設に伴う発

掘調査によって、都農町内における旧石器時代の様

相がより具体的に把握されてきている。

例えば、舟川第2遺跡（第2次調査）や平山下原

遺跡、俵石第2遺跡、尾立第2遺跡、尾立第3遺跡、

立野第5遺跡では、ナイフ形石器や剥片尖頭器、細

石刃核といった石器類が多数出土し礫群が検出され

ている。

また、都農町南縁の俵石第 1遺跡では、合計5期

の文化層が認められ、 AT火山灰層より下層にナイ

フ形石器と礫群の存在が確認されている。

縄文時代

縄文時代の遺跡の多くは河川やその支流によって

形成された河岸段丘上あるいは開析谷に近い台地上、

標高20m以上に立地する。

草創期では、朝草原遺跡で草創期末葉とされる無

文土器が出土しているが、類例の比較検討を要する。

早期では、都農町中央部の黒石遺跡で集石遺構が

検出され、押型文・貝殻文・条痕文・櫛描文の土器

や打製石鏃などが出土している。 また、平山下原遺

跡では無文土器単純期の遺物他含層が確認されてい

る。俵石第2遺跡では散礫が、内野々遺跡では集石

遺構が検出されている。

前・中期では、内野々第4遺跡で轟B式土器や曽

畑式土器、決状耳飾が出土し、内野々遺跡で深浦式

土器、船元式系土器などが出土している。

後期では、新別府川原遺跡で竪穴建物跡1軒が検

出され、内野々遺跡では磨消縄文系土器を伴う竪穴

建物跡4軒が検出されている。 新別府下原遺跡では

貝殻条痕文土器や磨製石斧類が出土している。

弥生時代

都農町域では、弥生時代の集落遺跡は、後期初頭

の又猪原遺跡や森遺跡をはじめ、後期に属する遺跡

が多い。

境ヶ谷第 1(岩山）遺跡では、後期後半の竪穴建

物跡2軒や周溝状遺構1基が検出され、都農川上流

域の木戸平第2遺跡では、弥生時代後期から終末期

の竪穴建物跡 5 軒が検出され、弥生土器の甕．壺•

高杯・鉢．甑・器台が出土している。また、俵石第

2遺跡では、「水穴」の陥没孔から甕、壺、高杯等

の完形品がまとま って出土している。

古墳時代

都農町内には、海岸部を中心に12基の県指定古墳

が存在する。すべて積石塚で、前方後円墳が2基、

円墳が10基である。全国的にも類例の少ない積石塚

であるが、県内では名貫川や海岸部を中心に分布す

る。

古代以降

都農町内で古代の遺跡は知られていない。「倭名

類緊抄』には日向国児湯郡に 「都野郷」がみえる。

また、 『延喜式」にみえる日向国 5牧のうち「都濃

野牧」、日向国16駅のうち「去飛駅」については、

町内に比定されることが多い。さらに、日向国の式

内社4社のうち、都農神社は日向ーノ宮ともいわれ

る。都農町は、日向国の主要な役割を担った地域と

考えられる。

中世のはじめ、都農町域は新納院に含まれていた

とされる。その後、土持氏→伊東氏→島津氏と都農

の支配者が変遷する。

近世に入ると都農町は、高鍋藩秋月氏の支配となっ
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た。高鍋藩が城下町以外に在郷町として取立てた 3

町のうちの一つが川北郷都農町であり、御城下高鍋

町と藩港美々津との中間点に位置していたため宿駅

中宿としての役割を担っていた。藩は、本町に野別

府代官所を設置し、周辺数ヶ村の掌握に当たるなど、

藩施政上の拠点であった。このように行政的な要路

であるとともに都農町は藩財政の最重要財源であっ

た石河内尾鈴の豊富な山林資源と、藩牧の岩山牧が

ある川北川南一帯の広汎な未開拓の丘陵原野から産

出される林業生産物の集荷中心地でもあった。

また、町部当日記「御用帳」から天保9年 (1838)

の都農町人553人は高鍋城下町を含む藩内町人数の

およそ29%を占めており、藩内においても大きい在

郷町であったことがうかがえる。

引用・参考文献

都農町 1998「都農町史通史編J
石貰弘泰 2012「舟川第2遺跡J宮崎県埋蔵文化財センター発
掘調査報告書第214集

今塩屋毅行• 石貫弘泰• 南健太郎・橋本清美• 山本光俊 • 谷口

めぐみ 2012「向原中尾第 1・2遺跡 向原中尾第4遺跡」

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書 第213集

小船井順• 今塩屋毅行• 原口耕一郎 ・谷口めぐみ 2011「内野々

遺跡内野々第2. 第3遺跡 内野々第4遺跡J宮崎県埋蔵
文化財センター発掘調査報告書 第202集

谷口めぐみ・橋口由佳• 今塩屋毅行 2012「俵石第 1遺跡 （第

2次調査） 俵石第2遺跡」宮崎県埋蔵文化財センター発掘調

査報告書第216集

■留洋志• 今塩屋毅行 2012「木戸平第2遺跡」宮崎県埋蔵文

化財センター発掘調介報告害 第215集

横山正文• 今塩屋毅行 2011「俵石第 1遺跡」宮崎県埋蔵文化

財センター発掘調査報告書 第200集

第2図 長野遺跡・ 舟川第2遺跡（第3次調査）周辺地形図
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9. 舟/II中原遺跡第1地点
16. 西ノ郡第2遺跡

23. 尾立第3遺跡

30. 中村遺跡
37. 又猪野原遺跡
44. 平山遺跡

51. 境ヶ谷第2遺跡
58. 黒石遺跡
65. 馬場口遺跡
72. 湯牟田遺跡
79. 竜ヶ平第2遺跡

86. 篠別府遺跡

3. 向原中尾第1迫跡
IO. 舟川中屎遺跡第2地点

17. 木戸平第2遺跡
24. 立野第5遺跡
31. 寺迫下原遺跡
38. 心見住還上遺跡
45. 白石第2遺跡

52. 久次牟田遺跡
59. 木戸平第1遺跡
66. 鍛冶屋敷遺跡
73. 尾立追跡

80. 竜ヶ平第1遺跡

4. 向原中尾第2遺跡
11. 内野々迫跡

18. 木戸平第1遺跡
25. 立野第2遺跡

32. 宮川迫跡
39. 旧牧跡第2遺跡
46. 白石第1遺跡
53. 井手ヶ原遺跡
60. 上菰生遺跡
67. 都農古墳群
74. 俵石第1返跡

81. 下原遺跡

5. 向原中尾第4遺跡
12. 内野々第2造跡

19. 俵石第2遺跡
26. 上征矢原遺跡
33. 山末大原第2遣跡

40. 内野遣跡
47. 上黙萩遺跡
54. 川神田遣跡
61. 鹿牟田遺跡
68. 菰生尾立第1遺跡
75. 朝草原造跡

82. 新別府川原遺跡

6. 向原中尾第5遺跡
13. 内野々第3遣跡

20. 俵石第1遺跡

27. 東平遺跡

34. 山末大原第1遣跡
41. 内野下原遺跡
48. 西ノ郡第2遺跡
55. 京塚遺跡
62. 師匠田遺跡
69. 俵石第2遺跡
76. 榎土手遺跡
83. 新別府遺跡

第3図 長野遺跡・舟川第2遺跡と周辺遺跡位置図
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7. 向原中尾第6遺跡
14. 内野々第4遺跡

21. 尾立第2遺跡
28. 下征矢原遺跡
35. 舟）II中原遺跡
42. 1B牧跡第1遺跡
49. jJljノ郡第1遺跡
56. 境ヶ谷第1遺跡

63. 中原遺跡
70. 中河原遺跡
77. 福原尾迫跡

84. 新別府肥遺跡



第II章

第1節 調査の概要と方法・経過

第1次調査の概要

長野遺跡は踏査段階で弥生土器や石庖丁片等が採

集されていたが、植栽による大規模な削平を受けてい

たため平成23年3月1日から 3月4日にかけて、調

査対象面積8,400面のうち100面について人力によるト

レンチ調査を実施した。

調杏対象範囲に13箇所のトレンチ (T1~T13) を

設定し調査を行った（第 1図）。遺構・ 遺物包含層の

残存状況について調査した結果、 Tl~3·5·7·

12・13ではアカホヤ火山灰の良好な堆積が確認できた

ため精査したところ、 T2ではアカホヤ上面で不整形

の土坑、アカホヤ下位で旧石器剥片 1点、 T3・5・

12では竪穴建物跡と考えられる遺構を検出した。 T3

では弥生土器片、台石、炭化物等も出土した。また、

調査区北半を中心に、弥生土器片、チャート製剥片

等を10数点採集した。 T8・9では造成・ 削平の痕

跡が見られ、包含層が残存していないことが確認され

た。 T5~7 · 9 より西側の斜面は、包含層が確認さ

れず、地表直下に礫層が確認された。

以上のことから、 T8 周辺の平坦地、 T5 ~ 7·9

より西• 南側の斜面には包含層が残存していないため、

調査対象面積8,400面のうち、調査が終了したlOOm2,

調査が不要と考えられる3,800面を除く4,500面に範囲

を限定して第2次調査を実施することになった。

第2次調査の概要

平成23年5月9日から平成23年11月21日までの実

日数112日間、面積4,500面を対象に調査を行った。

第1次調査の状況から表上直下より遺構 ・遺物が

確認されている状況がみられたため、重機による表土

除去を慎重に行い、重機で除去できなかった表土につ

いては調査区南半より人力で除去作業を行った。表

土除去が終了した後、堆積状況を確認しながらD11 

グリッドから調査区北端へむけて I層（クロボク）掘

削を開始した。

調査の結果、調査区中央～北半にかけてはアカホヤ

火山灰層まで削平を受けている場所を除き、上層の黒

色土から遺物が出土した。また、遺構らしき据り込み

が確認され、アカホヤ火山灰層まで面的に掘り下げた

長野遺跡

結果、竪穴建物跡らしきプランを捉えることができた。

また、アカホヤ火山灰下層においても一部に削平の痕

跡が見られたが、縄文時代早期包含層、旧石器時代

包含層の残存状況は良好であった。

長
野
遺
跡

調査の方法

調査の便宜上、グリッド杭は世界測地系を基準に

10m間隔で設置した（第2図）。

調査区はlOmXlOmのグリ ッ ドを西から束にA~F 、

北から南に 0~12とした。また、 調査に際してはこの

グリッドを5mX5mに4分割し、小グリッドとした。

この小グリ ッドは北西角を基準として北東角、南西角、

南東角の順に a ~d として表記している。

掘削は表土を重機で除去後、I層（クロボク）、II

層（アカホヤ火山灰層）上面まで人力により据削を行っ

た。 II層上面で検出した竪穴建物跡2軒と土坑4基

の掘削及び記録を行った後、重機により II層（アカホ

ヤ火山灰層）を除去した。

縄文時代早期の調査については先行トレンチを設定

し、遺物が出土した部分を中心に面的に掘削を行った。

遺構としては、 III層（賠褐色土層）上面において焼

士面7面と焼士を有する士坑を 1基検出した。

旧石器時代の調査については、 IV層（暗褐色土層～

後期旧石器遺物包含層）まで全面掘削した。V層 （に

ぶい黄褐色士層）以下については、遺物が出士したグ

リッドを中心に25~50%の面積の掘削を行った。また、

調査区の北半については、遺物が散漫に出土する状況

であったため、 II層（アカホヤ火山灰層）の残存範囲

を中心に 1V層 ~ v層まで遺物が出土したグリ ッ ドを中

心に25~50%の面積の掘削を行った（第 3 図）。

遺物取り上げについてはトータルステーションを用

いて位置を記録した後に行ったほか、調査区グリッ ド

配置図（第2図）に従い、グリッド一括として取り上

げた。また、遺構出土の遺物は床面直上のものを図化

した。

遺構•土層断面実測図は1/10及び1/20を基本に作

成した。写真記録は35mmと6X7モノクローム・リバー

サル写真及びデジタルカメラ (1,000万画素程度）を

併用した。また、遺跡の地理的状況や周辺自然環境

を記録するため空中写真撮影を実施した。
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日誌抄

H23.4. 7 

5. 9~19 

5 .20 

5 .24 

5 ,25~30 

5 .31~6. 2 

6.3 

6 .13 

6.28 

6 .30 

7.3 

7 .22 

7 .26 

7 .29~8 .1 

8.2 

8 .23 

8.28 

8.29~30 

9.5 

9.7 

9 .21 

9 .21~ 

10.12 

10.13 

10.26 

10.27~ 28 

調査着手準備。

重機にて駐車場・調査区への通路整備。

調査事務所等設置場所の整地。

伐採雑木の除去、表土除去。

グリッド杭設置。

発掘作業貝28名投入、作業開始。

人力にて調査区南半の表土除去後の精

査作業。

人力にて調査区北半の表土除去後の精

査作業。

包含層 (I層）掘削開始。

D4-D5グリッド精査。 D4グリッド内

より竪穴建物跡 (SAl) を検出。

竪穴建物跡 (SAl)床面直上より弥生

時代後期後半の鉢の底部が出土。

竪穴建物跡 (SAl)床面直上より弥生

時代後期後半の甕の底部と砥石が出土。

C2グリッド精杏、 C2グリッド内より

竪穴建物跡 (SA2) を検出。

E5グリッド1II層より石鏃が出土。

竪穴建物跡 (SA2)床面直上より弥生

時代後期後半の甕の口縁部片が出土。

II層 (K-Ah)上面でコンタライン作製。

竪穴建物跡 (SA2)床面直上より弥生

時代後期後半の複合口縁壺の口縁～頸

部が出士。

空中写真撮影実施。

現地説明会開催。

重機にて II層(K-Ah)除去、排土整地。

包含層掘削（皿層以下）開始。

D9aグリ ッド皿層より縄文時代早期の

楕円押型文土器片が出土。

D8aグリッドW層よりナイフ形石器が

出土。

竪穴建物跡埋土のフローテーション

水洗作業。

B6dグリッドW層より石核とチャート

製剥片が出土。

DlOdグリッドW層より剥片が出土。

焼土を有する土坑の埋土をサンプリン

グ。

11.14 

11.21 

D2aグリッドW層より尖頭器が出土。

埋め戻し、調査終了。

第2節 整理作業の方法と報告書作成

整理作業は、宮崎県埋蔵文化財センター本館 （以

下、センター）にて実施した。

出土した土器• 石器の水洗、注記、接合、実測、

トレースについては、平成23年11月～平成24年8月

にかけて行った。

フローテーション作業は、土の水洗作業までは現

地で行い、回収した遺物の選別作業（一次・ニ次）

はセンターで行った。

本報告書に掲載したグリッド配置図や遺構配置図

など一部の挿図は、現地で得られたデータを基にデ

ジタルデータで作成した。挿図作成には、株式会社

CUBICの「遺構くん』『トレースくん』やAdobe社

の『Illustrator」などのソフトウェアを使用してい

る。

く整理作業

く整理作業

長
野
遺
跡

接合作業の様子＞

実測作業の様子＞
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長
野
遺
跡

第3節教育普及活動

発掘調査の様子や調査の成果を地元住民をはじめ、

広く県民へ公開し、調査への理解と協力を呼びかけ

るとともに、郷土の歴史や文化財に対する興味• 関

心、埋蔵文化財保護への理解を高めるために現地説

明会を開催した。また、同時に発掘体験コーナーを

設け、説明会参加者に発掘作業を体験していただい

た。

現地説明会は平成23年8月28日に開催した。内容

は、 II層 (K-Ah)上面で検出した遺構及び出土遺

物を中心に、その時点までの調査成呆の説明を行っ

た。

当日は、都農町内や宮崎市を中心に、 32名の見学

者が来訪された。発掘体験には、大人9名、子ども

5名の計14名が参加し、遺物を見つけ出そうと熱心

に掘削作業に取り組んでいた。また、遺物展示コー

ナーでは、都農町内の関連する遺跡から出土した多

様な遺物を目にし、郷土に存在する貴重な文化財に

深い関心を示された様子であった。

この他にも平成23年8月9日には宮崎県内の公立学

校初任者教諭を対象にした体験研修を受け入れ、遺

跡の見学及び体験発掘作業を行った。

また、平成24年2月26日には、発掘調査報告会を

都農町民図書館で実施し、出土遺物の展示解説を行っ

た。都農町内を中心に32名が参加された。

く現地説明会の様子＞

y=52460 

: I : 

,~m名~r+ + + ! ---+ +---
: ： : '' : ' : : : : i ： ： 
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E
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Ill層まで掘削 IV層まで掘削 ■V層まで掘削 ■X層まで掘削

第3図 グリッド別掘削深度図
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第4節基本層序

樹木植栽による造成、削平の影響を受け、調査区

全域において攪乱が見られた（第4図）。

基本層序の設定に際しては、土層の堆積状況が良

好であった調査区南半のD9、E9、ClO、D10グリッ

ドを基準としている。

甚本層序は以下に示す r~x層に分かれる。

表土・ 造成土

I層：黒色土(Hue10YR2/1)。クロボク土からなる層。

II層：鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)の堆積層(Hue7.

第5節石材分類について

出土した石器及び遺構に使用された石材について

は表面の色調• 手触り・風化の状況等から全て肉眼

で分類した。粒子の相違などで、さらに細分できる

ものもあるが大きく 8種類に分類した。

流紋岩：黒褐色を呈し、縞模様が入る表面が緻密な

ものと、灰白色を呈し、縞模様が入る表面が滑ら

かなものに大別できる。

黒曜石：暗灰色～褐色を呈し、透明度が高く、透過

光でチョコレート色を呈するものと、灰白色～灰

色を星し、透明度が高いもの、上記に類さないも

のに分類できる。

尾鈴山溶結凝灰岩：灰色～暗灰色を呈し、樹脂光沢

を持つ石英を多く含むものと、灰色～黄灰色を呈

し、 2mm程度の石英が顕著に見られるもの。

頁岩：黒灰色や青灰色を呈し、層理や葉理に平行し

て薄く剥がれやすいもの。

珪質頁岩： 黒褐色を呈し、緻密なもの。

チャート：青色系、赤褐色系などの色調があり、ガ

ラス質で透明度が高いものや無光沢なものも見ら

れる。

砂岩：青灰色～灰色、 黄褐色を呈する。質は粗い。

ホルンフェルス：熱による変成作用を受けた岩石で

浅黄茶色で風化が著しく、粉が付く状態のものと、

青灰色で表面が滑らかなものに分類できる。

長

野

遺

跡

第4図 II層上面攪乱・削平状況図
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第6節 後期旧石器時代の遺構と遺物

遺構

後期旧石器時代の包含層であるW層で検出した遺

構を後期旧石器時代の遺構とした。

後期旧石器時代の遺構は、礫群を 1基のみ検出し

た。

（第6図）

調査区の南東部F8グリッド北西部に位置する。

検出面はIV層であり、石材は全て尾鈴山溶結凝灰岩

である。礫は、 7~1scm程の大きさのもの14点で構

成され、全て赤化している。礫の総重量は、 7,864

gを測り、礫 1点当たりの平均重量は561gである。

範囲は、長径約1.2m、短径約0.3mで、分布状況は

密である。南北に列状に並ぶ構成で、掘り込み、配

S I l 

石、炭化物はみられなかった。

遺物

IV層からVlI層で出土した遺物を後期旧石器時代の

遺物として掲載している（第 7図）。

後期旧石器時代の遺物はナイフ形石器、尖頭器、

うち

2
 

剥片、石核等が出土した。出土点数は71点で、

10点を図化した（第8図）。遺物は調査区南半を中

心に出土しているが、全体的には散漫な出土状況で

あった。

なお、図化した遺物の計測値については、第 1表

に掲載し、未図化の出土遺物については、第2表及

び第3表に掲載している。

ナイフ形石器（第8図l,.,.., 3) 

ナイフ形石器は 3点出土し、全て図化した。

1は珪質頁岩製の二側縁加工ナイフ形石器である。

2は流紋岩製の基部加工ナイフ形石器である。素

材剥片の打面部を残置し、基部両端に刃潰し加工が

施されている北牛牧型ナイフ形石器である。

3は珪質頁岩製の基部加工ナイフ形石器である。

素材剥片の打面部に調整が入り、打面部が除去され

るとともに腹面に平坦刺離が施されている。両側縁

が基部端部に向かって直線的に延びている。今峠型

ナイフ形石器に類似している。

尖頭器（第8図4)

1点出土し、図化した。流紋岩製で大型の剥片を

利用している。両側縁に加工が施されている。先端

部には欠損がみられる。

剥片（第8図5,.,..,9)

51点出土し、このうち 5点を図化した。

5は流紋岩製の石刃状の縦長剥片である。

6は珪質頁岩製の剥片である。

7は珪質頁岩製の横長刺片であり、底面を有する。

8はホルンフェルス製の石刃状の縦長剥片である。

9は珪質頁岩製の縦長剥片である。

石核（第8函10)

6点出士し、このうち l点を図化した。

10は珪質頁岩製の石核である。

このほかに磨石が1点と砕片が9点出土している。

長

野

遺

跡

第 1表 後期旧石器時代石器計測表 (1) 

掲戟No遺物No.グリッド
出土

器種 石材 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) x座標 Y座標 z座標
層位

1 186 D3 IV ナイフ形石器 珪質頁岩 3.3 1.2 0.5 1.8 -77150.938 52433.908 133.768 

2 125 DB IV ナイフ形石器 流紋岩 4.9 3.1 0.8 12.1 -77204.871 52432.222 138.610 

3 197 D6 IV ナイフ形石器 珪質頁岩 49 35 08 108 -77187 569 52437682 136336 

4 250 D2 V 尖頭器 流紋岩 935 33 15 485 -77148200 52431 434 133379 

5 201 E6 IV 剥片 流紋岩 6.0 2.8 1.1 13.8 -77187.065 52441.624 136.807 

6 131 D11 VII 剥片 珪質頁岩 37 18 05 31 -77230292 52432890 141 022 

7 T2 IV 剥片 珪質頁岩 145 41 1 35 60 

8 112 E11 V 剥片 ホルンフェルス 3.5 2.85 0.8 9.8 -77235.164 52440.598 142.627 

， 187 D3 V 剥片 珪質頁岩 83 43 15 321 -77150684 52432390 133572 

10 217 C12 IV 石核 珪質頁岩 45 80 29 928 -77235932 52413841 141 610 

-13-
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第2表 後期旧石器時代石器計測表 (2)

掲載 遺物
グリッド

出土
器種 石材

長さ 幅 厚さ 重量
X座標 Y座標 z座標

No. Nn 層位 (cm) (cm) (cm) (g) 

010 E10 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 50 65 1 6 386 -77226821 52443095 141830 

049 B4 IV 剥片 ホルンフェルス 4.9 5.2 0.7 20.2 -77166.957 52415.634 131.867 

053 B3 IV 剥片 ホルンフェルス 34 55 14 372 -77152421 52427.750 133592 

076 85 IV 剥片 ホルンフェルス 50 38 1 0 237 -77179509 52410.683 131649 

'' 083 81 IV 剥片 ホルンフェルス 5.45 3.2 1.35 20.3 -77132.348 52425.392 131.862 

085 D1 IV 剥片 珪質頁岩 4.45 3.15 1.1 20.3 -77134.207 52432.309 131.980 

095 D11 IV 剥片 チャート 1.8 0.95 0.3 0.44 -77230.170 52433、250 141.431 

110 D10 IV 砕片 チャート 1 0 07 015 012 -77228 630 52430512 140906 

113 E11 IV 剥片 砂岩 4.3 8.4 1.7 76.9 -77231.974 52442.691 142.475 

115 E9 IV 剥片 ホルンフェルス 5.0 5.1 0.9 28.3 -77214.237 52444.899 140.264 

117 D9 V 剥片 珪質頁岩 195 29 045 26 -77214691 52434391 139700 

'' 118 D9 VI 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 1.4 3.2 0.5 1.7 -77211.491 52432.385 138.989 

121 D10 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 5.85 5.2 2.4 57.7 -77227.494 52433.411 141.086 

122 D10 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 555 41 1 8 342 -77227015 52433269 140993 

126 D8 IV 剥片 チャート 2.6 2.0 0.3 2.3 -77203.354 52432.937 138.356 

132 E7 IV 
二次加工

砂岩 57 57 1 8 759 -77192936 52442292 137 459 
剥片

135 D10 IV 砕片 チャート 0.8 0.65 0.1 0.1 -77229.658 52433.699 141.441 

139 D11 IV 砕片 チャート 1.15 0.8 0.2 0.15 -77231.556 52435、293 141.785 

141 D11 IV 剥片 チャート 145 18 025 066 -77233301 52436218 142132 

142 D11 IV 剥片 ホルンフェルス 7.3 3.3 1.9 45.0 -77235.871 52434.749 142.227 

143 D11 IV 剥片 砂岩 3.2 4.8 0.6 9.3 -77237.924 52433、213 142.354 

145 D11 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 165 31 14 51 -77235544 52430528 141733 

147 C11 IV 石核 珪質頁岩 3.25 2.5 1.5 12.3 -77232.217 52427.249 140.963 

149 D10 IV 剥片 チャート 21 195 03 15 -77229938 52433.570 141427 

150 C10 IV 砕片 チャート 1.0 0.7 0.15 0.09 -77225.327 52426.759 140.075 

152 C10 IV 剥片 砂岩 29 4.45 07 81 -77224167 52425311 139754 

154 86 IV 石核 ホルンフェルス 80 48 23 900 -77188106 52418.879 134458 

156 B6 IV 石核 尾鈴山溶結凝灰岩 5.85 4.7 2.5 65.1 -77185.879 52419、281 134.247 

159 C6 IV 石核 珪質頁岩 22 215 1 0 53 -77181 290 52423072 134351 

162 C4 IV 剥片 ホルンフェルス 36 30 085 90 -77166327 52424427 133598 

165 C3 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 6.9 6.8 3.2 157.2 -77156.728 52426.258 133.318 

長
野
遺
跡
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第3表 後期旧石器時代石器計測表 (3)

掲載 遺物
グリッド

出土
器種 石材

長さ 幅 厚さ 重量
X座標 Y座標 z座標

No. Nn 層位 (cm) (cm) (cm) (g) 

166 C3 V 剥片 ホルンフェルス 47 59 1 6 604 -77158 666 52423079 132917 

長野遺跡

168 C3 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 5.4 5.2 0.9 24.4 -77154.353 52427.254 133.326 

170 B2 IV 剥片 ホルンフェルス 245 325 07 62 -77142 026 52410.457 130392 

171 82 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 11 2.1 035 13 -77140 699 52409.998 130321 

'' 176 D11 IV 砕片 チャート 0.9 0.6 0.1 0.05 -77233.041 52435.173 141.864 

177 D11 IV 砕片 チャート 1.1 0.55 0.25 0.12 -77232.978 52435.319 141.870 

178 D11 IV 砕片 チャート 0.85 0.8 0.15 0.1 -77233.235 52436.175 141.945 

180 D11 IV 砕片 チャート 07 0 8 015 01 -77232952 52438103 142272 

181 D11 V 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 4.95 5.1 0.8 21.8 -77232.745 52438.468 142.146 

184 E9 IV 砕片 チャート 1.1 0.95 0.2 0.22 -77214.990 52444.199 140.360 

189 E10 IV 剥片 ホルンフェルス 33 67 14 263 -77229208 52445436 142298 

'' 190 E10 IV 剥片 チャート 2.95 2.4 0.6 3.2 -77227.662 52447.508 142.295 

196 DB IV 磨石 尾鈴山溶結凝灰岩 8.3 7.3 4.7 417.5 -77205.750 52438.981 139.063 

199 E6 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 61 46 095 281 -77186 703 52441.961 136614 

200 E6 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 8.3 4.15 1.5 39.0 -77187.981 52440.811 136.834 

209 C11 IV 剥片 珪質頁岩 17 315 04 23 -77235485 52414624 141595 

210 C11 IV 石核 砂岩 5.4 4.55 2.6 67.1 -77235.495 52415.595 141.720 

212 C12 IV 剥片 ホルンフェルス 3.5 2.3 0.17 6.1 -77238.545 52414.851 142.062 

219 C12 IV 剥片 珪質頁岩 19 22 02 13 -77238 033 52413423 141749 

222 C12 IV 剥片 砂岩 5.5 6.9 0.19 34.2 -77237.611 52411.486 141.583 

224 C12 IV 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 1.9 1.45 0.4 1.0 -77238.591 52410.745 141.632 

225 C12 IV 剥片 砂岩 21 16 04 12 -77237232 52410801 141499 

231 F9 IV 剥片 珪質頁岩 3.5 2.4 0.7 7.6 -77217.817 52451.166 140.906 

233 D2 V 剥片 ホルンフェルス 34 205 08 59 -77148 012 52433.977 133546 

234 D2 IV 剥片 ホルンフェルス 3.25 2.45 1.2 7.8 -77147.838 52433.490 133.561 

240 C11 V 剥片 砂岩 24 32 06 51 -77244092 52427099 142117 

242 C11 IV 剥片 砂岩 35 23 08 57 -77243869 52423191 141697 

243 C11 IV 剥片 砂岩 2.15 1.7 0.4 1.9 -77244.266 52422.828 141.673 

244 C11 IV 剥片 珪質頁岩 195 36 08 57 -77244939 52422940 141746 

247 D9 IV 剥片 珪質頁岩 33 40 09 103 -77210367 52439826 139766 
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第7節 縄文時代早期の遺構と遺物

遺構

縄文時代早期の包含層である III層において検出し

た遺構について早期の遺構として位置付けた。

早期の遺構は焼土面を 7面と焼土を有する土坑を

l基検出した。そのうち焼土面6面と焼土を有する

土坑l基を調査区南半で検出している（第9図）。

検出した 7面の焼土面のうち、焼土をごくわずか

に含み、明確な掘り込みが確認できなかった焼土面

が3面（焼土面3、5、7)、焼土を少量含み、明

確な掘り込みが確認できなかった焼土面が4面 （焼

土面 l、2、4、6)、焼土や焼土塊を多量に含み、

焼土を含む埋土が3層に分かれる土坑を 1基 (SC6)

に分類した。このうち焼土面4面と焼土を有する土

坑 1基を図化し、掲載した（第9図）。

焼土面l (第9図）

調査区南端に近いDlOcグリッドで検出した。平

面プランは不整円形で、長軸130X短軸lOOX深さ20

cm を計る。焼土面の中心は、 1~2 mm大の焼土が20

~30%程度含まれ、その下には、 1~2 mm大の焼土

が10~20%程度含まれる。また、平面プランでは、

範囲外に 1mm以下の焼土粒が極めて薄く広がってい

る状況であった。炭化物や遺物は出士していない。

焼土面2 (第9函）

上記の焼土面 lの南側、 DlOcグリッドで検出し

た。平面プランは不整楕円形で、長軸190X短軸80

x深さ 15cm を計る。焼土面の中心は、 1~2 mm大の

焼土が20~30%程度含まれ、その周囲には、 1~2 

mm大の焼土が 1~10%程度含まれる 。 炭化物や遺物

は出土していない。

焼土面3

調査区南端に近いElOaグリッドにおいて、先行

トレンチの東側壁面で半戟した状態で検出された。

平面プランは不整円形、長軸50X短軸30X深さ15cm

と推定される。 1 ~ 2 mm大の焼土が少鼠含まれ、 1

~ 2mm大の炭化物も少量含まれていた。遺物は出土

していない。

焼土面4 (第9図）

調査区南東側緩斜面上のE9dグリッドで検出し

た。平面プランは不整円形で、長軸lOOX短軸70X

深さ 10cm を計る。 1~2 mm大の焼土が1~10%程度

含まれ、中に、焼土が溜まって堆積した部分がみら

れた。斜面に沿って焼土が流れ溜まったものと考え

られる。炭化物や遺物は出土していない。

焼土面5

調査区北半部のD4aグリッドで検出した。平面

プランは円形に近く、長軸35X短軸30X深さ15cmを

計る。 1~2 mm大の焼土が少量含まれる。炭化物や

遺物は出土していない。

焼土面6 (第9図）

調奔区南半D8dグリ ッドで検出した。平面プラ

ンは不整円形で、長軸lOOX短軸lOOX深さ20cmを計

る。焼土面の中心は、 1~2 mm大の焼土が20~30%

程度含まれ、 1mm以下の炭化物が5%程度含まれる。

その下には、 1~2 mm大の焼土が10~20%程度含ま

れ、剥片が1点出土した。

焼土面7

調査区南東側緩斜面上のF8aグリッドで検出し

た。平面プランは不整円形で、長軸130X短軸120cm

を計る。プラン表面に 1cm大の焼土ブロックを 2~

3点と 3cm大の炭化物を確認した。

長

野

遺

跡

SC 6 (第9図）

調在区C7dグリッドで検出した。平面プランは

不整円形で、長軸180X短軸160X深さ30cmを計る。

埋土の 1層は暗褐色土で、 1-2 mm大の焼土を10-

20%程度含み、 1mm以下の炭化物を 5%程度含む。

2層は暗褐色士で、 1-2 mm大の焼土を20-40%程

度含む。また、 2層の一部に 5-9 cm大の焼土塊や

1 mm以下の炭化物を10%程度含む。 3層は、にぶい

1 -3 mm大の焼土を 3%程度含む。遺黄褐色土で、

物は出土していない。

遺物

III層で出土した遺物を一括して縄文時代早期遺物

とした。また、早期以外の包含層 (N層）から出土

した遺物であっても、形態的に早期に位置付けられ

る可能性がある資料に関しては本節に掲載している。

調査区南半を中心に遺物の出土がみられたが、遺

物は土器、石器ともにどちらも少量で散漫な出土状

況であった。

なお、図化した石器については第5表に計測値を掲

載し、未図化のものについては第6表に掲載している。

2
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長
野
遺
跡

土器（第11図11,..,_,14)

出土した土器については、調査区では縄文時代早

期の楕円押型文土器や山形押型文土器が出土してい

る。出土した土器片8点のうち、 4点を図化掲載し

た。

11は深鉢の胴都で、胴部外面に山形押型文を施文

し、胴部内面をナデ調整する。12も深鉢の胴部で、

胴部外面に楕円押型文を施文し、胴部内面をナデ調

整する。 13も深鉢の胴部で、胴部外面は楕円押型文

を施文し、胴部内面には斜方向のエ具ナデがみられ

る。 14も深鉢の胴部で、胴部外面は山形押型文を施

文し、朋部内面には斜方向のエ具ナデがみられる。

石器（第12-15図15-38)

縄文時代早期の遺物は、石鏃6点、石斧3点、剥

片35点、二次加工剥片2点、礫器2点、石核4点等

が出土した。出土点数は65点で、うち24点を岡化し

た。

石鏃（第12図15,....,20)

6点出土し、全て図化した。15・16・18・19はチャー

ト製、 17・20は黒曜石製の打製石鏃である。15・16・

18・19・20は凹基無茎鏃で、 15・16・18は挟りが深

く、 19・20は扶りが浅い。 17は平基無茎鏃である。

15は二等辺三角形を呈する鏃である。 16は先端部と

基部の一部に欠損がみられるが、残存部分から二等

辺三角形を呈する鏃と推察される。 17は先端が延び

た五角形状で、帖地型石鏃である。 18は先端部と基

部に欠損がみられるが、残存部分から二等辺三角形

を呈する鏃と推察される。 19は基部に欠損がみられ

るが、残存部分から先端が延びた五角形状で、扶り

を持つ帖地型石鏃とは異なる異形の石鏃と推察され

る。 20は先端部と基部に欠損がみられるが、残存部

分から浅い挟りをもつ二等辺三角形の鏃と推察され

る。

剥片（第12図24,25第13図27,28第15図35......,38)

35点出土し、このうち 7点を図化した。24・28・

36~38はホルンフェルス製、 25は尾鈴山溶結凝灰岩

製、 27は黒曜石製の剥片である。 24は自然面を有す

る偏平な形状で、使用痕がみられる。 25は折れた 2

点が接合したものである。28は自然面を有する偏平

な形状である。 35は36~38の剥片を接合したもので

ある。自然面を有し、最l離痕がみられる。

二次加工剥片（第13図26)

2点出土し、 1点図化した。26は砂岩製で、背面

に磨った痕跡がみられる。

礫器（第13図29,30)

2点出土し、全て固化した。 29・30は尾鈴山溶結

凝灰岩製の礫器である。 29は自然面を広く有し、周

縁に粗い加工を施している。 30は自然面を有し、上

部に粗い加工を施している。

石核（第14図31,...,_,34)

石核は4点出土し、全て図化した。 31-33はホル

ンフェルス製である。 34は尾鈴山溶結凝灰岩の中に

流紋岩を含む石材である。31は自然面を有し、上部

から左右周縁部にかけて剥離面がみられる。32は背

面に自然面を有し、上部から左右周縁部にかけて剥

離面がみられる。 33は自然面を有し、上部に剥離面

がみられる。34は2点を接合したものである。自然

面を有し、尾鈴山溶結凝灰岩の中に含まれている流

紋岩の部分に剥離面がみられる。流紋岩の部分を剥

離して使用したものと考え られる。

石斧（第12圏21",.;23)

3点出土し、全て図化した。21・23はホルンフェ

ルス製、 22は砂岩製の打製石斧である。 21・23は下

邸が欠損し、自然面を有する。22は折れた 2点が接

合したもので全体的に粗い加工が施されている。下

部が欠損している。
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焼土面6
1/30 

141.0m 139.2m 

゜
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1/30 焼土1,...., 10% ■ 焼土 10,...,20% 

焼土を有する土坑

SC6 

136.8m 

※破線部は推定線

136.4m 

5(6埋土注記

1 賭褐色土 Hue10YR3/4 しまり、粘性弱く、 1 ~2mm大0)饒土を 10 ~20%程度含む。 1mm以下0)炭化

物を5%程麿含む。

2 麟色土 Hue10YR3/4 しま リ、 粘性弱〈、 1~2mm大0)焦土を 20~40%程度含む。 s~9cm 大0)娩土

塊や1mm以下0)炭化傷を含む。

3 Iこぶい貢褐色士HuelOYR4/3 しまリは弱〈、粘性はやや弱い。1 ~3 mm大0)焼土を 3 %程度含む。

■ 焼土20,...,30% ■ 焼土塊範囲

゜
1m 

1/30 
第9図 縄文時代早期遺構実測図
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第 10図 縄文時代早期遺物分布図
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第 4表 縄文時代早期土器観察表

載

号
掲

番

Gr 
No. 
器種
部
位 外面

手法・調整・文様ほか

内面 口縁部or底部

焼
成

色調

外面 内面
胎土

紐
率

11 
C11 
208 

にぶい黄褐

(10YR5/4) 

12 
D10 
192 

13 
D11 
093 

深鉢

深鉢

深鉢

胴
部

胴
部

胴
部

山形押型文

楕円押型文

楕円押型文

貝殻条痕文

貝殻条痕文

斜方向のエ具ナデ

良
好

良
好

良
好

明赤褐

(SYRS/6) 

橙

(SYR6/6) 

橙
(5YR6/6) 

14 
C12 
223 
深鉢 胴
部
山形押型文 斜方向のエ具ナデ

良
好

にぶい黄橙

(10YR7/4) 

明赤褐

(SYRS/6) 

明赤褐

(5YR5/6) 

にぶい黄

(25Y6/3) 

径 1mm以下の赤褐色粒を多

く含む。径 1mm以下の黒色粒
をごくわずかに含む。

径 1mm以下の赤褐色粒を多く
含む。径 1mm以下の褐灰色粒
を多く含む。

径 1mm以下の赤褐色粒を多く
含む。径 1mm以下の透明光沢
粒、褐灰色粒をごくわずかに

含む。

径5mm以下の灰白色粒を多く
含む。径2mm以下の黒色光沢
粒を多く含む。径 5mm以下
の灰色粒をわずかに含む。径

3 mm以下の赤褐色粒をわず
かに含む。

長
野
遺
跡

約
1/6 

第5表 縄文時代早期石器計測表 (1)

掲戟 遺物
グリッド
出土

器種 石材
長さ 幅 厚さ 匿量 x座標 Y座標 z座標

No. Na 層位 (cm) (cm) (cm) (g) 

15 127 E8 Ill 石鏃 チャート 3.2 1.8 0.45 1.35 -77203.250 52440.561 138.823 

16 B11 石鏃 チャート 3.3 1.85 0.5 2.0 

17 075 85 Ill 石鏃 黒曜石 19 11 025 047 -77176168 52418231 132974 

18 230 CB IV 石銭 チャート 1.4 1.6 0.3 0.53 -77207.964 52429.177 138.616 

19 129 ES IV 石鎧 チャート 18 12 02 0.4 -77203176 52441169 138729 

20 074 ES Ill 石鉱 黒曜石 0.9 1.2 0.3 0.21 -77178.899 52445.421 135.852 

21 119 D10 IV 石斧 ホルンフェルス 53 50 225 565 -77227543 52433 996 141136 

22 144 D11 IV 石斧 砂岩 6.85 6.4 2.6 111.8 -77239.392 52433.608 142.527 

23 120 D10 IV 石斧 ホルンフェルス 64 625 1 9 1041 -77227 450 52433 666 141100 

24 100 C11 Ill 剥片 ホルンフェルス 6.2 10.5 1.6 114.2 -77233.533 52425.620 140.920 

25 254 DB Ill 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 4.6 9.25 185 74.1 -77209890 52436032 139244 

26 163 C3 IV 二次加工剥片 砂岩 5.6 7.9 1.3 95.4 -77159.211 52427.378 133.557 

27 114 E9 Ill 剥片 黒曜石 12 08 015 014 -77211 945 52441 589 140038 

28 232 B3 IV 剥片 ホルンフェルス 7.8 5.1 1.6 75.3 -77151.599 52419.373 132.097 

29 229 C12 IV 礫器 尾鈴山溶結凝灰岩 160 140 67 14089 -77236 721 52414879 141696 

30 169 B3 IV 礫器 尾鈴山溶結凝灰岩 9.0 11.0 5.2 622.1 -77154.267 52414.902 131.411 

31 111 E10 IV 石核 ホルンフェルス 88 85 53 4452 -77224380 52441726 141404 

32 182 D11 V 石核 ホルンフェルス 6.3 7.65 4.15 223.7 -77232.498 52439.251 142.255 

33 198 D6 IV 石核 ホルンフェルス 7.1 10.8 5.4 456.0 -77189.431 52439.496 136.778 

34 251 D2 IV 石核 尾鈴山溶結凝灰岩（流紋岩含む） 575 555 715 3109 -77148 786 52434881 133583 

35 173 C4 IV 剥片 ホルンフェルス 6.0 9.5 3.2 164.3 -77166.130 52429.899 134.323 

36 086 C4 Ill 剥片 ホルンフェルス 45 46 13 201 -77165279 52426647 134017 

37 256 D4 IV 剥片 ホルンフェルス 5.8 4.65 2.2 50.7 -77167.767 52431.338 134.570 

38 173 C4 IV 剥片 ホルンフェルス 595 69 24 935 -77166130 52429899 134323 

t1/111 
月、12

り

9
叫

゜
10cm 

5=1/3 

第 11図 縄文時代早期土器実測図
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第12固 縄文時代早期石器実測固 (1)
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第6表 縄文時代早期石器計測表 (2)

掲載 遺物
グリッド

出土
器種 石材

長さ 幅 厚さ 重量
X座標 Y座標 z座標

No. Nn 層位 (cm) (cm) (cm) (g) 

001 D11 Ill 剥片 ホルンフェルス 3.25 1.4 0.5 2.5 -77230.887 52434.283 141.768 

長野遺跡

004 D11 Ill 剥片 ホルンフェルス 30 23 08 46 -77233 335 52434.432 142052 

005 D11 Ill 剥片 チャート 1.8 1.35 0.31 0.48 -77233.434 52434.328 142.024 

006 D11 Ill 剥片 珪質頁岩 44 405 09 114 -77234 748 52433.480 142048 

007 D11 Ill 剥片 砂岩 4.0 2.45 0.6 6.1 -77238.154 52433.285 142.466 

008 D11 Ill 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 3.55 2.9 1.5 9.8 -77237.564 52429.753 141.975 

009 D11 Ill 剥片 珪質頁岩 4.15 4.4 1.0 18.0 -77239.593 52430.096 142.164 

073 D3 Ill 剥片 珪質頁岩 29 20 06 30 -77155442 52433124 133995 

084 D1 Ill 剥片 珪質頁岩 3.6 2.15 0.8 6.1 -77138.826 52434.712 132.926 

087 cs Ill 剥片 砂岩 265 295 08 5.4 -77176916 52423 338 134246 

088 C5 Ill 剥片 ホルンフェルス 21 50 09 112 -77174362 52425.472 134394 

089 D11 Ill 砕片 チャート 0.75 0.55 0.1 0.04 -77230.750 52433.250 141.537 

090 D11 Ill 剥片 チャート 14 09 015 018 -77230455 52432206 141384 

091 D11 Ill 二次加工剥片 チャート 1.25 1.05 0.15 0.28 -77230.323 52431.870 141.325 

092 D11 Ill 砕片 チャート 07 05 01 004 -77230 720 52433 937 141567 

094 D11 Ill 剥片 珪質頁岩 3.1 5.8 1.1 16.3 -77233.788 52430.435 141.540 

096 D11 Ill 剥片 珪質頁岩 3.65 2.25 0.7 5.5 -77234.527 52434.348 142.106 

097 D10 Ill 剥片 チャート 17 11 01 03 -77228148 52433.497 141283 

098 D10 Ill 砕片 チャート 095 05 01 006 -77229935 52432871 141457 

099 D10 Ill 砕片 チャート 1.2 0.8 0.2 0.21 -77228.380 52430.962 140.979 

102 D10 Ill 砕片 チャー ト 08 05 01 002 -77227825 52433119 141217 

103 D10 Ill 砕片 チャート 0.45 0.3 0.1 0.01 -77228.061 52433.235 141.199 

104 D10 Ill 剥片 チャート 1.25 0.95 0.2 0.26 -77228.522 52432.873 141.208 

105 D10 Ill 剥片 砂岩 325 265 08 60 -77228821 52432553 141245 

106 D10 Ill 剥片 珪質頁岩 2.4 1.1 0.3 0.8 -77220.660 52439.257 141.000 

107 D10 Ill 砕片 チャート 085 09 02 012 -77228402 52431 777 141112 

108 D10 Ill 砕片 チャート 0.8 0.65 0.1 0.05 -77227.738 52430.954 140.888 

109 D10 Ill 砕片 チャート 1.2 0.85 0.2 0.24 -77228.079 52430.298 140.890 

123 D9 Ill 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 4 75 52 1 8 564 -77214965 52438 779 140287 

130 DB Ill 砕片 珪質頁岩 1.05 0.65 0.2 0.13 -77207.212 52437.620 139.306 

133 E7 Ill 剥片 流紋岩 1.35 2.75 0.6 1.5 -77190.953 52442.172 137.258 

148 C11 Ill 剥片 砂岩 12 185 035 09 -77230 243 52429596 141111 

157 D11 Ill 剥片 珪質頁岩 23 455 06 78 -77237699 52429688 141946 

161 ES Ill 剥片 尾鈴山溶結凝灰岩 5.9 4.6 1.2 37.7 -77169.898 52440.212 135.313 

172 D11 Ill 砕片 チャート 08 05 01 02 -77234648 52436604 142344 

174 D11 Ill 砕片 珪質頁岩 0.6 0.5 0.15 0.03 -77236.691 52435.717 142.526 

185 E10 Ill 剥片 砂岩 08 065 03 013 -77220 769 52448.478 141324 

'' 191 D10 Ill 剥片 砂岩 2.75 2.15 0.7 3.2 -77229.257 52439.552 142.066 

202 Cl Ill 石核 ホルンフェルス 4.0 6.0 2.5 59.4 -77198.329 52425.660 137.207 

211 C12 Ill 剥片 ホルンフェルス 22 175 05 1 3 -77236966 52416525 142104 

248 D9 Ill 剥片 ホルンフェルス 1.45 2.4 0.3 1.5 -77210.148 52439.651 139.772 
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第8節 弥生時代の遺構と遺物

遺構

弥生時代の包含層である I層及びII層 (K-Ah)

上面において検出した遺構について、出土遺物の様

相等から弥生時代の遺構として位置付けた。

遺構はII層上面において調杏区北半から 2軒の竪

穴建物跡を検出した。 2軒の竪穴建物跡については、

出土遺物及び自然科学分析結果（第10節）から弥生

時代後期後半の時期と考えられる。また、 II層上面

において時期不明の土坑 4 基 (sc2~scs) を検出

した（第16図）。 なお、時期不明の土坑4基につい

ては後節の第9節において述べる。

1号竪穴建物跡 (SA1) (第17図）

位置 D4グリッドの II層上面で検出した。この

周辺は重機によって広範囲が削平された箇所に該当

するため、層厚20cm程の表土及び造成土を除去する

とII層の一部、 III層ないしW層が露出する状況であっ

た。そのため、遺構及び遺物の残存状況は不良であ

る。

規模 検出した遺構の規模は東西2.9m、南北2.3

m、床面積は約5.2面である。これは推定復元した

床面積 (1辺約3.8mの方形、約14.4面）に対して、

およそ36%が残存していたと考えられる。主軸方向

は主柱穴の位置関係からN-14°-Wとなる。平面形

については明確ではないものの、残存するプランの

形状から隅丸方形と推定される。

埋土は I層（クロボク）と思われる黒色土

が主体で、 K-Ahのブロックや粒子を含み、レンズ

状の堆積がかろうじて確認できた。

床面 床面では硬化がみられ、この遺構に伴うと

考えられる土坑を 2基検出している。壁の立ち上が

り部分の床面には硬化面がみられず、壁帯溝らしき

掘り込みも確認できなかった。また、床面は東側壁

面に向けわずかに傾く。また、床面は層厚8cm程の

黒褐色土が認められる。

柱穴 主柱穴4基、ピット l基を検出した。主柱

穴のうち 3基 (Pl・P2・P4) については上部に削

平が認められる。遺構の周囲では検出されなかった。

土坑 1号竪穴建物跡に伴う遺構内士坑を 2基検

出した。 SAl-SClは、遺構内の北西部、西壁際に

位置し、長軸0.96m、短軸0.82m、深さ約0.3mで平

埋土

面形は円形を呈する。床面から掘り込まれている。

埋土中に磨石と凹石の2点が並列して出土している。

遺物は土器小片を少量含む。壁帯溝が確認できない

ことから、排水や貯水の機能が考えられる。 SAl-

SC2は、遺構内のほぼ中央部やや南寄りに位置する。

主柱穴間(P3・P4間）で検出した。長軸0.9m、短軸0.8

m、深さ約0.2mで平面形は隅丸方形状を呈する。床

面から掘 り込まれている。遺物は土器小片を少量含

む。埋土に焼土塊が流入すること、炭化材が出土し

ていることから炉としての機能が考えられる。

長

野

遺

跡

SA1出土遺物（第18"--20図）

埋土中及び床面直上から出土した遺物のうち、弥

生土器の甕4点、壺1点、鉢2点と石器の磨石l点、

凹石 1点、砥石 1点、台石1点の11点を図化した。

甕（第19図41・43"--45)

41は甕の胴部にあたり、外面はエ具によるタタ キ

痕がみられ、ススが付着している。内面は斜方向の

ハケ目がみられる。 43は甕の底部にあたり、外面は

指ナデ痕がみられ、内面は指押さえ痕がみられる。

底部の形状は、座りのよい平底である。 44は甕の胴

部～底部にあたり、外面は指でナデた後、エ具によ

り縦方向にナデられている。内面はエ具によりナデ

た後、指で押さえ調整する。45は甕の底部付近にあ

たり、外面はエ具により縦、斜方向にナデた後、指

頭によりナデられている。内面も外面と同様にエ具

により縦、斜方向にナデた後、指でナデられている。

壺（第19図42)

42は複合口縁壺の口縁部にあたり、外面は鋸歯文

が施文され、エ具による横ナデがみられる。内面は

工具による横ナデの後、指で押さえた跡がみられる。

鉢（第19図39・40)

39は鉢の口縁～底部にあた り、ほぼ完形である。

外面はエ具により横方向にナデた後、エ具によ り斜

方向にナデられている。 40は鉢の口縁～底部にあた

り、ほほ完形である。外面を横にナデ、内面も横方

向にナデられている。音B分的にススが付着している。

底部の形状は平底になっている。
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1/40 

SC1 13s.om 

麟 !6rn
SC2 s 

j藝 i

135.0m 

134.6m 

Pl I 2 卑 9m

鱈Sm

SCl土層注記
I Hue!OYR2/I黒砂質 粘性弱しまり弱 1-3mmの炭化物少量含む。
2 Hue2.5Y 4/3 オリーブ褐 粘性弱 しまり弱 l層よりやや明る<K-Ah粒少星含む。
3 Hue2.5Y5/ 4 オリーブ褐粘性やや強 しまりやや強 2-3cm程度の黄褐色粘質士

(Hue2.5Y5/ 4)をブロック状に含む。
4 Hue2.5Y 4/2 暗灰黄粘性やや強 しまりやや強 0.5-2rnmの炭化物、 K-Ah少量含む。
5 Hue2.5Y3/3 暗オリーブ褐粘性強 しまり強 K-Ah粒ごく少塁含む。

5(2土展注記
I Hue I OYR2/2 黒褐砂質しまり弱 褐色の砂質土を50%含む。
2 Hue I OYR2/1 黒 砂質 しまりやや弱 K-Ah粒と褐色砂質土少皇含む。
3 Hue!OYR3/4 暗褐砂質粘性弱 Imm程度の焼土粒少皇含む。
4 Hue7 /5YR5/8明褐焼土ブロック
5 Hue!OYRl.7 /1黒 砂質しまり弱 炭化物少量含む。K-Ah粒ごく少量含む。

Pl土層注記
134.lm 

1 Hue 10YR2/ 1 黒 砂質 しまりやや弱炭化物、K-Ah粒少星含む。
2 Hue2.5YR3/3 暗オリーブ褐 砂質しまり弱
3 Hue 10YR3/ 1 黒褐砂質しまり弱炭化物、 K-Ah粒少里含む。 （柱痕跡）
4 Hue 10YR2/2 黒褐砂質しまり強 1-2cm程度の炭化物、K-Ah多く

含む。上面が水平となり硬化が見られる。

P3土層注記
1 Hue10YR3/1 黒褐砂質 しまり弱炭化物、 2mm程度のK-Ah粒含む。
2 Hue2.SYR3/3暗オリーブ褐砂質 しまり弱（柱痕跡）

第 17図 1号竪穴建物跡実測図
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磨石（第20図46)

磨石は 1点出土した。 46は尾鈴山溶結凝灰岩製で、

背面、腹面の両面に磨り面がみられる。

凹石（第20図47)

凹石は 1点出土した。 47は尾鈴山溶結凝灰岩製で、

背面、腹面の両面に磨り面がみられる。また、腹面

中央部にはわずかに敲打痕がみられる。

台石（第20固48)

台石は 1点出土した。 48は尾鈴山溶結凝灰岩製で、

長さ30.8cm、幅26.0cm、厚さ11.4cmの不整長方形を

呈す。

砥石（第20図49)

砥石は 1点出土した。49は珪質頁岩製で、背面、

腹面、左右側面に研いだ痕跡がみられる。

2号竪穴建物跡 (SA2) (第21図）

位置 C2グリッドの II層上面で検出した。この

周辺はII層 (K-Ah) が残存しており 、 層厚1s~20

cm程の表土及び造成土を除去した後のII層上面で黒

色土のプラ ンを検出した。遺構の北西角が削平され

ていたが、遺構及び遺物の残存状況は良好であった。

規模 検出した遺構の規模は東西4.lm、南北4.0m、

床面積は約16.4面である。主軸方向は主柱穴の位置

関係からN-23゚ -Wとなる。平面形については残存し

ているプランの形状から隅丸方形と推定される。

埋土 埋土は I層（クロボク）と思われる黒色土

が主体で、 K-Ahのブロ ックや粒子を含み、レンズ

状の堆積が確認できた。

床面 床面では硬化がみられ、この遺構に伴うと

考えられる土坑を 2基検出している。壁の立ち上が

り部分の床面には硬化面がみられず、壁幣溝らしき

掘り込みも確認できなかった。床面は東側壁面に向

けわずかに高くなる。また、床面には層厚5-10cm 

程の黒褐～暗褐色土の貼床が認められる。

柱穴 主柱穴2甚 (Pl・P2)を検出した。主柱

穴間は、 1.9mで東西にほぼ並列する。遺構の周囲

では検出されなかった。

土坑 1号竪穴建物跡に伴う遺構内土坑を 2基検

出した。 SA2-SC1は、遺構内の南部の中央付近に

位置し、長朝0.74m、短軸0.68m、深さ約0.25mで平

面形は不整円形を呈する。埋土に焼土塊が流入する

ことや土坑の北側の床面に焼土が広がっていること
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から、炉としての機能が考えられる。遺物は土器小

片を少量含む。SA2-SC2は、遺構内の北西部、西

壁際に位置し、長軸0.94m、短軸0.9m、深さ約0.3m

で平面形は不整楕円形を呈する。遺物は土器小片を

少量含む。壁帯溝が確認できないことから、排水や

貯水の機能が考えられる。

SA2出土遺物（第18図•第22,.....,23図）

埋土中及び床面直上から出土した遺物のうち、弥

生土器の甕4点、壺4点、鉢l点と石器の磨石l点、

敲石2点の12点を図化した。

甕（第22図50,.....,53)

50は甕で、ほぽ完形である。外面はエ具による多

方向のナデ痕がみられ、内面はエ具により斜方向に

ナデられている。 51は甕のD縁～頸部にあたり、残

存率は約1/5である。外面はエ具による横ナデがみ

られ、ススが付着する。内面はエ具による斜方向の

ナデの後、指でナデられている。52は甕の頸部～胴

部にあたり、外面は斜方向のハケ日がみられる。内

面も斜方向のハケ目がみられる。53は甕の口縁部に

あたり、外面はエ具により横方向にナデられていて、

ススが付着している。内面はエ具によりナデられて

いる。

壺（第22図54・56,.....,58)

54は壺の口縁部にあたり、外面はエ具による横ナ

デの後、 一部にミガキ痕がみられる。内面はエ具に

より横方向にナデられている。 56は複合口縁壺のロ

縁～頸部にあたり、残存率は約1/3である。外面は

櫛描波状文や工具による横ナデ、縦方向のミ ガキ痕

がみられる。内面はエ具による斜方向のナデがみら

れる。 57は複合口縁壺の口縁～頸部にあたり、残存

率は約1/4である。外面は櫛描波状文の下部を工具

によるナデの後、丁寧に横方向にナデている。内面

は横方向にナデられている。58は壺の頸部～底部で

残存率は約1/2である。外面はエ具によるナデの後、

ミガキがみられる。内面は斜方向のハケ日、 指ナデ

痕がみられる。

鉢（第22図55)

55は鉢の口縁部にあたる。外面・内面ともにエ具

により横方向にナデ痕がみられる。

磨石（第23図59)

磨石は 1点出土し、図化した。59は砂岩製で、背

面に磨り痕がみられる。上下両端には敲打痕がみら

れる。

敲石（第23図60,.,..,61)

敲石は 2点出土し、図化した。60は砂岩製で、下

面には敲打痕がみられる。61は砂岩製で、下面に敲

打痕がみられる。

長
野
遺
跡

第7表 弥生時代石器計測表

掲戟 遺物 遺構、 出土
器種 石材

長さ 幅 厚さ 重量
X座標 Y座標 z座標

No. No. グリッド 位置 (cm) (cm) (cm) (g) 

46 51 SA1 床上 磨石 尾鈴山溶結凝灰岩 11.4 10.8 6.0 1071.7 -77165.492 52435.891 134.8 

47 52 SA1 床上 凹石 尾鈴山溶結凝灰岩 124 10.4 49 9577 -77165386 52435854 134 796 

48 46 SA1 床 台石 尾鈴山溶結凝灰岩 30.8 26.0 11.4 1500.0 -77166.679 52437.123 135.027 

49 40 SA1 床 砥石 珪質頁岩 139 56 43 4762 -77167637 52436 788 13508 

59 151 SA2 床 磨石 砂岩 11.0 5.7 2.2 228.4 -77141.35 52423.526 132.578 

60 19 SA2 床上 敲石 砂岩 5.9 1.9 1.7 28.7 -77142.416 52425.812 132.742 

61 154 SA2 床 敲石 砂岩 71 345 24 911 -77144466 52425311 132527 

75 C4d 敲石 尾鈴山溶結凝灰岩 5.6 3.0 2.15 53.5 

78 表採 石庖丁 頁岩 4.1 6.6 0.9 29.6 

79 D5b 砥石 珪質頁岩 55 22 14 4762 
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SA2土層注記
I Hue IOYR2/ l 黒
2 Hue IOYR3/ l 黒褐
3 Hue!OYR4/2 灰黄褐
4 Hue IOYR3/2 黒褐
5 Hue IOYR3/ l 黒褐
6 Hue IOYR3/2 黒褐

7 Hue IOYR3/3 暗褐

粘性弱 しまり普通
粘性弱 しまりやや弱
粘性弱 しまり弱
粘性弱 しまりやや弱
粘性弱 しまりやや弱
粘性弱 しまりやや弱

粘性弱 しまり弱

1/40 

の灰黄褐色土の粒子、アカホヤ粒子を含む。
黄褐色、アカホヤ粒子を全体的に含む。
Iの堆積物と考えられる。
ブロック状に含む。
アカホヤをブロック状に含む。

-- - カホヤを罹全体に含む灰黄褐色の粘質土をブロック状に含む。
1-3皿程度の炭化物を含む。灰褐色の粘質土が混ざり、にじんだ感じに見え一部に硬化面が見られる。SA2貼床
砂質感あり 1-2mm程度のアカホヤ粒子を含む。一部に1-2run程度の炭化物を含む。

汀
第21図

Pl• P2士層注記 （共通）
I Hue I OYR3/2 黒褐 SA2土届断面6層と同一 （貼 ） 
2 Hue I OYR3/3 暗
3 Hue I OYR3/ 1 黒闊

SA2土層断面7層と同一 （貼昆

4 Hue2.5Y3/3 暗オリーブ褐 （柱痕跡）

2号竪穴建物跡実測図
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長
野
遺
跡 ◎ 60 

゜
10cm 

5=1/3 

第 23図 2号竪穴建物跡出土遺物実測図 (2)

調査区出土遺物（第24図）

遺構外の調介区より出土した遺物のうち、弥生土

器の甕8点、壺4点、高杯3点と石器の石庖丁l点、

砥石 l点、敲石 1点の18点を図化した。

甕（第24図62~69)

62は甕の口縁部にあたり、外面はエ具による横方

向のナデ痕がみられ、内面はエ具によりナデられて

いる。 63は甕の口縁部にあたり、外面はエ具による

横ナデの後、指押さえ痕がみられる。内面も工具に

よる横ナデの後、指押さえ痕がみられる。 64は甕の

口縁部にあた り、 外面はエ具による横ナデの後、 縦

～斜方向にナデられている。内面は斜方向にナデら

れている。 65は甕の頸部にあたり、外面はエ具によ

り横方向にナデられている。内面はエ具による横ナ

デの後、縦方向にナデられている。 66は甕の底部に

あたり、外面はナデ痕がみられる。内面は指押さえ

痕がみられる。底の形状は、やや座りの悪い平底を

呈する。 67は甕の底部にあたり 、外面はエ具により

縦方向にナデられている。内面は指で押さえた後、

工具により多方向にナデられている。 68は甕の底部

付近にあたり、外面はエ具により縦方向にナデられ

ている。内面はエ具による横、縦方向のナデ痕がみ

られる。 69は甕の頸部～肩部にあたり、外面は斜方

向のハケ目がみられ、ススが付着する。内面はエ具

により横方向にナデられている。

壺（第24図70~73)

70は壺の口縁部にあたり、外面は櫛描波状文が施

され、 エ具による横、斜方向のナデがみられる。内

面はエ具による横ナデの後、指でナデられている。

71は壺の頸部にあたり 、外面は指ナデの後、エ具に

より縦、横方向にナデられている。 鋸歯状の刻目が

ある貼付突帯文を有し、ススが付着する。内面はエ

具により斜方向にナデられている。 72は壺の胴部に

あたり、外面はエ具ナデの後、ミガキが施されてい

る。内面はエ具ナデの後、指でナデられている。 73

は壺の胴部にあたり、外面はエ具により横ナデの後、

一部に縦方向のミガキが施されている。内面はエ具

により斜方向にナデられている。

高坪（第24図74・75,-.,77)

74は高杯の杯部にあた り、外面はエ具による縦方

向のナデ痕がみられる。内面はエ具によるナデの後、

横方向にナデられている。76は高杯の脚裾部にあた

り、外面はエ具による横方向のナデ痕がみられる。

内面はエ具による縦方向ナデの後、指でナデられて

いる。 77は高杯の脚裾部にあたり、外面はエ具によ

る横ナデ痕がみられる。内面も工具により横方向に

ナデられている。

石庖丁（第24図78)

石庖Tは1点出土した。78は頁岩製で、左側縁に

浅い挟りがみられる。厚さは0.9cmで頁岩の剥離部

分を使用したと思われる。

砥石（第24図79)

砥石は 1点出土した。79は珪質頁岩製で、背面に

研いだ痕跡がみられる。下部に折れた痕跡がみられ

る。

敲石（第24図75)

敲石は 1点出土した。75は尾鈴山溶結凝灰岩製で、

自然面を有し、下面には敲打痕がみられる。
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第8表 弥生時代土器観察表(1)

載

号
掲

番

長
野
遺
跡

39 

出土

位置
器種

5
床
鉢

手法・調整・文様ほか

外面 内面 口縁器or底郡

工具によるエ具による

口縁～底部
横ナデのち横ナデのち

斜方向のナ縦方向のナ
ナデ

デ デ

部位
焼
成

良

好

色調

外面 内面
胎土

明黄褐 にぶい黄褐白色粒、橙色粒、雲母粒を

(10YR6/6) (10YR7/4)含む。

備考 残存率

ほぼ完形

40 SA1 鉢 口縁～底部横ナデ 横ナデ ナデ 粗
浅黄橙

(7.5YR8/3) 
黄橙

(10YRB/6) 

白色粒、橙色粒、雲母粒を
やや座りの悪

含む。 0.2-0.5mm大の砂粒
い凸レンズ状

の平底 ・部分
ほぼ完形

を多く含む。
的にスス付着

41 SA1 甕 胴部
タタキ、ス

ス付蒼

42 5
床
壺 口縁部

工具による

横ナデ

斜方向のハ

ケ目

エ具による

横ナデのち

指おさえ

鋸歯文、ナ
—: 
フー

約1/12

43 SA1 甕 底部 指ナデ 指おさえ ナデ
良
好

にぶい黄褐

(10YR4/3) 
黒褐

(10YR3/1) 

44 5
床
甕

45 5
床
甕 底部付近

指ナデのち

胴部～底部工具による

縦方向ナデ

工具による

縦、斜方向

のナデのち

指頭による

ナデ

50 乎
床

51 
辺
床

52 乎
床

53 乎沐

56 翠床

甕

工具による

口縁～底部多方向のナ

デのちナデ

甕

工具による

口縁～頸部横ナデ、ス

ス付蒼

工具による

斜方向ナデナデ

のち指ナデ

甕

甕

頸部～胴部
斜方向のハ斜方向のハ

ケ目 ケ目

口縁部

工具による

横ナデ、ス

ス付茫

壺

工具による

口縁～頸部
横ナデのち

縦方向ミガ

キ

ナデ、指お

さえ

工具による

縦、斜方向

のナデのち
ナデ

指ナデ

工具による

斜方向ナデ

工具ナデ

工具による

斜方向ナデ

のちナデ

ケズリ

ナデ、指お

さえ

ナデ

横ナデ、 櫛

描波状文

良 黒橙
径3mm以下の灰色粒を多く

好 (75YR2/1) (7.5YR7 /6) 
含む。径2mm以下の白色粒

をごくわずかに含む。

径1mm以下の白色粒、透明
良 にぶい黄橙にぶい黄橙光沢粒をわずかに含む。径

好 (10YR6/4) (10YR7/4) 1mm以下の黒色粒をごくわ
複合口縁

ずかに含む。

雲母、角閃石、白色の小石、

白色、褐色、黒色の粒子を
平底で座りよ

多く含む。
し＼

良
好

良
好

良
好

良
好

良

好

良
好

にぶい黄褐にぶい黄褐径4mm以下の白黒混粒を少
(10YR4/3) (10YR5/4) し含む。

径2mm以下の黄色粒を多く
含む。径 1mm以下の黒色粒
をわずかに含む。径3mm以
下の白色透明粒をごくわず

かに含む。

径8mm以下の灰白色粒を少

し含む。径3mm以下の灰白
色粒を多く含む。径2mm

以下の透明光沢粒をわずか

に含む。

径4mm以下の白色粒をわず
かに含む。径2mm以下の褐

良 にぶい橙 にぶい橙灰色粒をわずかに含む。径

好 (75YR7/4) (7.5YR6/4) 3mm以下の褐色粒をわずか
に含む。径1mm以下の透明
光沢粒をわずかに含む。

径6mm以下の灰白色粒を少

にぶい黄橙 明褐
し含む。 5mm以下の赤褐色

(10YR6/4) (7.5YR5/6) 
粒をわずかに含む。 2mm以

下の透明光沢粒をわずかに

含む。

径5mm以下の赤褐色粒を多

く含む。径2mm以下の白色
粒をわずかに含む。

径3mm以下の灰白色粒をわ

良にぶい黄橙にぶい黄橙
ずかに含む。径 1mm以下の

女子 (10YR7/4) (10YR7/4) 
黒色、褐色粒をわずかに含

む。径1mm以下の透明光

沢粒をごくわずかに含む。

径1mm以下の赤色粒を多く

良 にぶい橙 にぶい橙
含む。径3mm以下の白色粒

女子 (75YR7/4) (7.5YR7/4) 
をわずかに含む。径1mm以
下の白色透明粒をごくわず

かに含む。

径2mm以下の明褐灰色粒を

にぶい褐 にぶい橙
わずかに含む。径2mm以下

(75YR5/4) (7.5YR6/4) 
の灰褐色粒をわずかに含む。複合口縁

1mm以下の透明光沢粒をわ

ずかに含む。

にぶい黄橙

(10YR6/3) 

橙

(7.5YR6/8) 

にぶい黄橙

(10YR7/4) 

黒褐

(10YR3/1) 

明黄褐

(10YR7/6) 

橙

(5YR7/6) 

約1/3

54 釦
床
壺 口縁部

工具による

横ナデのち

ナデ、一部

にミガキ

工具による

横ナデのち

ナデ

ナデ

55 ぎ床 鉢 口縁部 横ナデ
工具による

横ナデ

約1/5

ほぼ完形

約1/5

約1/6

ナデ

約1/3

57 ぎ床 壺

工具ナデの

口縁～頸部ち丁寧な横横ナデ

ナデ

横ナデ、櫛

描波状文

良
好

明黄褐 にぶい黄褐径2mm以下の白黒混粒を少
(10YR6/6) (10YR5/3) し含む。

複合口縁 約1/4

58 密沐

62 

壺

甕

頸部～底部
工具ナデの

ちミガキ

斜方向のハ

ケ目のち指ナデ

ナデ

口縁部 横ナナ 工具ナデ ナデ

良
好

良
好

径4mm以下の赤褐色粒を少
にぶい黄橙にぶい黄橙し含む。径4mm以下の灰白
(10YR6/4) (10YR6/4)色粒を少し含む。径2mm以

下の透明光沢粒を少し含む。

石英粒、雲母粒、黒色、白

色粒を多く含む。

にぶい黄橙

(10YR6/3) 
明黄褐
(10YR6/6) 

約1/2
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第9表 弥生時代土器観察表 (2)

載

号
掲

番

出土

位置
器種 部位

手法・調整・文様ほか

外面 内面 口縁器or底郡

工具によるエ具による

横ナデのち横ナデのち

指おさえ 指おさえ

焼
成

色調

外面 内面
胎土 備考 残存率

63 B2b 

64 D3b 

甕

甕

口縁部

口縁部

工具による

横ナデのち

縦、斜方向

のナデ

ナデ

工具による

斜方向ナデー

のちナデ

良
好

良
好

約1/20 長
野
遺
跡

65 B2b 甕 頸部
工具による

横ナデ

工具による

横ナデのち指おさえ

縦方向ナデ

良

好

にぶい橙

(7.5YR6/4) 

66 
C2, 

D2 
甕 底部 ナデ 指おさえ

良
好

67 B3a 甕 底部

工具による

縦方向のナ

デのちナデ

指おさえの

ち多方向のナデ

工具ナデ

良
好

浅黄橙

(10YR8/3) 

68 B4b 甕 底部

工具による
工具による

縦方向のナ
横、縦方向

デのちナデ
のナデのち

ナデ

ナデ

良
好

にぶい橙 にぶい橙
径 1mm以下の灰色粒を多く

(7.5YR6/4) (7.5YR6/4) 
含む。径1mm以下の赤褐色

粒をごくわずかに含む。

径 2mm以下の白色粒を少し

にぶい黄橙にぶい黄橙
含む。径2mm以下の明黄褐

(1 OYR7 /3) (1 OYR7 /3) 
色粒をごくわずかに含む。

径 1mm以下の褐灰色粒をご
くわずかに含む。

径3mm以下の白色粒をわず

にぶい橙
かに含む。径2mm以下の灰

(7.5YR6/4) 
白色粒をわずかに含む。径

1mm以下の褐色粒をわずか
に含む。

浅黄橙 にぷい橙 0.1-0.5mm大の小石、白色、やや座りの悪
(7.5YR8/4) (7.5YR6/4)褐色、黒色粒を多く含む。 い平底

径4mm以下の灰白• 灰色粒
をわずかに含む。径3mm以

浅黄橙 下の黒色粒を多く含む。径

(10YR8/4) 3mm以下の黄褐色粒をわず
かに含む。2mm以下の明赤

褐色粒をごくわずかに含む。

径4mm以下の灰白色粒を多
く含む。径細m以下の黒色・

浅黄橙 褐灰色粒を多く含む。径5
(10YR8/3) mm大の明褐色粒をごくわず

かに含む。 2mm以下の赤褐

色粒をごくわずかに含む。

浅黄橙

(10YR8/4) 

69 
C3, 
D4 
甕

70 E4c 壺

斜方向のハ

頸部～肩部ケ目、スス

付藩

工具による

横、斜方向

のナデ

口縁部

工具による

横ナデ

工具による

横ナデのち

指ナデ

櫛描波状文、
—: 
ナァ

良
好

良
好

にぶい黄橙

(10YR7/4) 

灰黄

(2.5Y6/2) 

黄橙 石英粒、雲母粒、 黒色、白

(7.5YRB/B)色粒を多く含む。

にぶい黄橙
径1mm以下の赤褐色粒を多

(10YR7/4) 
く含む。径1mm以下の黄色複合口縁
粒を多く含む。

約1/12

71 B3b 

76 

壺 頸部

指ナデのち

工具による

縦、横方向

のナデ、ス

ス付着

工具による

斜方向のナナデ

デ

良
好

72 B2 壺 胴部
工具ナデの

ちミガキ
工具ナデの

ち指ナデ

73 82d 壺 胴部

工具による

横ナデ、一

部に縦方向

ミガキ

工具による

斜方向ナデ

74 B2c 高坪坪部

工具による

縦方向ナデ

のちナデ

D1b 高坪脚裾部

工具による

横方向のナ

デ

工具ナデの

ち横ナデ

工具による

縦方向ナデー

のち指ナデ

約1/6

約1/28

77 高坪脚裾部

工具による

横ナデのち

ナデ

工具による

横ナデのち一

ナデ

良
好

径 3mm以下の白色粒をわず
にぶい橙 にぶい褐 かに含む。径3mm以下の灰刻目のある貼

(7.5YR6/4) (7.5YR5/4)色粒を少し含む。径2mm以付突帯文
下の黒色粒を少し含む。

径3mm以下の灰白色粒をご
くわずかに含む。径2mm以

良にぶい黄橙にぶい黄橙
下の白色粒をわずかに含む。

女子 (10YR7/3) (10YR7/4) 
径2mm以下の黒色、黒褐色
粒を多く含む。径1mm以下

の透明光沢粒をわずかに含

む。

径6mm大のにぶい黄橙色粒

を1粒含む。径5mm以下の
褐色粒をわずかに含む。径

良 にぶい橙 にぶい橙 2mm以下の灰褐色粒をわず
好 (7.5YR6/4) (7.5YR7 /4)かに含む。径1mm以下の灰

白色粒、黒・透明光沢粒を

わずかに含む。径1mm以下

の黒色粒を多く含む。

径3mm以下の灰色粒を少し
含む。径2mm以下の灰白色

良 にぶい黄橙にぶい黄橙光沢粒、微細な光沢粒を少

好 (10YR7/4) (10YR7/4) し含む。径2mm以下の黒色
粒を多く含む。 1mm以下の

褐色粒を少し含む。

径2mm以下の透明粒をわず

良にぷい黄橙にぶい黄橙
かに含む。径1mm以下の黒

女子 (10YR6/3) (10YR6/4) 
色粒をごくわずかに含む。

径1mm以下の灰色粒をわず
かに含む。

径5mm大の褐灰色粒をごく
わずかに含む。径4mm以下

の褐色粒をわずかに含む。

にぶい橙 にぶい褐径2mm以下の灰白、黒色粒
(75YR6/4) (7.5YR5/3)をわずかに含む。径2mm以

下の黒色光沢粒をごくわず

かに含む。微細な透明光沢

粒をごくわずかに含む。
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第9節その他の遺構

時期不明の土坑を 4 基 (sc2~scs) 検出した

（第16・25図）。検出状況では、 II層 (K-Ah)上面

でプランを検出した。このうち 2基 (SC3、SC5)

は、底面の杭状痕跡から陥し穴状遺構であると考え

られる。

土坑（第25図SC2、SC4)

調査区南半に位置し、 II層上面で検出した。 SC2、

SC4はSA2同様、 II層 (K-Ah)が残存する範囲に

おいて黒色土のプランを検出している。

検出面からSA2に併行する時期の遺構である可能

性がある。

SC 2 (第25函）

E7dグリッドで検出した。平面プランは不整楕円

形で、長軸130X短軸70X深さ20cmを計る。埋土の

1~2 層は黒色土で、アカホヤ火山灰粒を少量含む。

3層は黒色土でアカホヤ火山灰粒を50%程度含む。

4層は暗褐色土で、しまりがやや強く、粘性もやや

強い。遺物や炭化物は出土していない。

SC 4 (第25図）

E6cグリッドで検出した。平面プランは不整楕円

形で、長軸160X短軸120X深さ20cmを計る。

埋土の 1~2 層は黒色土で、炭化物を含む。遺物は

出士していない。

陥し穴状遺構（第25固SC3、SCS)

II層上面で検出した。SC3、SC5はSA2同様、

II層 (K-Ah)が残存する範囲において黒色土のプ

ランを検出している。検出面からSA2に併行する

時期の遺構である可能性も考えられる。

（第25図）SC3 

C9bグリッドで検出した。平面プランは楕円形で、

長軸llOX 短軸SOX深さ 60cm を計る。埋土の 1~2

層は黒色土で、アカホヤ火山灰粒や炭化物が少量混

じる。 3層は黒褐色土で、しま りが強く固い感触で、

にぶい黄褐色土のブロッ クを含む。遺物は出土して

いない。

検出できた杭状痕跡は 9本で、壁面近くと中央部

に広がる。杭状痕跡の穴の直径は 4~10cmで、検出

面からの深さは 5 ~ 1scmである 。

（第25図）

C5cグリッドで検出した。平面プランは楕円形で、

SC5 

長軸130X短軸90X深さ50cmを計る。埋土の 1-2 

層は黒褐色土で、しまりが強 く、 1-2 mm大の炭化

物を含む。3層は黒色土で、 2-5mm大のアカホヤ

火山灰粒をまばらに含む。 4層は黒褐色土で、 2-

5 mm大の小礫を含む。 5層は灰黄褐色土で、しまり

が強い。層の上部には黒褐色土が一部混じ り、層の

下部には礫が混じる。遺物は出土していない。

検出できた杭状痕跡は11本で、壁面近くと中央部

に集中する。杭状痕跡の穴の直径は5-12cmで、検

出面からの深さは 5-10cmである。

自然科学分析の結果

フローテーション作業について

第8節で報告したように、 SAl、SA2の埋土

内で炭化物が確認されていることから、植物遺体の

回収を目的としてフローテーション作業を実施した。

なお、遺構内埋土においては床面直上の層を中心に

試料を採取している。

以下、フローテーション作業の手順を記す。

作業手順

①床面を50cm四方のメッシュに区切り、 1メッシュ

ごとに移植ゴテを使用して土を採取。異なるサンプ

ルを採取する場合は、コンタミネーションを起こさ

ないよう使用した道具をその都度水洗した。また、

金属以外の道具や素手で作業をしないようにした。

②試料を風通しの良い場所に置き、乾燥させる。

③乾燥後、 土量の計測を行う 。

④フローテーションマシン (2mm・1mm・0.425mmの

金属製メッシュ）を使用して土を水洗し、遺物及び

残滓を回収する。

⑤水洗した土を乾燥させる。

⑥金属製メッシュ (0.1mm・0.425mm)で軽く飾に掛

け、試料を 3 つに分けた後、土器• 石器• 炭化物に

選別（一次選別）し、砂粒については廃棄する。

⑦一次選別した試料の中で炭化物については実体顕

微鋭を用いて種実及びその可能性が高いものと、そ

れ以外 （木片など）に選別 （二次選別）する。

第10節
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134.2m 

134.0m 

134.2m 

134.0m 

133.8m 

5(3埋土注記
1黒色土 Hue7.SYR1 .7 /1 
2黒色土 Hue7.SYR2/1 

3黒褐色土Hue10YR2/2

しまリがやや強く、 K-Ah粒が少量混じる。
しまりが強く、 層全体に 2~3mm 大の炭
化物を含む。
しまリが強く、固い。 2~3mm 大のにぶ
い黄褐色土のブロックを含む。

〇 lm 

1/30 

G.N. 

scs埋土注記
1黒褐色土 Hue10YR3/1 しまリが強く、 1mm大の炭化物をまばら

に含む。
Hue10YR3/1 しまリが強く、 2-4mm大のオリーブ褐

色土や 1-2mm大の炭化物を層全体に含む。
Hue10YR2/1 しまリが強く、 2-Smm大の K-Ah粒を

まばらに含む。
しまりがやや強く、 2-Smm程の小礫を
含む。
しまリが強く、暦上部には黒褐色土が混
じり、層下部には礫が混じる。

2黒褐色士

3黒色土

4黒褐色土 Hue10YR3/2 

5灰黄褐色土Hue10YR4/2

SC4 

137.lm 138.4m 

逗~m
138.0m 

SC2埋土注記
1黒色土 Hue7.SYR1 .7 /1しまリがやや強く、 K-Ah粒が少量混じる。
2黒色土 Hue7.SYR1 .7 /1しまリが強く、 K-Ah粒をわずかに含む。
3黒色土 Hue7.SYR1 .7 /1しまりが強く、K-Ah粒を50%程度含む。
4暗褐色土Hue10YR3/3 しまりがやや強く、 粘性もやや強い。

時期不明土坑`

 
SC4埋土注記
1黒色土Hue7.SYR1.7/1しまりがやや強く、炭化物が多く混じる。
2黒色士Hue7.SYR1.7 /1 しまりがやや強く、炭化物を 15%程度含む。

゜
lm 

1/30 

第 25図 その他の遺構実測図
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自然科学分析の結果

はじめに

長
野
遺
跡

本遺跡の竪穴建物跡の床面及び床面上の埋土中よ

り炭化材や炭化物が出土し、焼土も確認された。

軒の竪穴建物跡の床面及び床上埋土中で出土した炭

化材を試料として放射性炭素年代測定(AMS法）と樹

種同定を実施した。放射性炭素年代測定は、炭化材

の年代及び遺構の時期決定の参考にする目的で実施

し、樹種同定は、建物構造材や木材利用状況を明ら

かにし、近隣森林の植生を推定するという日的で実

施した。また、微細な遺物を検出するため、床面上

の埋土や床面の土をサンプリ ングした。これらの床

土、床上埋土のフローテーション作業を実施し、得

られた種実を試料として放射性炭素年代測定と種実

同定を実施した。放射性炭素年代測定は、種実の年

代及び遺構の時期決定の参考にする目的で実施し、

種実同定は、当時の遺跡周辺の植生を復元するとと

もに、 当時の植物利用の実態を推察する目的で実施

2
 

した。

放射性炭素年代測定、樹種・種実同定は、 （株）

パリノ・サーヴェイに委託し実施した。各分析に使

用した試料及び分析方法・結果等については下記に

掲載した。

放射性炭素年代測定

(1) 試料

試料は、 2軒の竪穴建物跡床面及び床上埋土から

出士した炭化材4点と床上埋士から出士した種実1

点の計5点である（第10表）。

第10表 放射性炭素年代測定試料一覧

試料No. 遺構• 試料名

No. 9 SA1 床上出土の種実

No.20 SA1 床面出土の炭化材

No.21 SA1 床面出土の炭化材

No.22 SA2 床上出土の炭化材

No.23 SA2 床上出土の炭化材

期はLIBBYの半減期5,568年を使用する。また、測

定年代は1950年を基点とした年代 (BP)であり、

誤差は標準偏差 (OneSigma;68%) に相当する年

代である。なお、暦年較正は、

CALIBRATION 

る。

PROGRAM 

RADIOCARBON 

CALIB REV5.0 

(Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer) 

を用いて計算する。

暦年較正とは、大気中の14c濃度が一定で半減期が

5,568年として算出された年代値に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の14c濃度の変

動、及び半減期の違い (14cの半減期5,730士40年）

を較正するこ とである。暦年較正に関しては、本来

10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較

正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の

再計算、再検討に対応するため、 1年単位で表して

いる。試料は、炭化材と種実であることから、北半

球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年校正は、測定誤差a、2a双方の値を計算す

aは統計的に真の値が68%の確率で存在する範

囲、 2aは真の値が95%の確率で存在する範囲であ

る。また、相対比とは、 a、2aの範囲をそれぞれ

lとした場合、その範囲内で真の値が存在する確率

を相対的に示したものである。

(3) 測定結果

放射性炭素年代測定及び暦年較正結果を第11表、

第26図に示す。 813Cによる同位体効果の補正を行っ

た補正年代は、 No9が1900士20BP、No20が1860士20

BP、No21が1875土20BP、No22が1870士20BP、No23

が1850士20BPを示す。また、測定誤差を 2びとし

て計算させた暦年較正結果は、 No9がcalAD32-202、

油20がcalAD84-220、No21がcalAD77-215、No22が

calAD79-216、No23がcalAD86-233である。

第11表 放射性炭素年代測定結果

o 13C 補正年代 暦年較正結果
試料名 種類

（％） 
（暦年較正用）

BP 15 (68%確率） 215 (95%確率）

分析番号9 種実
-2965士0.12

1,900土20 cal AD98-125 cal AD53-136 
SA1床上 （ガマズミ属） (1,901士20) (67.1%) (995%) 

分析番号20炭化材
-3016土0.19

1,860士20 cal AD123-175 cal AD84-220 
SA1床 （アカガシ亜属） (1,862土20) (63.3%) (100%) 

分析番号21炭化材
-2734士0.15

1,875土20 cal ADB0-139 cal AD77-215 
SA1床 （ツブラジイ） (1,873土22) (84.3%) (100%) 

分析番号22炭化材
-3035士0.21

1,870土20 cal AD認 139 cal AD79-216 
SA2床上 （サカキ） (1,870士21) (78.2%) (100%) 

分析番号23炭化材
-2772土0.27

1,850士20 cal AD128-178 cal AD120-233 
SA2床上 （アカガシ亜属） (1,851士22) (67%) (923%) 

(2) 方法

試料は、超音波煮沸洗浄と酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸1.2N,水酸化ナトリウムIN,塩酸1.2N) によ

り、不純物を取り除いたあと、グラファイトを合成

し、測定用試料とする。測定機器は、 NEC製コン

パクトAMS・1.5SDHを用いる。放射性炭素の半減
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゜
50 100 150 

cal BC/AD 

200 250 300 

第26固 長野遺跡の暦年較正結果

(4) 所見

上記の第26圏の暦年較正結果に示すように、 SA2

の方が若干新しい年代を示すも のの、ほぽ一致して

おり 、2軒は同時期の竪穴建物跡と考えられる。こ

れらの年代値は、既存の調在例と比較しても弥生時

代後期の範囲に収まってお り、推定年代と矛盾しな

い結果が得られた。

樹種同定

(1) 試料

試料は、 2軒の竪穴建物跡床面及び床上埋土から

出土した炭化材 4点である（第12表）。

(2) 方法

試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）．柾目

（放射断面）・板目 （接線断面）の3断面の割断面を

作製し、 実体顕微鏡及び走査型電子顕微鏡を用いて

木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標

本及び独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識

別データベースと比較して種類（分類群）を同定する。

なお、 木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)

やWheeler他 (1998) を参考にする。 また、 日本産

樹木の木材組織については、林 (1991)や伊東(1995,

1996, 1997, 1998, 1999)を参考にする。

結果

2
 

(3) 

樹種同定結果を第12表、第27図に示す。炭化材は、

広葉樹3分類群（コナラ属アカガシ亜属・ ツブラジ

イ ・サカキ）に同定された。No20とNo23は、 コナラ

属アカガシ亜属、No21は、ツブラジイ、No22は、サ

カキであった。

第12表 樹種同定結果

試料Na. 遺構• 試料名 結果（種類）

NQ20 SA1床面 コナラ属アカガシ亜属

No.21 SA1床面 ツブラジイ

No.22 SA2床上 サカキ

No.23 SA2床上 コナラ属アカガシ亜属

以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

コナラ属アカガシ亜属 (Quercussubgen. Cyc/oba/ano 

psis)ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕

円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を

有し、 壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、 1-15細胞高のものと複合放射組織とがある。

ツブラジイ (Castanops.厄 cusp厄'ala (Thunberg) 

Schottky) ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で、道管は接線方向に1-3個幅で

放射方向に配列する。孔圏部は3-4列、孔圏外で急

激に管径を減じたのち、 漸減しながら火炎状に配列
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する。道管は単穿孔を有し、堅孔は交互状に配列す

る。放射組織は同性、単列、 1-20細胞閥のものと集

合～複合放射組織とがある。

サカキ (Cleyera祖,ponicaThunberg pro parte emend. 

Sieb. et Zucc.)ツバキ科サカキ属

散孔材で、小径の道管が単独または2-3個が複合

して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道

管の分布密度は高い。道管は階段穿孔を有し、壁孔

は対列～階段状に配列する。放射組織は異性、単列、

1-20細胞高。

I. コナラ属アカガシ亜属（分析番号23) 2. ツブラジイ（分析番号21)

3サカキ（分析番号22) a: 木口，b:柾目，c:板目

第27図 1・2号竪穴建物跡出土の炭化材

_____ _____ 3c 

- 200.m:a 
- 200.m:b,c 

(4) 所見

SAlの床面から出土した炭化材はアカガシ亜属と

ツブラジイ、 SA2の床上から出土した炭化材はアカ

ガシ亜属とサカキに同定された。アカガシ亜属とツ

ブラジイは、暖温帯性常緑広葉樹林の主構成となる

常緑高木であり、サカキも常緑広葉樹林内に生育す

る常緑小高木である。木材は、いずれも比較的重硬

で強度が高い材質を有しており、強度の高い木材を

選択的に利用した可能性があると考えられる。また、

この結果から、遺跡周辺には、アカガシ亜属やツブ

ラジイなどの常緑広葉樹を主体とした樹木が生育し

ていたことが推定される。

種実同定

(1) 試料

試料は、 2軒の竪穴建物跡床面及び床上埋士から

フローテーション作業によって採取された選別済み

の種実類 （炭化物）である。試料の詳細は分析結果

表に示す（第13表）。

(2) 方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本及

び石川 (1994)、中山ほか (2000)等との対照から、

種実遺体の種類と部位を同定し、個数を数えて表示

する。分析後は、種実等を種類毎に容器に入れて保

管する。

(3) 結果

木本2分類群（広葉樹のヤマモモ、ガマズミ属）

3個、草本のキンバイザサ2個、計5個の種実が同

定された。種実以外では、菌類の菌核の可能性が高

い黒色粒子が多く、土粒や炭化材、昆虫類などが確

認された。

種実遺体は、 SAlの床上では、炭化した常緑高木

のヤマモモの核が2個、落葉または常緑の高木また

は低木のガマズミ属の核が1個の、計3個が確認さ

れた。 SA2の床上では、多年草のキンバイザサの種

子が2個確認された（第28図）。以下に、各分類群

の形態的特徴等を記す。

3
 

ヤマモモ (Myn迄 rubraSieb.et Zucc.) 

ヤマモモ科ヤマモモ属

核（内果皮）は炭化しており黒色。長さ4.4-4.Smm、

幅4.3mm、厚さ3.6mm程度の歪でやや偏平な非対称広

棺円体。内果皮は硬く緻密で、表面には微細な網目

模様があり粗面。分析番号1は半割した破片で、内

面は平滑、種子 1個が入る径3.5mm程度の広卵状で

頂部が尖る窪みがみられる。分析番号7には、一部

欠損がみられる。

ガマズミ属 (117burnum) スイカズラ科

核は黒色、長さ5.5mm、幅3.3mm、厚さ2.0mm程度の

偏平な倒広卵体。頂部は尖り、基部は切形。背面と

腹面には、それぞれ2個と 3個の浅い縦溝がある。

ヤブデマリ (V.p/icatum Thunb.var. 

(Thunb.) Miq.)やゴマギ (Wburnumsieboldii Miquel) 

tomentosum 
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の核のように、やや肉厚で腹面正中線上にへら形の

深い縦溝があるタイプとは区別される。表面は粗面。

キンバイザサ (Curculigoorchioides Gaertn.) 

キンバイザサ科キンバイザサ属

種子は黒色、長さ2.8-3.Smm、幅2.0-2.4mm、厚さ1.8-

2.0mmの楕円体。基部の片側から径0.3-0.6mmの鉤状の

太い突起が出る。種皮は硬く、断面は柵状。突起以

外の表面には、多数の細い縦隆条が配列し、

に縦長の網目模様が形成される。

まばら

1a lb 

3a 

4a 

2a 

4b 

2b 
長
野
遺
跡

5a 5b 

2mm ＿ 
第13表 種実同定結果

分析 遺構 出土
分類群 部位 個数 備考

番号 番号 位置

1 SA1 床上 b1 ヤマモモ 核 1 
長さ4.4mm幅4.3mm,半分厚
17mm 

2 SA1 床上 c3 不明炭化物（種実以外）

3 SA1 床上 c5 不明炭化物（種実以外）

4 SA1 床上 c6 不明炭化物（種実以外）

5 SA1 床上 c9 不明炭化物（種実以外）

6 SA1 床上 d1 不明炭化物（種実以外）

一部欠損，

7 SA1 床上 d4 ヤマモモ 核 1 長さ4.5mm残存幅4.1mm厚
さ36mm

8 SA1 床上 dB 不明炭化物（種実以外）

年代測定対象，， SA1 床上 p3 ガマズミ属 核 1 長さ55mm幅33mm, 厚さ2
0mm 

10 SA1 床上 SC1 不明炭化物（種実以外）

11 SA2 床上 a3 キンバイザサ 種子 1 
長さ28mm、幅24mm、厚
さ2.0mm

12 SA2 床上 a7 不明炭化物（種実以外）

13 SA2 床上 aB キンバイザサ 種子 1 
長さ35mm、幅20mm、厚
さ18mm

14 SA2 床上 b1 不明炭化物（種実以外）

15 SA2 床上b10-2 —· 不明炭化物（種実以外）

16 SA2 床上 c4 不明炭化物（種実以外）

17 SA2 床上 c5 不明炭化物（種実以外）

18 SA2 床上 c6 不明炭化物（種実以外）

19 SA2 床上 c10 不明炭化物（種実以外）

1. ヤマモモ核(l;SAlbl床上）
3. ガマズヨ員核(9;5Alp3床上）
5. キンバイザサ種T{13;5紅 a8床且

第28図

2. ヤマモモ核(7;SA1d4床上）
4. キンバイザサ種子(11;5心a3床上）

ー ・2号竪穴建物跡出土の炭化種実

引用文献

林昭三 1991 

学研究所．
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刊行委員会 328p 

伊東隆夫 1995 「日本産広莱樹材の解剖学的記載 I」『木材研
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伊東隆夫 1996 「日本産広葉樹材の解剖学的記載II」『木材研
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(4) 所見

種実遺体は、 SAlの床上から木本のヤマモモ、

マズミ属と、 SA2の床上から草本のキンバイザサが確

認された。ヤマモモは、照葉樹林内に生育する常緑

高木で、果実が食用可能である。ガマズミ属は、丘

陵～山地に生育する落葉または常緑の高木または低

木で、果実が食用可能な種を含む。キンバイザサは、

暖地の山林内に生育する多年草である。

実遺体は、長野遺跡周辺域の照葉樹林内に生育して

いたと考えられる。また、炭化していることから、何

らかの理由により火を受けたことが推定される。

ガ

これらの種
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第11節総括

長野遺跡の発掘調査では、後期旧石器時代から弥

生時代後期にかけての各種遺構や遺物が確認された。

本節では、時代順に今回の調査成果について検討

を加えることで総括としたい。

後期旧石器時代

後期旧石器時代では、礫群 l基 (SI1)が検出さ

れた。礫群を構成する14個の石材は全て尾鈴山溶結

凝灰岩で赤化がみられた。また、 Silの東側斜面に

も尾鈴山溶結凝灰岩の赤化礫がみられ、 Sil構成礫

との接合を試みた結果、東側斜面内の赤化礫内での

接合は4点みられたがSil構成礫との接合はみられ

なかった。

石器は、ナイフ形石器や尖頭器等を含む71点が出

土した。これらの石器の出土状況や分布状況から石

器消費の場であったと考えられる。長野遺跡の南側

に隣接する舟川第2遺跡（第3次調査）では、長野

遺跡で出土している北牛牧型系のナイフ形石器に類

似する台形石器や今峠型系のナイフ形石器などが出

土している。

縄文時代早期

士器の出士量は少量であり、楕円押型文系や山形

押型文系といった縄文時代早期前葉～中葉頃の一群

である。

石器は石鏃、石斧、剥片など65点が出士している。

石鏃は先端や基部が欠損しているものが多く、使用

時に破損し廃棄したものと考えられる。また、打製

石斧や粗製剥片石器なども出土していることから、

遺跡周辺で狩猟・採集といった生業活動を行ってい

た可能性がある。

遺構として焼土面7面と焼土を有する土坑を 1基

検出していることから、狩猟・採集活動に伴う一時

的なキャンプサイトであった可能性も考えられる。

2
 

弥生時代後期

遺構（竪穴建物跡）について

遺構は竪穴建物跡2軒を検出した。遺構に伴う土

器及び自然科学分析の結果から弥生時代後期後半を

主体とした遺構と判断できる。

SAl、SA2ともに調査区北半で検出し、 SAlは平

3
 

坦面、 SA2は緩斜面に位置している。

SAlとSA2の共通点としては、竪穴建物跡のプラ

ンは、ともに隅丸方形を呈し、竪穴部の面積は、 S

Alが推定約14.4面、 SA2が約16.4面で、規模的な差

はみられない。床面には、 SAl、SA2ともに貼床が

みられ硬化面も確認することができた。また、 2軒

ともに壁帯溝は無く、住居内土坑や焼土面がみられ

た。床面上からは、炭化材や炭化種実が検出されて

おり、 SAl、SA2は焼失建物である可能性が考えら

れる。

SAlとSA2の相違点としては、 SAlでは主柱穴痕

が4基検出されているが、 SA2では主柱穴痕が2基

であることやSA2はベッド状遺構を有することなど

が挙げられる。

近隣の遺跡では、長野遺跡北側に位置する H向市

東郷町所在の向原中尾第 2遺跡のIII層(K-Ah)上面

にて、弥生時代終末期の竪穴建物跡7軒が検出され

ている。

また、都農町所在の木戸平第2遺跡では、弥生時

代後期後半～終末期の竪穴建物跡5軒が検出され、

川南町所在の八幡第2遺跡では、弥生時代後期の竪

穴建物跡9軒が検出されている。

自然科学分析の結果について

AMS年代

長野遺跡のSAl、SA2出土の炭化材を放射性炭素

年代測定した結果、その年代は、 1850士20BP~t87

5土20BP(AD77~233年）の幅に収まる結果が得られ、

この年代幅に出土土器の年代も収まる。

建築部材の樹種

竪穴建物跡出土炭化材の樹種同定結果から、遺跡

周辺の植生及び自然環境の一端を明らかにすること

ができた。特にSAlの炭化材は残りがよく、建築材

の一部と考えられる。 SAl、SA2から各2点ずつ 4

点について同定した結果、 SAlとSA2から同じ樹種

であるコナラ属アカガシ亜属が同定され、残り 2点

はツブラジイとサカキに同定された。同定された木

材は、いずれも比較的重硬で強度が高い材質を有し

ており、強度の高い木材を選択的に竪穴建物の建築

部材として利用していたと考えられる。また、長野

遺跡の北側に位置する向原中尾第2遺跡の竪穴建物

跡から検出された炭化材の中にもツブラジイが同定
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されており、近隣の地域で同じ樹種が使用されてい

る。

くSA1床面出土の炭化材出土状況＞

種実同定

SAl、SA2の床土からは、木本2分類群 （広

葉樹のヤマモモ、ガマズミ属） 3個、 草本のキンバ

イザサ2個、計5個の種実が同定された。ヤマモモ

は呆実が食用可能であり、ガマズミ属も果実が食用

可能な種を含む。また、キンバイザサは、暖地の山

林内に生育する多年草である。これらの種実遺体は、

長野遺跡周辺域に生育していたと考えられ、炭化が

みられることから何らかの理由により火を受けたこ

とが考えられる。同定されたキンバイザサは、前述

の向原中尾第2遺跡でも検出、同定され、同じ都農

町内の木戸平第2遺跡では、同属のコキンバイザサ

が検出、同定されている。

状遺構が11基検出されている。底面に小ピット状の

杭状痕跡を有するものは、前述の向原中尾第4遺跡

や日向市所在の板平遺跡、上野原遺跡などが挙げら

れる。

以上、長野遺跡では、後期旧石器時代から弥生時

代後期にかけての遺構・遺物が確認され、この間に

おける土地利用の変遷の一端を明らかにすることが

できた。特に、弥生時代後期後半における丘陵上の

小規模な集落跡として当時の生活の痕跡を確認でき

たことは、今後の当該期の地域の歴史を復元してい

く上で意義深いと考える。

長
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陥し穴状遺構について

長野遺跡では、 II層 (K-Ah)上面にて4基の土

坑が検出された。このうち 2基は底面に杭状の小穴

が多数検出されたので陥し穴状遺構と判断して報告

した（第II章第9節）。遺構底面の平面形は楕円形

で、深さ（残存高）はso~60cmを計る。杭状痕跡は

9 ~ 11本が検出されている 。

近隣のアカホヤ火山灰降灰以降の陥し穴状遺構は、

長野遺跡北側に位置する日向市東郷町所在の向原中

尾第4遺跡で7基の陥し穴状遺構が、等高線が大き

＜湾曲する浅い谷地形面に沿って、等高線に直交す

るように一定の間隔で検出されている。また、都農

町所在の俵石第 1遺跡では、縄文時代早期の陥し穴

4
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第1節 調査の概要と方法・経過

(1) 調査の概要

舟川第2遺跡は、児湯郡都農町大字川北字舟川、

境谷に所在する。第3次調査は、町道下と土手部分

を対象に調在を実施した。調査区を都合上、第2次

調査に続いて 5~7 区に分け調査を行った（第 1 図）。

以下、調査区ごとに概要を述べる。

5区 重機により造成土を除去した結果、調在区中

央は地山 (IX層）が露出していたが、東と西の両端

で遺物包含層が残存していた。

東側の町道下では珊b層中部まで削平を受けてい

たが、土手部分は珊a層以下の遺物包含層が残存し

ていた（第 1 表）。遺物の大半は珊a層 ~Vllb層よ り

後期旧石器時代と考えられる石核・剥片• 砕片など

が出土した。また、珊a層では、石刃が並んで出土

し、周辺には炭化物が集中して検出されたが、礫群

や土坑などの遺構は確認されなかった。遺構につい

ては、珊b層上部より礫群を 1基検出した。

西側については、東側とは異なり II層からN層ま

で自然堆積層が残存していた（第4図①5区西側）。

遺物は、 W層から縄文時代早期と考えられる剥片、

砕片、 V層から後期旧石器時代～縄文時代草創期と

考えられる細石刃核、剥片、 VI層から後期旧石器時

代と考えられる剥片、砕片が出土した。遺構につい

ては、 VI層より礫群を 4基検出した。

6区 道路下のクラッシャーランと lm程の造成土

下にII層以下の自然堆積層が残存していた（第4図）。

しかし、 6- 1 区西側では II ~N層上部までの自然

堆積層は削平を受けていた。

遺構は、後期旧石器時代の礫群12基と縄文時代早

期の集石遺構17基と配石遺構 1基を検出した。集石

遺構は、 W層下部から 1基、 W層とV層の境目付近

から 5基、 V層上部から10基、 V層中部から 1基検

出した。配石遺構も V層上部で 1基検出した。礫群

は、 V層上部~ v層中・下部から 10基、 VI ~ VII層及

びVII層下部で各 1基検出した。遺物は後期旧石器時

代から縄文時代早期の遺物が出土した。 W層からは

石核 ・剥片・ 砕片• 石鏃 ・縄文土器（条痕文• 無文）

など、 V層からは細石刃• 細石刃核・剥片尖頭器・

ナイフ形石器• 石刃• 石核・ 敲石など、 VII層からは

ナイフ形石器• 石核・剥片などが出土している。特

に6-1区中央付近では、皿層とW層境目、 W層か

ら剥片・砕片が密になって出土した。また、 V層上

部で検出 した配石遺構から打製石斧が共伴して出土

した。

7区 道路下のクラッシャーランと造成土を除去し

た結果、調査区中央から北にかけてm層が残存して
いた（第4図）。しかし、皿層以下の遺物包含層の

堆積状況が悪く、 W層のみ遺物包含層が残存してい

た。遺構は検出できなかった。遺物についてはW層

から剥片が数点出土した。

(2) 調査の方法

6 -1区については、水道埋設管を中心に南側か

ら調査を進めた。調査の都合上、グリッド設定につ

いては、 6-1区のみ行った。調査区中央に東西に

延びる埋設管を中心に任意でSm間隔に設定した。

東から 1、 2、 3とし、南北をS区 ・N区とした

（第2図）。

掘削については、表土・造成土を重機で除去後、

クロボク以下は人力による掘削を行った。

遺物については、原位罹不明のもの、表士・造成

土のもの以外はトータルステーションで遺物の個別

取り上げを行った。また、調査の都合上、 6-1区

の一部層位ごとのグリッド一括取り上げを行った。

また、赤化礫および自然礫についても表土・造成

土以外はトータルステーションで個別に取り上げを

行った。

なお、遺物・礫の取り上げ番号については、調査

区ごとに 1から番号をふっている。座標データにつ

いては、 Excelデータに変換して当センターに保管

している。

遺構 •土層断面図は縮尺1/10または 1/20で記録し

た。写真記録については、 35mmのモノクロ・リバー

サルフィルム、デジタルカメラを使用した。
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(3) 調査の経過

舟川第2遺跡第3次調査は、 2回に分けて調査を

実施した。 1厠目の 5区については平成23年9月9

日 ~ 10月 24 日、 2 回目 の 6·7 区については、平成

24年 1 月 23 日 ~3 月 9 日まで調査を実施した。 調査

の経過は、日誌抄にて記す。

発掘調査日誌抄

5区

230909 重機でクラ ッシャーラン・造成土を剥ぐ。

230912 発掘作業員11名雇用。現場作業開始。

230913 東側で剥片数点出土。

230919 台風15号宮崎に上陸。

230919 ~ 231011 5 区Sil ~ 3 検出。

231012 テフラ分析用の土を採取。

231013~231018 5区S14・5検出。

231020 遺物包含層を完掘。

231024 撤収。

6・7区

240117 事前準備。

240123 厘機でクラッシャーラ ン ・造成土を剥 ぐ。

240125 発掘作業員32名投入。現場作業開始。

6区・ 7区掘削作業開始。

240129 ~ 240203 6 区Sil ~ 4 検出。

240208 6区SI5検出。

240209 6区ー 3区調査終了。

朝、調査区全体に霜が降りる。

240214 6 -1区小グリ ッド設定。

240216-240220 6区Sil0-17検出。

240221 7区調査終了。6-1区より敲石と原石が

並んで出土。

240227 6区SI18-20検出。6-2区調査終了。

水道管下を掘削開始。

240228 雨の日が続く 。

6区S121-23検出。

240229-240305 6区S124-27検出。

240306 6区S128検出。水道管下掘削で礫群l基検

出。6-1区調査終了。

240307 -240309 調査区埋め戻し。撤収。

第2節 整理作業の方法と経過

遺物の整理作業は、平成24年2月1日から宮崎県

埋蔵文化財センター本館にて実施した。

出土 した石器 • 土器は、洗浄 ・注記・ 接合 • 実測 ・

拓本・ト レースなどの作業を行った。接合について

は、第 1 次• 第2次調査から出土した石器・土器と

の接合も試みた。なお、 石器の実測・トレースにつ

いては、一部業務委託をしている。

報告書掲載にあたっては、 遺構図、遺物、分布図

などの挿図は調査で得られだ情報を基に株式会社

CUBICの 「遺構くん』『トレースくん』やAdobe社

240210 6区S16-9、6区sx1 (1号配石遺構） の『Illustrator」などのソフトウェアを使用 したデ
検出。 ジタル製図である。

第1表舟川第2遺跡土層対応表

5区東仰
I 

VIia 

Vllb 

VIII 

6区 2-1区

92.SOm 

92.00m 

91.SOm 

II 

>
IV 

,---

92.SOm 

92.00m 

91.SOm 
v ― 

~ 

91.00m VI 91.00m 

-------」
O 0.5m 

I I 
1/30 

第3図 6区基本層序堆積状況
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第3節基本層序

本遺跡の主体部である 6区を第3次調在の基本層

序とした（第3図）。 5区東側については、地形的

に6区と同じ尾根上に属している。そのため、 5区

東側は6区の甚本層序に改変した。また、 6区基本

層序の設定については、 5区東側のテフラ分析の結

果と第2次調査の基本層序を加味し設定を行った

（第 1表）。 5区東側 I層は 6区のVI層に相当する。

5区西側と 7区については、 6区と別の地形である

ため、別途層序を設けた（第4図）。

基本層序は以下のとおりである。

I層：表土・造成土

II層：黒色土 (Hue7.5YR2/l) クロボク。

皿層：明赤褐色土 (Hue5YR5/8)

鬼界アカホヤ火山灰。

w層：暗褐色土 (Hue10YR3/3)粘性、しまりとも

に強い。 5mm前後の白色粒子を少量含む。

縄文時代早期層。

V層：褐色土 (Hue10YR4/4 ) ~ にぶい赤褐色土

(Hue5YR5/4)褐色土は、粘性・しまりとも

に強い。下蔀に黄橙色のブロック (AT)を

含む。後期旧石器時代～縄文時代早期層。に

ぶい赤褐色土は白色粒子をわずかに含む。

後期旧石器時代層。

VI層：褐色土 (Hue10YR4/4)粘性、しまりはやや

強い。姶良Tn火山灰 (AT)のブロックを多

く含む。後期旧石器時代層。

珊層：暗褐色土 (Hue7.5YR3/4)粘性、

強い。 5mm以下の白色粒子を含む。いわゆる

ブラックバンド。後期旧石器時代層。

珊a層： 黒褐色土 (Hue7.5YR3/1) しまりは、非

常に強い。白色．褐色粒子を全体的に多く含

む。後期旧石器時代層 (5区東側のみ）。

珊b層：褐灰色土 (Hue7.5YR4/l) しまりは、非

常に強い。白色・褐色粒子を多く含む。

~ 1 cm程の小礫も全体的に少鼠含む。

後期旧石器時代層 (5区東側のみ）。

VIII層：褐色土 (Hue7.5YR5/6)粘性は非常に強く、

しまりはやや弱い。 1cm以下の砂利を含む。

無遺物層。

IX層 ：褐色土 尾鈴山溶結凝灰岩を密に含む層。

地山。

しまりは

第4節包含層の認識

今回、報告書作成において、調査中及び調杏後の

遺物の検討などから、以下のことを考慮して書き進

めた。

1. 良好な遺物包含層が残存していた 6区を中心に

報告する。

2. 今回の報告で、 VII層、 Vila層、 Vllb層と調査区、

色調、土質で区別しているが、遺物の時期差を区

別するものではない。

3. 第2次調杏と 6区・ 5区東側が隣接しているた

め、遺物の接合作業は第2次調査も含め接合作業

を行った。

4. AT上位層～縄文時代早期層は遺物の上下移動

が激しく、層序と認定時期通りに遺物を取り上げ

ることが困難であった。そのため、石器について

は層序より認定時期 (III層下面-v層上部の範囲

で石材、器種、器形等が旧石器時代の範疇に入る

ものは後期旧石器時代とする）を優先して報告す

る。遺構については、土器が出土しないV層中部

-VII層を礫群、皿層下面-v層上部までを集石遺
構と呼ぶことにする。

5. 第3次調査で出土した総遺物点数は3727点であ

る。

第5節石材分類について

本遺跡で出土した石材の分類は以下のとおりであ

（第2表）。る

第2表舟川第2遺跡（第3次）石材分類表

石材 略号分類 備考

Ssh 黒色珪質頁岩

Ssh II チャートに近い珪質頁岩

Ssh ill 斑があるもの

Ry 白色

Ry II その他

Ch 赤色チャート

Ch II その他

Ho 

An 

An 

Ob 

Ob 

Ob 

Ob 

Aso-Tu 

Tu 

Sa 

Os 

珪質頁岩

流紋岩

チャート

5皿 ホルンフェルス

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

安山岩

黒曜石

凝灰岩

砂岩

尾鈴山溶結凝灰岩

ー
＿
11
＿ー＿

1
1
-
m
-
N
-
ー
＿
11

姫島産

その他

日東産

桑ノ木津留産

姫島産

その他

阿蘇象ヶ鼻産

その他
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第6節 後期旧石器時代の遺構と遺物

後期旧石器時代

後期旧石器時代は、 V層中郎~VII層 (6 区）、 I

～珊b層 (5区東側）、 W層以下 (5区西側）とし

た。 ATはVI層に属し、部分的に確認できる。特に

5区東側から 6-1区西側にかけてはAT層、 AT下

位層の土層の堆積が良好に残存していた。また、 5

区東側については、テフラ分析の結果や6区のAT

の堆積状況も踏まえ I層はATを含む層とした。

遺構は、礫群をAT下位で3基、 AT上位では14基

検出した。詳細については観察表に示す（第3・4

表）。また、礫群を以下のとおりに分類をしている。

I まとまりがあるもの

a礫群範囲がlm以上のもの

b礫群範囲がlm未満のもの

礫が散在しているものII 
遺物については、 5区123点、 6区2006点、 7区

9点が出土した。そのうちAT下位は31点、 AT上位

は218点図化している。

AT下位層の遺構と遺物

AT下位層の礫群（第 7 図•第 3 表）

AT下位の礫群は 3基検出した。 6区SI23(6SI23 

以下、同様に略）は、 Vil層下部で検出した。石材は

尾鈴山溶結凝灰岩で構成され、ほぽ全てが赤化して

いた。出土した炭化材を放射性炭素年代測定、樹種

同定の分析をおこなったところ、炭化材はコナラ属

と同定され、炭素年代測定は28,660士110年BPであ

ることがわかった（第9節）。

2
 

AT下位層の遺物

AT下位層の遺物は 5 区東側、 6 区Gr.s3~ss 、

Gr.S7~S9に多く出土した。特に 5 区東側では Vila

層とVllb層との境に多く遺物が出土し、その出土遺

物のほとんどが、緑色チャート製である。また、分

布図は、ナイフ形石器などの決定器種を点座標で表

し、剥片•石核などのエ程器種を網掛けで表してい

る。網掛けは工程器種の総重鼠 (g) により網掛け

％を設定している（第8図）。

決定器種

ナイフ形石器 （第9図l....., 4) 

1は小型縦長剥片を素材とする。側縁には対向調

整が施されている。 4は小型縦長剥片を素材とする。

側縁全周にはブランティングが施されている。
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II スクレイパー（第9図5'"'-'8)

5...__.7は削器、 5・8は掻器である。 8は横長剥

片を素材とする。背面には一部自然面を残す。下縁

に剥離調整痕がある。また腹面右側縁には使用した

と考えられる痕跡がある。

皿 二次加工剥片（第9図17) 微細剥離剥片（第

9図11・13・15'"'-'16、第10図23・24)

16は石刃を素材としている。腹面右側縁に微細剥

離痕が認められる。 17は背面右側縁に二次加工が施

されている。

IV 磨石・敲石（第10図28'"'-'31)

28は礫全体に磨痕．敲打痕が認められる。 30は上

下面に敲打痕がある敲石である。上下面ともに敲打

した影響か、縦にヒビが入る。

工程器種

I 剥片（第9図9-10・12・14・18-20、

第10図21・22・25)

16・21については、 5区東側で並んで出土した。

その周辺には炭化材が集中して検出されたが遺構は

確認できなかった。この炭化材（分析番号25)を放

射性炭素年代測定、樹種同定の分析をおこなったと

ころ、炭化材はコナラ属と同定され、炭素年代測定

は28,140土100年BPであることがわかった （第9節）。

II 石核（第10図26・27)

26・27は尾鈴山溶結凝灰岩製の石核である。

65123 
含ニぎ/

5S15 

｀
 

松、/ 
<@ 0 

93.20m 

゜
lm 

91.lOmーと哀屯瑛口つー一
1/30 

第7函 AT下位層遺構実測図

第3表 AT下位暦遺構観察表

構成礫
自然科学分析／

調査区 遺構名 検出層位 Gr. 最長 最短 礫数量 礫重量 石材 出土遺物
分類

(m) (m) (f固） (kg) 
赤化の具合

5 5S15 VIl b 東 0.58 0.37 3 0.66 Os ほぼ赤化 II b 

6-1 6S11 VI-VII S10 (0.6) (0.3) Os ほぼ赤化

6-1 6S123 V[下 S3 0.75 0.63 52 25 Os 若干赤化
炭化材コナラ節

I b 
28,660士110年BP

※6S111は調査ミスにより範囲のみ記録した。
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黒塗りつぶし 炭化物集中範囲
網掛けは工程器種のGr別出土窒量度合いに
よって表している。

0-2゚， 一81-100g
21-40g - 100g以上
41-60g 

- 61-80g 

゜
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第8図 AT下位層遺構・遺物分布図
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3 AT上位の遺構と遺物

AT上位層の礫群（第11,....,12図• 第4表）

AT上位の礫群は14基検出した。詳細については

観察表に示す。 5区の東側から 4基、 6区から10基

検出している。 5SI2からは160が検出面で出土して

いる。 5区についてはAT上位で検出しているもの

は西側に位置し、礫も散礫でまとまりがない。 6区

については6SI27から142が出土している。また、 6

区で検出した礫群のほとんどは比較的直径が50cm内

に収まり、小型で礫が集中しているものが多い傾向

にある。

AT上位層の遺物

AT上位層の遺物は、本来V層中部~v層下部の

範疇に入るものである。しかし、本遺跡ではAT上

位層～縄文時代早期層の遺物の上下移動が激しく、

層序と認定時期通りに遺物を取り上げることは困難

であった。そのため、縄文時代早期層から出土した

石器の多くに後期旧石器時代と考えられる石材や形

態をもつ石器がある。これらの石器は今回、 AT上

位層に掲載し報告する。故に中には縄文時代早期に

所属する石器も含まれる可能性がある。

決定器種

1 ナイフ形石器 （第13図32,....,51・55)

・縦長剥片を素材とする基部加工ナイフ形石器

(34・40・39・51) 

•横長剥片または不定形剥片を素材とする二側縁加

エナイフ形石器 (35・38・42・43・48・49・50・

55) 

• 縦長剥片を素材とする二側縁加工ナイフ形石器a

(41• 46)基部方向に打点をもつ

•縦長剥片を素材とする二側縁加工ナイフ形石器b

(32・33・44・45・4 7)刃部方向に打点をもつ

• その他 (36・37)

32は狸谷型ナイフ形石器に類する特徴をもつ。厚

手の不定形剥片を素材とする。二側縁に急斜度のブ

ランティングが施されている。38は小型の横長剥片

を素材とする。先端は折損している。二側縁にブラ

ンティングを施している。刃部・腹面には微細剥離

をもつ。 39は小型縦長剥片を素材とする基部加工ナ

イフ形石器である。打点方向に基部をもつ。基部及

び先端部にブランティングが施されている。 40は腹

面両側縁に微細剥離痕があり、使用痕の可能性があ

る。基部加工ナイフ形石器である。 45・47は縦長剥

片を素材とする二側縁加工である。ブランティング

が施されている。 46は縦長剥片を素材とする。側縁

は対向剥離調整である。

II 切出形石器（第13図52----57)

53は横長剥片を素材としている。左側面には調整

剥離が施されている。またインバースリタッチが認

められる。 54・56は横長剥片を素材とする。両側縁

にブランティングを施している。 57は縦長剥片を素

材とする。上部を折損している。ナイフ形石器の可

能性も考えられる。

皿台形石器（第14図58----65)

58は横長剥片を素材とする。両側縁は対向調整に

よる剥離が施されている。裏面にはバルブ除去痕が

ある。刃部に微細剥離痕をもつ。 59も横長剥片を素

材とする。表面左側を折損後、両側縁にブランティ

ングを施している。バルブ除去、稜上調整を行って

いる。 58----59は幅の狭い基部をつくり、胴部に挟り

を作り出している。 61はいわゆる「ノ」の字状の刹

片を素材とし、基部にプランティングを施している。

ナイフ形石器の可能性も考えられる。 58----59・61は

今峠型、北牛牧型ナイフ形石器に系統をひく可能性

が考えられる。 62は縦長剥片を素材とする。両側縁

に剥離調整が施されている。その後、稜上調整が施

されている。裏面にも調整剥離痕が認められる。

JV 剥片尖頭器（第14図66----68、第15図69----70)

66は縦長剥片を素材とする。打面に基部を設定し

ている。背面右側縁には、先端部から1/3まで調整

剥離が施されている。また、基部は基部方向からの

剥離を行った後、両側縁から内湾するように剥離調

整が行われている。 70は縦長剥片を素材とする。背

面右側縁の先端から基部にかけて鋸歯状に刹離調整

が行われている。また腹面右側縁には微細刹離痕が

ある。

V 角錐状石器（第15図71----73)

72は不定形剥片を素材としている。背面中央に自

然面を残し、側縁から刺離調整を施している。角錐

状石器の未製品の可能性がある。

VI 尖頭器（第15固74)

74は両面調整加工が施されている。上部は折損で

ある。尖頭器の基部の可能性が考えられる。
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VII スクレイパー（第15図75-----80、第16図81-----90)

75-----84は削器である。 75は不定形剥片を素材とす

る。下端に両面から腹面右側にスクレイパーエッジ

が施されている。 81は石刃を素材とする。 82は縦長

剥片を素材とする。 81・82は、 一側縁のみスクレイ

パーエッジをもつ。

85-----90は掻器である。 88は不定形剥片を素材とす

る。側縁から下縁にかけて剥離調整が施されている。

87・89は不定形剥片を素材とする。平坦な打面から

剥離調整によりスクレイパーエッジを作り出してい

る。

珊細石刃（第17図91-----101)

91・92・95・101は頭部調整をもつ。また91・96

は側縁に微細剥離痕をもつ。

IX 二次加工剥片・微細剥離剥片（第19図121-----140、

第20図141-----150)

121-----139・14 7は二次加工剥片である。 123は小型

の縦長剥片を素材とする。節理打面である。下半部

に二次加工がノッチ状に施され、石錐の可能性も考

えられる。 124は不定形刺片を素材とする。背面左

側面に対向方向からの二次加工が施されている。130

は横長剥片を素材とする。両面の下縁に両方向から

の二次加工が認められる。上面は折損である。132

は不定形刹片を素材とする。両側縁に二次加工が施

されている。上部は折損である。 134は不定形剥片

を素材とする。腹面中央にハジケ痕があり、下端に

は二次加工をもつ。背面右側に石核調整痕があ り、

打面を有す。 135は縦長剥片を素材とする。両側縁

に両方向からの二次加工が認められる。背面右側を

軸に石核として使用後にこの剥片を剥離したと考え

られる。 136は縦長剥片を素材とした二次加工剥片

である。石核から剥片を剥離後に上下面に剥離調整

が施されている。スクレイパーの機能も考えられる。

138は不定形の剥片を素材とする二次加工剥片であ

る。両側縁に二次加工が認められる。上面は折損で

ある。ナイフ形石器の可能性も考えられる。

140----146・148----150が微細剥離刺片である。 140

は石刃である。両側縁に微細剥離痕がある。頭部調

整痕をもつ。149は不定形剥片である。 下縁、腹面

右側縁に微細剥離痕が認められる。 150は石刃を素

材とする。背面下端にハジケ痕が一部あ り、両側縁

に微細剥離痕がある。

第4表 AT上位層遺構観察表

構成礫
自然科学分析／

調査区 遺構名 検出層位 Gr. 最長 最短 礫数量 礫重量 出土遺物
分類

(m) (m) （個） (k1i) 
石材 赤化の具合

5 5S11 VI 西 115 065 7 051 Os 8割赤化。 II b 

5 5S12 VI上 西 154 132 ， 428 Os 8割赤化。 遺物番号160 II b 

5 5S13 VI下 西 1 02 038 7 494 Os 5割赤化。 II b 

5 5S14 VI下 西 07 028 5 095 Os 
ほぽ赤化が強く、

II b 
2点のみ若干赤化。

6-3 6S12 V 11 07 7 Os 5割赤化。 II b 

6-1 6S112-1 V中 S2 1.07 0.38 11 Os+Ou 若干赤化。 II b 

6-1 6S112-2 V下 S2 1.75 0.55 13 Os 若干赤化。 II b 

6-1 6S114 V中 S3 1.06 0.38 39 4.6 Os 全て赤化。 I b 

6-1 6S115 V中 S3 0.41 0.36 34 4.25 Os ほぼ強く赤化。 I b 

6-1 6S116 V中 S3 0.58 0.34 14 1.5 Os ほぼ強く赤化。 I b 

6-1 6S117 V中 S3 0.82 0.65 16 17.1 Os 2点のみ赤化。 II b 

6-1 6S125 V下 N8 0.44 0.4 17 6 Os 全て赤化。強い。 II b 

6-1 6S126 V中～下 N9 3.21 1.44 178 34.5 Os 若干赤化。 II b 

6-1 6S127 V中 S2 0.74 0.35 18 3.5 Os 若干赤化。 遺物番号 142、取上番号2654 II b 
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X 敲石・磨石（第30図241,....,249) 110は分割礫を素材とし、打面調整を施している。

V層では多くの敲石が出土した。出土した敲石に 右側面に自然面を残す。

は上下面のどちらかにヒビがはいっているものが多

かった。また、敲石が集中した6区Gr.s4~ssには

敲石に伴いチャートの人頭大程の原石も出土した

（図版11参照）。

241,...._,245・248は上下面に敲打痕が認められる。

245は上下面に敲打痕、左側面・裏面に磨痕がある。

246は表裏面に磨痕、 表面右側面に敲打痕がある。

工程器種

I 剥片（第17図102、第20図151・152、第21図153

,...._,162、第22図163,...._,173、第23図174,...._,181、第25図

182,...._,193、第26図194,...._,205、第27図206,...._,210)

102は作業面再生剥片である。背面に細石刃剥離

作業面があることから、細石刃などの剥離をおこなっ

た後に石核から剥離した作業面再生剥片と考えられ

る。 151・153・157は頭部調整が認められる。 152は

砂岩製の剥片である。 160は5SI2と同面で出土した。

181は石刃である。背面左下に初期段階の剥片の腹

面痕があり、この腹面を石核から剥離した後、左上

面、右側を打面方向から剥離したと考えられる。 184

は不定形剥片である。また、自然面の範囲から原石

の大きさとほぼ同じである。 206は不定形剥片であ

る。剥離状況から瀬戸内技法の特徴を持つ石核の可

能性も考えられる。

II 細石刃核（第17固103,...._,108、第18図109,...._,120)

a分割礫を素材とし、分割礫面を打面に設定する。

側面を調整し作業面を長軸の一端に設定する場合が

多いもの。いわゆる船野型細石刃核 I類に類する特

徴を持つもの (103,...._,105• 109)。船野型細石刃核 II

類に類する特徴を持つもの (106,...._,108)。

103は分割礫を素材とする。側面調整、打面部に

平坦剥離調整を施した後に細石刃を採取している。

底面は自然面である。 105は細石刃作業面が周囲を

めぐる。 109はブランクの接合資料である。 109-1は

節理面打面である。ブランク成形の際に109-2が剥

離された剥片である。 107・108はブランクである。

107はVII層から出土しているが、剥離状況から船野

型II類のブランクとした。

b分割礫を素材とし、石核形態が円錐形となるもの。

いわゆる野岳・休場型細石刃核の特徴に類するもの

(110,...._,111)。

c幅広剥片を素材とし、両面加工または片面加工の

ブランクをつくり、側方打面調整をおこなったもの。

いわゆる西海技法に類する特徴をもつもの (112-

119)。

112は厚手の不定形剥片を素材とする。打面には

横打調整が施され、背縁に調整痕がある。右側面は

ハジケ痕である。 115は不定形剥片を素材とする。

背面調整をおこなっている 。 そのため、表面• 上面

に細石刃剥離作業面がある。作業面転移がおこなわ

れている。下面は折損である。118は不定形剥片を

素材とする。側方打面調整がおこなわれている。左

側面に節理面がある。 119は不定形剥片を素材とす

る。側方打面調整が施されている。細石刃を剥離後

打面再生した細石刃核か、打面再生剥片の可能性も

考えられる。

dその他 (120)

120は縦長剥片を素材とする。剥片の背面左下面

を細石刃核の打面とし、側方打面調整が施されてい

る。剥片の側縁で細石刃を採取していると考えられ

る。

皿石核（第27図211-213、第28図214-226、

第29図227-240)

211は本来あった原石の裏面から剥片を剥離して

いる。礫器の可能性も考えられる。 212は不定形剥

片を素材とする石核である。 両面の左側縁に二次加

工または測片採取をしている。鋸歯状の剥離はスク

レイパーエッジの可能性も考えられる。 215は打面

転移を繰り返しながら剥片を採取したと考えられる。

230は打面転移を行いながら小型の剥片を剥離採取

している。細石刃の剥離作業面再生刹片の可能性も

考えられる。238は側縁から剥片を剥離・採取してい

る。裏面は自然面である。礫器の可能性も考えられ

る。 239は瀬戸内技法をもった石核である。珪質頁

岩を石材とし、山形状に表面右側を調整した後に打

面を頂部に打撃を加え翼状剥片を剥ぎとっている。

また、表面には数力所ハジケ痕がある。 240は尾鈴

山溶結凝灰岩製の石核である。腹面中央にある剥離

面からの順番で全体を外方向から剥片を剥離・採取

をおこなっている。 一部に自然面、節理面を有する。
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第 22図 AT上位層石器実測図 (10)
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第 23図 AT上位層石器実測図 (11)
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第 30図 AT上位層石器実測図 (17)
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第5表 後期旧石器時代遺物観察表 (1)

※出土位置の東西は 5 区、 S• N十数字は小グリッドを示す。また水は、 6-1区内の水道管埋設下の包含層、またはその付近を示す。水道管は調査区中央を東西に延びる。

掲載 出士 出士 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

VIl下 $4 Kn Obll 323 112 0.60 070 -77338.4 75 52214 854 90 87 縦二長側剥縁片加工を素。材。両側縁に対向剥維詞整。先端は折損。

2 VIla 東 Kn Chll 2.33 1.23 0.39 1.30 -77338.359 52182.499 92.13 側縦縁長剥加片工。を素材。両側縁に剥離翡整。先端は折損。ニ

3 vn上 N3 Kn Ho 315 119 039 140 -77336909 52218974 91 00 縦長剥片を素材。両側縁に剥離謁整。二側緑加工。

4 東 Kn Chll 1.99 1.14 0.36 0.80 -77337779 52182 339 92 04 縦長剥片を素材。全側縁に剥離講整。腹面先端 ・下端． ． ＇ に平坦剥離。 Kn以外の可能性あり。

5 VITa 東 Es Ch!I 288 184 047 300 -77338079 52181 039 9221 縦長剥片を素材。 背面左下側縁9こ剥離調整。微細剥離
痕あり。

6 Wb  東 Ss Chll 2.66 3.27 1.10 10.80 -77338.989 52182.549 93.17 不ル定ブ形除剥去片。を素材。 背面左側縁に剥離閲整。腹面にパ 面舟
7 東 Ss Chll 291 269 061 710 -77337 839 52180 999 92 26 縦長剥片を素材。頭部 ・末端部折損。 3乱
8 VI下vn上 S5 Es Ssh I 6.20 3.90 2.00 111.00 -77342.509 52205.141 91.27 横細長剥剥離痕片。を素背材面。に下自側然縁面。に剥離調整。腹面右側縁に微 次 2 

， VII b 東 F Obll 200 230 050 197 -77335 429 52180 699 92 92 不定形剥片。左側縁折損。 調査醤迫
10 VI下vn上 S4 F Ry I 3.50 1.90 0.80 3.67 -77339.732 52210.801 91.05 不定形剥片。

11 Vil上 N2 Mf Ssh I 450 340 080 1242 背面左側縁に微細剥離痕。

12 VII b 東 F Ssh I 4.90 2.80 1.10 12.00 -77333.089 52180,879 92.97 縦長剥片。

13 VI下vn上 S5 Mf Ry I 590 440 290 5510 -77339194 52210076 9113 不定形剥片。腹面右側縁に微細剥離痕。背面に自然面。

14 VI下VII上 NB F Ry I 5.50 3.70 1.20 26.10 -77334.382 52192.372 91.66 不定形剥片。背面に自然面。右側は折損。

15 Vllb 東 Mf Ssh I 4 70 290 0.70 1200 -77332.459 52176.719 9296 頭部閤整痕あり。両側縁に微細剥離痕。

16 vrra 東 Mf Ssh I 8.80 2.90 0.60 14.49 -77337.889 52175.429 93.13 石刃。両側縁に微細剥離痕。

17 VII上 S1 Rf Ssh I 450 340 140 18 18 -77339 999 52225 399 91 41 背面右側緑に二次加工。末端折損。

18 V[ NB F Ho 6.20 2.90 0.80 12.97 -77334.399 52192.604 91.56 石刃。

19 Wb  東 F Ob!V 2.10 2.90 0.90 4.95 -77332.869 52180.509 92.96 不定形剥片。腹面左側縁に自然面。

20 VITa 東 F Obll 200 300 090 379 -77338 259 52178119 9313 不定形剥片。腹面下端に自然面。

21 VIla 東 F Ho 8.00 4.70 0.70 25.71 -77337.949 52175.479 93.16 縦長剥片。

22 VI下vn上 S4 F Ssh II 660 210 090 1619 -77339 296 52211102 9113 縦長剥片。背面に自然面。

23 VI SB Mf Ssh I 3.30 3.40 0.70 6.86 不定形剥片。背面両側縁に微細剥離痕あり。 上部折損。

24 V[ 6-3 Ml Ssh JI 530 540 210 58 72 -77341 969 52241 759 93 00 不定形剥片。頭部調整痕あり。背面右側縁に微細剥離
痕。下半部折損。

25 w下 S4 F Ssh I 1.80 1.20 0.55 1.40 -77340.505 52213.196 90.98 縦長剥片。頭部請整痕あり。下半部折損。

26 V[ N2 Co Os 2100 1330 610 182000 側縁から左側緑に剥離痕。

27 VII下 S4 Co Os 12.80 19.20 8.00 2375.00 -77341.406 52214.895 91.06 上縁に剥離痕。背面に節理面。

28 vrra 東 Gs/Hs Sa 5.60 6.50 2.70 135.90 全体的に敲打痕、磨痕。

29 V[ S7 Gs/Hs Os 890 690 500 43750 -7734057 52198567 9131 側面に厖痕。上下面に一部敲打痕。

30 VITa 東 Hs Sa 9.70 4.50 3.60 216.30 -77337.999 52177.449 93.07 上下面に敲打痕。

31 VII下 S5 Hs Sa 1360 700 310 438 30 -77340 591 52209 916 90 95 上下面に敲打痕。

32 VI下V上 S4 Kn Ssh皿 360 176 1 09 540 -77340 089 52210 429 91 42 不定形剥片を素材。 狸谷型ナイフ形石器。対向調整。

33 VI下V上 S6 Kn Ry I 4.54 1.42 1.01 5.90 -77339.069 52200.949 91.65 縦長剥片を素材。 二側縁加工。対向調整。

34 皿下W上 S3 Kn Ssh I 404 184 0.70 430 -77339.069 52217.789 91 61 縦長剥片を素材。基部加工。先端両側縁に微細剥離痕。

35 N上 S4 Kn Ssh I 2.74 1.28 0.94 3.20 -77340.679 52212.979 91.62 横離長調剥整。片を素材。先端部・下部折損。背面右側縁に剥

36 N下 S9 Kn Ho 400 190 120 680 -77336 589 52190 239 92 27 不定形剥片を素材。先端は折揉。対向請整。ー側縁加
工。背面左下半k調整。

37 N下V上 S3 Kn Ssh I 2.45 1.60 0.65 2.60 
不定形剥片を素材。上端は折損。 剥離調整。背面に礫
面

38 N下V上 S5 Kn Ssh I 329 174 078 430 -77342 7n 52208 789 91 37 横剥長離剥痕。片を素材。 先端は折損。剥離調整。腹面に微細

39 N下V上 S5 Kn Ry I 3.11 1.28 0.58 2.30 -77340.325 52205.94 91.41 縦長剥片を素材。基部及び先端部に加工。

40 皿下N上 S6 Kn Ssh I 419 178 084 540 -77341119 52202299 9185 縦長剥片を素材。基部加工。先端部、左側縁部折損。

41 V上 N9 Kn Ssh I 3.52 1.08 0.55 2.40 -77334.33 52185.701 91.97 縦長剥片を素材。先端折損。背面左側縁に微細剥離痕。

42 V S4 Kn Ho 335 133 060 240 
不定形剥片を素材。剥離調整。二側縁加工。先端部折
損。
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第5表 後期旧石器時代遺物観察表 (2)

掲載 出土 出土 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

43 5西V 西 Kn Ry I 297 144 074 260 -77338619 52131959 9147 不定形剥片を素材。対向剥離翡整。上部折損。

44 V下 S4 Kn Ssh I 2.18 0.93 0.51 1.00 -77339.933 52210.62 91.19 不定形剥片を素材。基部・先端部は折損。対向謁整。

45 V S7 Kn Ry I 268 133 052 180 縦長剥片を素材。二側緑加工。剥離翡整。

46 V S7 Kn Ry I 3.06 1.33 0.55 2.00 縦長剥片を素材とする。対向剥離翡整。二側縁加工。

47 V下 S5 Kn Ssh I 255 120 060 130 -77341 322 52206 528 91 25 不損定。形剥片を素材。剥離調整。二側縁加工。先端部折

面舟
48 V下 S4 Kn Ry I 2.06 0.98 0.40 2.00 -77339.987 52210.998 91.19 不定形剥片を素材。剥離詞整。二側縁加工。

49 N上 S5 Kn Ssh I 2.20 1.25 0.55 1.80 
不定形剥片を素材。先端は折損。剥離請整は上縁まで

3~ 
施す。

次 2 50 V S4 Kn Ssh I 235 240 065 330 不定剥片を素材。上部、下半は折損。剥離調整。

査調醤迫 51 N下V上 N9 Kn SshIII 4.10 2.33 1.01 8.10 -77334.33 52185.694 91.97 剥縦長離剥痕。片先を端素材部。折打損面。に基部を設定。先端付近に微細

52 V上 ss Kds Ch!I 264 169 071 290 -77337159 52193363 9191 不定形剥片を素材。 両側縁に剥離講整。刃部は山形。

53 V上 S7 Kds Ssh I 2.64 1.89 0.76 4.40 -77339.891 52198.49 91.54 横長剥片を素材。両側縁に剥離講整。

54 N下 6-3 Kds Ch!I 323 175 075 460 -77342 039 52241 009 93 24 横長剥片を素材。両側面に剥離嗣整。

55 V S6 Kn Ssh I 2.80 2.50 0.75 2.60 
不定形剥片を素材。上端は折損。翡整剥離で基部をつ
くる。二側緑加工。

56 V上 S4 Kds Ssh I 788 304 159 3040 -77337 58 52211 29 9116 横長剥片を素材。 剥離調整。

57 V下 S5 Kds Ssh I 6.06 2.72 1.90 29.00 -77340.981 52208.203 91.25 縦長剥片を素材。剥離請整。上部は折損。

58 N下V上 S3 Tr Ry I 738 306 146 2320 -77341793 52218674 9141 横長剥片を素材。両側縁を剥離講整、 稜上請整。パルブ除去痕あり。 刃部に微細剥離痕。

59 一括 Tr Ry I 7.93 3.64 1.28 27.90 
横長剥片を素材。表面左側を切捐後、両側縁を剥離調
整。パルブ除去痕。稜上調整。微細剥離痕あり。

60 V下 NB Tr Ry I 324 281 078 570 -77334 925 52193 066 91 78 横痕長。剥片を素材。両側縁に剥離調整。刃部は微細剥離

61 V下 S2 Tr Ry I 4.38 2.69 0.73 6.90 -77341.059 52222.959 91.53 「ノ」の字状の剥片素材。両側縁に調整剥離。

62 3T S6 Tr Ry I 4.05 2.41 1.28 10.60 -77338.229 52200.339 91.52 横面長に稜剥上片騎を整素材痕。。両側面、腹面に剥離翡整痕。 また背

63 V上 NB Tr Ry I 3.51 2.93 0.85 8.80 不定形剥片。両側緑は剥離翡整。刃部に欠損。

64 V上 S6 Tr Ry I 3.28 2.79 1.24 10.00 -77340.022 52200.856 91.52 不定形剥片。両側面に剥離調整痕。腹面バルブ除去痕。

65 1T S9 Tr Chll 2.02 1.57 0.67 2.30 -77339.029 52188.179 92.11 不定形剥片。剥離調整痕。刃部にも微細剥離痕。

66 V上 S5 Po Ry I 709 256 118 14 70 -77341 709 52208 539 91 43 縦長剥片を素材。 打面に基部を設定。背面右側縁には、
先端部から1/3まで、 基部に調整剥離痕。

67 V中 S2 Po Ry I 7.92 3.19 1.03 21.80 -77340.179 52221.789 91.44 縦長剥片を素材。基部のみ剥離翡整。先端が折捐。

-77336819 52188449 9204 

68 接合資料 Po Ho 13.07 3.40 1.48 76 20 -77336 859 52188 399 92 05 縦長剥片を素材。風化が著しい。取上番号2-61016 . . . . V下VI上+1017V下VI上+1215V-VIIと接合

-77336 869 52189 139 92 07 

69 V上 S4 Po Ssh I 6.68 5.32 1.39 41.80 -77342.719 52214.807 91.41 縦長剥片を素材。上端は折損。

70 N下V上 S4 Po Ssh I 902 371 112 3050 -77339266 52213212 9126 縦長剥片を素材。背面右側縁部銀歯状剥離および基部
調整。

71 N下V上 水 Tp Ry I 2.97 1.81 1.25 5.40 腹面および右側縁に調整剥離。下端は折損。

72 N上 S4 Rf Ch I 2.65 1.55 1.10 4.00 -77342.669 52210.069 91.67 背石器面中の央未製に品自然か面。を残し、側緑から調整剥離。角錐状

73 V下 N3 Tp Ssh II 275 145 110 380 -77336 855 52217 23 91 07 素損材。は縦長剥片。腹面から側面を剥離謁整。上面は折

74 N下 S7 Po Ssh II 2.45 1.30 0.75 1.60 -77339.639 52198.479 91.83 両面祖整加工。上部折損。 先頭器の基部か。

75 N下V上 S6 Ss Ssh I 465 495 130 2140 -77340399 52204199 9157 不定形剥片を素材。 下端に両面および腹面右側にスクレイパーエッジ。上面節理。

76 V上 N4 Ss Ssh II 6.20 4.60 1.40 3310 -77336 631 52211 686 91 03 縦長剥片を素材。両側縁に調整剥離痕。頭部調整痕あ
， ． ， ＇ り。下部は折損。ハジケ痕あり。

77 N下V上 S5 Ss Ry I 532 292 126 22 60 -77340 922 52209 296 91 39 縦長剥片を素材。左側縁には剥離謁整。

78 N下V上 S5 Ss Ghil 3.31 2.02 1.22 9.40 -77342.169 52208. 779 91 .52 縦長剥片を素材。両側縁に剥離調整。

79 1T SB Ss Ho 518 350 181 36 80 -77339 449 52190 199 92 12 縦長剥片を素材。左側に自然面。上端折損。

80 N下V上 S5 Ss Ssh I 4.58 3.98 1.32 29.30 -77342.149 52207.609 91.49 縦長剥片を素材。腹面に剥離調整痕。頭部調整痕あり。

81 1T SB Ss Ho 865 320 118 31 00 -77339099 52191 079 9190 石刃素材。剥離調整。

82 N下V上 S3 Ss Ssh I 7.85 3.60 2.25 57.10 -77341.618 52218.666 91.44 縦長剥片を素材。 ー側縁のみ調整剥離。下端は折損。
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第5表 後期旧石器時代遺物観察表 (3)

掲載 出土 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号
出土層位 石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

83 V S5 Ss Ssh II 263 251 129 1010 不定形剥片素材。両側縁に翡整剥離。

84 V 水4 Ss Ssh ill 2.26 3.01 0.67 5.80 不定形剥片を素材。下部折損。

85 V上 S2 Es Chll 210 235 110 5 60 -77340 909 52222 759 91 60 不定形剥片を素材。下端に謁整剥離。

86 N下V上 S3 Es Ho 6.10 7.45 3.20 104.20 -77340.782 52218.149 91.42 背面ほば自然面。下縁に調整剥離。

87 V上 S6 Es Ho 301 277 1 67 12 00 -77339 183 52200 349 91 44 不定形剥片。腹面の平坦打面から剥離調整。

88 V下 S4 Es Ho 5.94 5.28 1、65 5.83 -77338.091 52211.295 91.06 不定形剥片を素材。剥離詞整。

面舟
89 N下V上 S6 Es Ssh I 5.05 4.69 2.49 65.00 -77340.822 52204.302 91.43 不定形剥片を素材。剥離調整。一部自然面を残す。

3乱
90 N下V上 S4 Es Ry I 386 362 1 73 29.40 -77342 527 52211 856 91 38 不定形剥片を素材。剥離調整。鋸歯状の刃部を形成。

次 2 
91 皿下N上 S6 Mb Ssh II 2.00 0.70 0.20 0.33 -77340.199 52202.469 91.80 側緑に微細剥離痕。頭部請整痕。 調査醤迫
92 IV S6 Mb Ssh I 1 00 070 010 010 頭部講整痕。

93 N下 S7 Mb Ry I 1.00 0.80 0.10 0.12 -77339.699 52198.719 91.88 

94 IV S6 Mb Ch!I 150 1 00 020 015 

95 N下V上 N9 Mb Ssh I 1.40 0.80 0.20 0.28 -77334.446 52187.7 92.03 頭部調整痕。

96 N下 S4 Mb Ry I 130 070 020 0 30 -77340 429 52211 809 91 49 側面縁に微細剥離痕。

97 N下V上 S4 Mb Ssh I 0.80 0.60 0.10 0.08 -77341.999 52211.979 91.46 

98 V上 S5 Mb Ssh I 180 080 020 030 -77340649 52208519 9143 

99 V S4 Mb Ssh I 1.30 0.80 0.25 0.30 

100 V下 N2 Mb Ch!I 120 040 010 0 06 -77337 244 52222 305 91 08 

101 VI SB Mb Ry I 1.40 0.60 0.10 0.11 -77338.672 52193.003 91.78 頭部調整痕あり。

102 V $4 Rf Ssh I 3.30 2.60 0.80 5.83 作業面再生剥片。

103 5西V 西 Mc Ch II 1.68 1.82 2.63 7.90 -77334.619 52129.949 91.15 分野割型礫I類を素材。打面部に平坦剥離。底面に自然面。船

104 N下V上 S3 Mc Ssh I 2.40 2.48 4.39 31.10 -77343.077 52216.487 91.37 左側面に節理面。船野型 I類。

105 w N4 Mc Ry I 2.51 2.41 2.07 14.90 細石刃剥離作業面が全周に及ぶ。船野型I類。

106 N下V上 S5 Mc Ch I 200 142 280 8 50 -77342 599 52209 079 91 54 側面講整。背面に一部自然面。 船野型II類。

107 V[ S3 Mc Sshm 4.30 5.60 2.60 72.40 -77342.658 52217.483 91.23 分ク割。礫を素材。素材下部に自然面。船野型II類ブラン

108 N下V上 S5 Mc Ch I 245 285 123 8 70 -77341 469 52208 769 91 50 側縁、側面調整痕。船野型II類プランク。

109 接合資料 Mc Ssh III 3.00 5.00 2.85 64.20 接合資料。

109-1 V下 S5 Mc Ssh ill 292 356 493 61.40 -77341 09 52208 082 91 24 分割礫素材。 節理打面。底面は自然面。船野型I類ブ
ランク。

109-2 V上 S5 F Ssh III 2.60 1.62 0.62 2.80 -77341.91 52208.337 91.39 109-1の側面請整によって剥離された剥片。

110 N下 S6 Mc ObrJ 138 138 1 61 3 00 -77338 267 52203 75 9157 打面絹整。右側面は自然面。野岳 ・休場型

111 IV Mc Ssh I 1.47 1.25 1.08 2.00 打面調整。野岳 ・休場型。

112 V上 S6 Mc Ry I 2.49 1.44 3.16 13.20 -77340.377 52203.396 91.42 不法定形剥片を素材。横打調整。 Iヽ ジケ痕あり。西海技

113 w N5 Mc Chll 131 063 1 65 180 両面加工なし。上面折損か。下縁翡整。

114 N ..I:. S4 Mc Chll 2.10 0.85 1、60 3.40 -77340.109 52211.579 91.54 不定形剥片を素材。横打説整。西海技法。

115 V上 S5 Mc Ghil 203 1 08 148 4 1 0 -77341 265 52209 27 
9140 不定形剥片。 表面 • 上面に細石刃剥離面。背縁謁整痕

あり。下面は折損。作業面転移。

116 5西VI 西 Mc Chll 1.76 1.41 2.62 7.30 -77337.859 52131.709 91.43 痕不定あ形り剥。片西海を技素材法。。 側方調整。 左側下緑にも調整剥離

117 皿下N上 S4 Mc Ssh II 206 218 1 08 440 -77342249 52210939 91 64 技不定法形。剥片。横打調整。背面に自然面と調整痕。 西海

118 W上 S4 Mc Ghil 2.25 2.60 0.70 5.90 -77342.789 52210.709 91.62 不形定石器形剥か片。を素材。側方打面鯛整。左側面節理面。楔

119 N下 S2 Mc Ssh II 116 125 238 310 -77339648 52221285 91 62 不定形剥片を素材。側方打面調整。細石刃を剥離後打面
’ 再生をした細石刃核か。横打詞整あり。打面再生剥片か。

120 N下V上 S5 Mc Ssh I 2.45 1.30 0.80 280 -77340109 52210019 9144 縦長剥片を素材。剥片の背面左下面を細石刃核の打面' ' ' ' とする。 1!11方打面調整。 側縁で細石刃を採取。

121 V N2 Rf Ssh I 1 60 210 080 269 不定形剥片を素材。左側面に二次加工。下部折損。

122 V S6 Rf Ry I 2.40 1.20 0.61 2.00 縦長剥片を素材。 右側面に二次加工。上部折損。
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第5表 後期旧石器時代遺物観察表 (4)

掲載 出土 出土 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

123 V上 SB Rf Ssh I 3.10 1.60 1.10 4.10 -77337.259 52193.929 91.93 縦長剥片を素材。 節理打面。錐の可能性。

124 V-VI S1 Rf Ssh I 290 1 75 085 2 40 -77340.229 52225.709 91 51 不定形剥片を素材。左側面に二次加工。

125 N上 S5 Rf Ssh III 4.16 2.09 1.14 8.10 -77337.619 52207.17 91.45 縦長剥片を素材。 右側縁を二次加工。下部に自然面。

126 m下N上 S4 Rf Ssh皿 352 132 067 3 70 -77337 423 52213 062 91 38 縦長剥片を素材。両側面を部分的に二次加工。上面折
損。

127 V S5 Rf Ssh I 3.10 1.60 0.70 2.87 
不定形剥片を素材。右側面下緑に二次加工。ナイフ形
石器の未製品か。

面舟 128 接合2 S6/S9 Rf Ssh II 6.50 3.90 1.20 
3150 -77339.853 52201.000 91.51 縦長剥片を素材。背面左にノッチ状の二次加工。 取上

-77337.927 52190.174 91.74 番号2-6-2287V上+2481VII上と接合。打面部折損。

3~ 129 V上 S4 Rf Ssh II 285 355 140 11 50 -77342 373 52210 133 91 37 横長剥片を素材。背面右側縁には二次加工。

次 2 130 N下V上 S5 Rf Ssh I 2.35 4.65 0.70 6.70 -77341.787 52209.189 91.38 横長剥片を素材。下縁右上部欠損。

査調醤迫 131 V上 S5 Rf Ssh I 810 529 138 52.20 -77342.192 52209.179 91 37 不定形剥片を素材。下端に二次加工。背面左側縁には
微細剥離痕。

132 皿下W上 S4 Rf Ssh I 2.30 2.85 0.65 2.60 -77341.219 52212.979 91.69 不石鏃定形の剥未片製品を素か材。。両側緑に二次加工。上面は折損。

133 N下V上 S4 Rf Ssh I 300 180 110 5 40 -77340 739 52214 599 91 48 横長剥片を素材。腹面右側縁に二次加工痕。背面に自
然面。

134 N下 S4 Rf Ssh I 5.10 4.10 1.10 22.50 -77342.319 52213.239 91.59 加不定工形。剥背片面右を側素材に。石腹核面調整中痕央。にハジケ痕。下縁に二次

135 N下 S7 Rf Ssh II 4.60 2.60 0.60 7.20 -77340.339 52197.439 91.92 縦長剥片を素材。両側縁に二次加工。背面左側折損。

136 N下 6-3 Rf Ssh II 600 200 140 17.40 -77343 779 52232 079 92 33 縦長剥片を素材。 上下面に二次加工。背面右側節理面。
スクレイパーか。

137 V ..I:. S5 Rf Ssh I 4.80 4.20 1、00 19.11 -77340.485 52209.066 91.34 不定形剥片を素材。 左側縁に微細剥雌痕。

138 N下V上 Rf Ssh I 130 150 030 041 
不定形剥片を素材。上面は折損。両側緑には二次加工。
Knか。

139 V上 S7 Rf Ssh I 5.00 1.30 1.40 21.37 -77336.69 52198.265 91.55 不定形剥片を素材。

140 N下V上 S6 Mf Ry I 680 200 060 777 -77340818 52205019 9140 石刃を素材。両側縁に微細剥離痕。末端部折損。頭部
調整。

141 V下 S4 Mf Ssh I 450 370 080 13.43 -77338477 52214321 91 05 不定形剥片を素材。裏面右側、表面右側に微細剥離痕
をもつ。

142 V中 S2 Mf Ssh I 4.20 2.50 0.90 8.76 -77339.395 52222.947 91.41 不定形剥片を素材。頭部詞整痕。 両側面に微細剥離痕。

143 V上 S4 Mf Ry I 480 620 130 44 62 -77342 408 52211 031 91 35 不定形剥片を素材。腹面左側縁に微細剥離痕。上端に
自然面。

144 V上 S4 Mf Ssh I 5.80 4.50 1.50 37.88 -77341.389 52212.37 9135 不定形剥片を素材。表面左下側緑に一部自然面。付近に二次
＇ 加工もしくは微細剥離痕。 背面右側および下部に微細剥離痕。

145 V-VI S9 Ml Ssh I 750 250 1 00 1823 石刃を素材。背面下部に微細剥離痕。

146 一括 Mf Ry I 6.30 5.70 1.30 42.42 不定形剥片を素材。腹面下縁及び右側緑に微細剥離痕。

147 5西VI 西 Rf Ssh I 4.70 3.80 1.20 20.50 -77332.719 52135.559 91.55 不加定工形。剥片を素材。裏面右側縁にガジリもしくは二次

148 V上 S5 Mf Ssh I 340 390 1 00 10 26 -77342 259 52209 849 91 45 不定形剥片を素材。両側縁に微細剥離痕。

149 V上 N6 Mt Ssh I 4.10 3.50 1.30 14.11 不定形剥片を素材。 下縁及び腹面右側縁に微細剥離痕。

150 V上 S4 Mf Ry I 710 300 1 00 2007 -7733875 52215019 9121 石刃を素材。背面両側縁に微細剥雛痕。下部にハジケ
痕。

151 V下 S5 F Ry I 8.70 4.50 1、60 40.05 -77342.452 52209.812 91.37 縦長剥片。頭部詞整痕。

152 V下 6-3 F Sa 810 10.40 1 80 165 00 -77342 969 52240 139 93 06 不定形剥片。下緑に微細剥離痕か。背面に自然面。

153 V中 S3 F Ssh I 10.60 4.70 1.80 86.70 -77343.109 52216.338 91.48 剥石離刃。痕頭か部。調整痕。 下端は節理面。背面左側面に微細

154 V下 S3 F Ho 4.60 5.30 1.50 35.02 -77339.134 52218.9 91.28 不定形剥片。風化が著しい。

155 V中 S4 F Ob II 310 200 060 3 57 -77342 639 52212 542 91 24 不定形剥片。下部折損。

156 V下 S2 F Ssh II 5.10 4.10 2.00 35.22 '' 不定形剥片。背面に自然面。上部折損。

157 V下 S4 F Ry I 5.90 2.80 1.20 15.02 -77339.915 52212.029 91.21 微不定細形剥剥離痕片。か頭。部調整痕。末端部折損。背面左側縁に

158 V下 S4 F Ho 750 840 1 60 1 03 00 -77339 343 52211 582 91 20 不定形剥片。背面に自然面。

159 V S4 F Ssh ill 7.00 5.80 2.40 128.30 不定形剥片。 背面に自然面。スクレイバーの可能性あり。

160 5西VI 西 F Ssh ill 700 4 70 080 35 35 -77338 289 52135 269 91 83 不定形剥片。背面に自然面。

161 V N3 F Ssh I 5.70 3.50 1.00 24.26 
不定形剥片。背面に自然面。背面右側縁に微細剥離痕
か。

162 V-VI S2 F Ssh II 480 500 140 3268 不定形剥片。背面に自然面。

163 V S4 F Ssh III 7.30 3.10 1.25 34.84 
縦長剥片。背面に自然面。打面に節理面。背面右側縁

に微細剥離痕か。

164 V FTB F Ho 643 522 141 3950 不定形剥片。自然面打面。 下端は自然面。
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第5表 後期旧石器時代遺物観察表 (5)

土

位

出

層

載

号
掲

番

出土

位置
器種 石材

(cm) (cm) (cm) (g) 

長 幅 厚 重 座標(m)

X y 
z
 

観察所見

165 V下

166 1 T 

S5 F Ry I 5.80 3.50 2.60 46.10 -77341.166 52209.956 91.33 不定形剥片。階段J:剥離あり。

S9 F Ry I 2.80 2.50 1.00 8.88 -77338.389 52188.629 92.11 不定形剥片。

167 1T SB F Tu 2.00 2.50 1.20 5.00 -77339.729 52191.699 91.43 不定形剥片。風化が著しい。石器の可能性が低い。

168 V -VII S9 F Ry I 3.10 4.30 1.50 17.29 -77336.509 52187.609 92.02 横長剥片。

169 W下V上 S5 F Ssh I 6.70 2.55 1.10 21.81 -77343.183 52209.001 91.37 縦長剥片。自然面打面。背面右側縁に微細剥離痕か。

170 W下

171 W下

172 W下V上

173 W上

174 V上

S2 

S7 

S7 

水3

S7 

F

-
F
 
F
 
F
 
F
 

Sa 5.30 6.20 2.10 71.72 -77339.244 52220.891 91.53 不定形剥片。石器の可能性が低い。

Ho 8.60 4.90 1.80 70.43 -77340.799 52197.739 91.81 不定形剥片。背面右側縁に二次加工か。

Ghil 2.80 3.70 1.00 11.35 -77340.249 52197.409 91.78 横長剥片。下面は折損。打面には打撃痕？剥離打面？。

Ry I 2.80 4.50 1.10 12.20 ー 不定形剥片。

Ssh III 4.60 2.50 0.80 8.09 -77341.233 52197.996 91.59 石刃。

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

175 皿下W上 S5 F Ry I 3 80 3 10 1 40 13.20 -77341.409 52205.449 91.66 不定形剥片。頭部開整痕。背面下部に自然面。

176 ー 不定形剥片。腹面中央に節理面。作業面再生剥片か。

177 

IV
-
IV 

S6 F Ry I 4.10 2.60 1.00 13.00 

7./<2 F Aso-Tu 2.30 1.50 0.60 1.76 ー 横長剥片。背面左緑折損。

178 W上 S4 F Ssh l 4.50 3.20 0.90 12.90 -77340.729 52214.209 91.50 不定形剥片。背面に節理面。パルブ除去か。

179 N下V上 S5 F An I 2.70 4.00 1.40 9.67 -77339.759 52207.249 91.48 不定形剥片。

下

下

下

N

N

N

 

0

1

2

 

8

8

8

 

1

1

1

 

S7 F Sshll 8.60 3.20 1.50 50.74 -77339.079 52197.219 91.81 石刃。背面両側縁に微細剥離痕、下部に自然面残存。

S5 F Ssh II 8.35 2.70 9.50 25.38 -77340.759 52209.609 91.50 石刃。

S4 F Ssh I 6.10 7.70 1.20 57.47 -77340.319 52212.969 91.45 横長剥片。自然面打面。

183 W下V上 S4 F Ssh II 3.60 2.60 1.1 O 9.97 -77341.253 52212.984 91.48 不定形剥片。

184 N下 S5 F Sa 9.00 8.20 2.00 159.20 -77341.299 52209.599 91.52 不定形剥片。背面に自然面。

185 W下V上 S4 F Ry I 6.00 2.90 0.90 21.33 -77339.163 52212.615 91.24 石刃。上面折損。下端に自然面。

186 W下V上 S5 F Ry I 5.50 1.80 0.90 7.47 -77341.651 52205.38 91.45 石刃。打点部に二次加工か。

187 W下V上 S6 F Ry I 4.70 6.70 1.40 41.94 -77340.137 52200.683 91.58 横長剥片。

188 W下V上 S4 F Ssh I 7.20 4.1 O 1.25 24.35 -77341.989 52213.839 91.46 不定形剥片。先端および末端は折損。

189 N下V上

190 N下V上

191 N下V上

S5 

S5 

S7 

F
 
F
 

F
 

Ssh I 4.80 6.20 1.80 39.90 -77342.553 52209.504 91.40 不定形剥片。 背面に階段上剥離。下縁に微細剥離痕か。

Ssh I 5.80 5.20 1.70 46.08 -77337.236 52205.843 91.24 
不定形剥片。上面折損。腹面左側縁に微細剥離痕。背
面に自然面。

Ry I 5.10 4.90 0.90 25.89 -77340.872 52198.07 4 91.71 不定形剥片。頭部調整痕。

192 N下V上 S2 F Ssh I 3.60 2.60 0.80 6.16 -77342.096 52220.603 90.28 不定形剥片。下端は折損。

193 W下V上 S5 F Ry I 4.80 2.60 1.00 12.30 -77342.226 52209.163 91.47 不定形剥片。頭部調整痕。「ノ」の字状剥片か。

194 N下V上 N3 F Ssh皿 6.40 3.40 1.30 29.12 一 縦長剥片。背面に自然面。

195 W下V上 S4 F Os 6.40 4.50 2.20 55.50 -77342.179 52212.099 91.45 不定形剥片。

196 W下V上 S1 F Ssh I 5.20 3.00 0.70 14.26 -77340.689 52226.699 91.56 不定形剥片。下端折損。 右側は自然面。

197 N下V上 S4 F Ssh I 7.50 3.50 0.80 24.79 -77342.339 52211.659 91.51 縦長剥片。

198 N下V上 S4 F Ssh I 6.50 4.10 1.20 26.79 -77340.649 52212.389 91.42 不定形剥片。背面右側縁に微細剥離痕か。

199 V上 S6 F Ry I 6.30 5.30 1.20 30.68 -77337.793 52200.458 91.44 不定形剥片。背面に稜上請整。右側は自然面。

200 W下V上 S4 F Ssh I 7.20 5.80 2.50 66.80 -77337.876 52212.074 91.12 不定形剥片。背面下端は折損。

上

上

上

上

v

>

v

>

 

1

2

3

4

 

0

0

 

0
 
0
 

2

2

2

2

 

N7 F Ry I 6.40 4.80 2.00 55.18 -77334.471 52195.792 91.50 不定形剥片。背面左側は自然面。

S4 F Ssh I 5.50 4.50 1.40 35.98 -77342.209 52211.689 91.43 不定形剥片。腹面上端は自然面。

S4 F Aso-Tu 2.30 2.30 100 4.66 -77337.024 52211.959 91.04 横長剥片。 風化が著しい。剥離不明瞭。

S4 F Ssh I 4.40 3.20 1.00 25.73 -77338.223 52212.885 91.22 縦長剥片。下端自然面。

205 N下V上 S3 F Ssh I 4.80 4.90 1.20 32.01 -77341.119 52215.519 91.49 不定形剥片。腹面右は折捐。左側縁は二次加工か。

206 V上

207 V上

S4 F Ho 7.50 4.30 2.30 50.68 -77342.421 52214.922 91.42 不定形剥片。瀬戸内技法の石核か。

S5 F Ho 7.00 7.80 2.30 127.10 -77339.018 52209.541 91.27 横長剥片。
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第5表 後期旧石器時代遺物観察表 (6)

土

位

出

層

載

号
掲

番

出土

位置
器種 石材

(cm) (cm) (cm) (g) 

長 幅 厚 重 座標(m)

X y 
z
 

観察所見

208 V上 S6 F Ho 8.90 3.20 0.90 26.40 
-77342.21 52202.292 91.60 

石刃。風化が著しい。末端欠損。

209 V上

210 V上

S5 F Ho 8.90 8.20 1.90 152.90 -77341.031 52208.052 91.38 不定形剥片。背面自然面。

S6 F Ho 6.90 8.70 1.60 94.90 -77342.505 52201.885 91.63 横長剥片。

211 W下V上 S3 Co Ry I 6.50 7.90 2.65 201.30 -77341.459 52216.539 91.48 腹面からの剥片剥離。礫器か。

S7 Co Ssh I 5.05 4.95 2.50 60.60 -77342.124 52199.501 91.48 不定形剥片を素材。両面の左側緑に二次加工か剥片を採取。
鋸歯状はスクレイバーの機能をもつ可能性がある。下半欠損力沿

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

212 N下V上

213 V上 S4 Co Ssh I 5.60 7.80 6.00 236.00 -77341.969 52210.039 91.41 下部に自然面。瀬戸内技法か。

214 W下

215 V上

216 V上

S5 Co Ob I 1.77 2.71 2.22 10.60 -77337.583 52207.009 91.35 残核か。

S3 Co Ssh I 3.20 4.80 36.50 44.90 -77338.707 52217.525 91.19 打面転移。

S7 Co Ssh I 2.90 3.50 2.95 18.00 -77340.365 52197.302 91.61 打面転移。 細石刃核か。

217 V-VI S2 Co Ssh I 5.15 5.00 2.65 65.30 -77340.309 52223.579 91.47 打面転移。

218 皿下N上 S5 Co Sshil 2.25 2.40 1.75 9.30 -77337.319 52209.742 91.32 腹面に節理面。

下

下

上

下

v

>

v

>

 

9

0

1

2

 

1

2

2

2

 

2

2

2

2

 

S7 Co Ssh皿 3.50 3.50 4.30 53.20 -77339.044 52224.27 4 91.42 打面転移を しながら不定方向から剥片を採取。

N6 Co Ch II 2.85 4.35 3.15 30.30 -77335.484 52204.765 90.98 打面転移。 不定方向から剥片を採取。

S5 Co Ghil 4.35 5.30 2.50 64.70 -77341.926 52208.391 91.34 裏面を打面と し側面から剥片を採取。その後打面転移。

S4 Co Sshll 3.60 4.10 3.05 47.80 -77342.974 52211.598 91.28 打面転移を しながら不定方向から剥片を採取。

223 

224 

V上

V上

S5 

S5 

Co Ho 5.95 6.20 2.65 112.40 -77341.934 52208.404 91.38 
表面を打面説整後は側面の剥片を採取。その後下繰を
剥離。スクレイパーの機能をもつ可能性有り。

Co Ry I 4.05 5.90 4.85 118.60 -77341.998 52206.083 91.42 最終剥離面と打面部を交互に剥離。

225 V-VI S4 Co Ry I 3.20 3.10 4.10 40.40 -77341.234 52212.501 91.21 打面転移を行いながら不定形剥片を採取。

226 N下V上 S4/S5 Co Ho 6.25 9.30 5.60 215.70 -77341.109 52210.029 91.49 スクレイパーか。

227 

228 

229 

>
I
 V
 I
>
 

S4 Co Ssh皿 3.40 4.50 3.20 48,40 

S6 Co Ssh皿 3.05 4.25 3.05 29.80 

S3 Co Ssh皿 3.30 3.70 3.80 46.80 

ー 打面転移を繰り返しながら剥片を採取。

ー 打面転移を繰り返しながら剥片を採取。

ー 打面転移を繰り返しながら剥片を採取。腹面自然面。

230 W上

231 V上

S6 Co SshIII 1.85 2.85 1.45 4.60 -77337.927 52203.708 91.62 
打面転移を行いながら小型の剥片を採取。細石刃作業
面再生剥片か。

S6 Co Ry I 2.30 3.70 2.20 19.53 -77336.949 52200.857 91.39 剥片か。

232 ＞
 

S6 Co Ry I 3.70 4.85 2.75 40.50 一 頭部関整痕。腹面は自然面。

233 W下V上 S4 Co Ho 7.05 7.05 4.40 200.10 -77342.229 52211.559 91.42 側縁から剥離。腹面はほぼ自然面。礫器か。

234 V 

235 W上

236 V 

S6 Co Ry I 4.10 4.40 3.50 62.10 - ― ― 打面転移を繰り返しながら剥片を採取。一部自然面。

N3 Co Ssh II 2.40 2.75 2.35 13.10 -77336.919 52219.369 91.33 スクレイパーか。

S5 Co Ssh I 4.00 4.40 2.80 40.30 - - ― 打面転移を繰り返しながら剥片を採取。

237 N下 S4 Co Ch II 1.80 2.45 2.15 8.40 -77341.549 52212.569 91.49 細石刃核か。

238 W下V上 N5/N6 Co Ho 7.40 9.45 4.20 312.00 -77336.576 52205.412 91.30 側縁から剥離。裏面は自然面。礫器か。

239 W下V上 S5 Co Ssh I 8.70 3.60 2.00 60.80 -77341.726 52209.304 91.36 瀬戸内技法

240 V上 S2 Co Os 9.70 9.20 5.10 508.90 -77338.154 52224.962 91.43 一部自然面、節理面あり。

241 N下V上 S4 Hs Sa 12.90 5.00 3.70 325.80 -77338.053 52211.231 91.18 上下面に敲打痕。

242 V中 S2 Hs Sa 14.80 3.60 2.50 204.20 -77340.639 52224.949 91.59 上下面に敲打痕。

243 W下V上 S6/S7 Hs Sa 13.30 
-77337.702 52197.972 91.61 

2.50 2.70 88.40 
下面に敲打痕。中央付近にはグリップのような形状の

-77342.011 52204.296 91.51 
磨痕。

244 V上

245 V上

S4 Hs Sa 10.70 4.20 3.60 212.70 -77341.482 52210.796 91.35 上下面に敲打痕。

S4 Gs/Hs Os 10.50 4.00 3.00 167.40 -77341.323 52212.32 91.34 上下面に敲打痕、磨痕。

246 ーオ舌 —h舌 Gs/Hs Os 7.90 7.30 4.40 376.90 ー 表裏面に磨痕、右側に駐打痕。

247 V上 S6 Hs Sa 11.40 5.40 2.50 180.70 -77342.022 52200.934 91.59 下面に敲打痕。

248 W下V上 S7 Hs Sa 10.00 3.40 1.90 93.00 -77338.441 52196.328 91.69 上下面に敲打痕。

249 W下V上 S4 Hs Ho 5.20 2.20 1、60 22.30 -77340.279 52215.169 91.49 
下面に敲打痕。中央付近にはグリップのような形状の
磨痕。
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第6表後期旧石器時代石器組成表

AT下層
工程石器 決定器種（剥片石器 決定器種 礫塊石器）

Co Ma F Ch Kn Es Ss Rf Ml Hs Gs/H s 

Gr区名 個 a 個 a 個 a 僧 a 個 a 個 a 個 a 個

゜
個 a 個 a 個

゜N1 2 2.7 
N2 1 18200 5 379 1 124 

N3 1 8.9 1 1.4 
N7 2 245 
NB 4 775 
S1 2 1.2 1.0 18.2 
S2 13 699 2 0.1 

S3 1 2569 15 921 5 2 0.2 2 96 
S4 1 2375.0 32 151.6 1 0.7 

S5 16 116.7 1.0 111 2 457.9 

S6 7 393 3 0.1 1 0 1041 

S7 14 103.1 

SB 10 726 1 69 
S9 6 766 
6-3 3 37.7 2 2.1 1.0 3.0 2 17.9 1 58.7 
5東 1 17.6 41 189.4 18 1.6 1 145 1 2163 1 1359 

※S・N十数字は6-1区の小グリ ッド、 5ー東西は5区を示す

言十 3 4212.6 256.9 173 1931.1 25 2 4 4.2 3 218.1 ＿2
 

17.9 18.2 -4
 
92.5 5 770.2 135.9 

喜;9
1870.3 

10.3 
24.5 
77.5 
19.4 
70 
1274.6 

2527.3 
574.6 

143.4 

103.1 
79.5 
76.6 
119.4 
575.3 

87 

AT上層
工程石器 決定器種（剥片石器） 決定器種 （礫塊石器）

Ma Co F Ch Mc Kn Kds Po Tp Tr Mb Es Ss Rf Mf Hs Gs/HS As 
Gr. 区名 個 ， 個 !l 個 Q 個 Q 個 ， 個 Q 個 ， 個 !l 個 Q 個 !l 個 !l 個 !l 個 Q 個 Q 個 !l 個 Q 個 Q 個 Q 

N1 4 126 
N2 20 69.4 2 02 1 0.06 1 27 

N3 1 13.1 33 168.3 6 3 1 3.8 

N4 31 129.2 4 02 2 16.9 1 331 
NS 19 186.4 2 03 1 1.8 

N5/N6 1 312 
N6 1 303 21 90.5 1 141 
N7 ， 245.8 
NB 6 54.7 1 0.03 2 14.5 
N9 1 18.1 2 105 1 0.3 
S1 12 52 1 01 1 2.4 

S2 1 162.4 2 574.2 55 613 6 0,5 1 3.1 1 21.8 1 6,9 1 5,6 1 8,8 1 204.2 

S3 3 293 122 1147.1 37 33 2 1035 2 69 1 232 1 1042 1 571 

S3/S4 2 35.7 

S4 2 426.8 ， 782.8 355 2662.7 139 15.4 3 13.7 6 17.3 1 30.4 2 72.3 7 0.9 2 35.2 1 5.8 8 57.1 4 116 4 644.2 1 167.4 1 3980 
N4/S4 1 3.3 
S4/S5 1 2157 1 1209 

S5 1 2600 7 416.7 181 2082 91 ， 5 85.5 4 9.7 1 29 1 14.7 2 0.5 4 71.4 5 89 2 65.4 2 489,8 

S6 4 1519 141 893.3 29 32 2 16.2 3 139 2 206 4 0.6 2 77 1 21.4 1 2 1 78 1 1807 
S6/S7 2 11 1 884 

S6/S9 1 315 
S7 1 85 3 1318 95 8336 8 08 2 38 1 4.4 1 16 2 02 2 286 1 93 1 4375 

S8 42 304.6 2 05 1 2.9 1 0.1 2 67.8 1 4.1 1 627.2 

S9 18 130 2 02 1 68 1 762 1 23 1 182 
S10 2 22.8 
6-2 8 1115 
6-3 3 180.9 1 4.6 1 174 
ふ東 1 12 1 19 

5ー西i 3 11 12 153.7 7 13 2 15.2 1 26 

li't 8 3275.3 32 2921.5 1196 10214.3 337 38.03 18 255.9 21 71.5 5 71.3 6 186.6 1 3.8 7 67.5 18 2.66 6 222 10 256.6 22 253.8 10 230.3 11 1821.2 3 1232.1 1 3980 
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第7節 縄文時代早期の遺構と遺物

1 縄文時代早期

縄文時代早期は、縄文土器の出土状況、土層堆積

状況などの検討から皿層下面~v層上部 (6 区）、

w層 (5区西側）とした。 6区では鬼界アカホヤ火

山灰層は良好に残存しており、皿層に相当する。

2 縄文時代早期の遺構（第32図～第34図）

縄文時代早期では、集石遺構17基、配石遺構 l基

(SXl) を検出した。層位別に見ると集石遺構は、

w層下部から 1基、 W層とV層の境目付近から 5基、

V層上部で10基、中部で 1基検出した。配石遺構も

V層上部で検出した。詳細については観察表に示す

（第7表）。 また、集石遺構の分類も礫群と同様な分

類でおこなった（第6節）。 6S18のみ掘り込みを確

認した。また、 6SI18~20は集石遺構間の境が曖昧

であったため、 3つのまとまりを軸に線を引き区別

したが、本来は別のまとまりの可能性も考えられる。

6S121からは後期旧石器時代の剥片 (199)が出土し

ている。 V層上部検出の集石遺構については、遺物

の上下が激しいが、同検出面から縄文土器も出土し

ているため、ここでは縄文時代早期の集石遺構と認

定した。

SXlの配石遺構については、人頭大ほどの赤化し

ていない礫が集中しており、付近からは縄文士器や

剥片、 332の打製石斧や拳大ほどの赤化礫が出土し

ている。掘り込みなどもなく、用途など不明である

が、周辺とは異なる様相であったため配石遺構と名

付けた。

3 縄文時代早期の遺物

3-1縄文土器（第35図250......,269、第36図270......,276)

本遺跡では、 N層 ~ v層上部にかけて縄文土器が

出土している。 211点以上の縄文土器の取り上げを

行ったが、そのほとんどは小破片であったために接

合が難しく、土器の口縁部から底部にかけての完全

復元が困難であった。今回図化した27点は、以下の

タイプに大別した。

I 無文土器 (255......,269)

255......,269は無文土器である。その中には内面調整

が条痕か無文ナデの2パターンがある。

II 貝殻条痕文土器 (251)

251は極めて小片の口縁部である。器面調整のた

め口唇部から内外面にかけて貝殻条痕文がみられる。

-88-

皿 貝殻刺突文下剥峯式 (270-273)

270~272は口縁部付近である 。 270は、瘤状突起

が縦位に貼り付けられてある。器形は内湾している。

内面はミガキで、外面は縦方向の貝殻腹縁刺突文を
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施している。272は、摩耗が激しく 判別に困難であ

るが、施文 （連続貝殻刺突）状態から下剥峯式の可

能性がある。273は下剥峯式の胴部である。内面は

ミガキで、外面には縦• 斜方向の連続貝殻刺突文を

施している。 270-271・273は胎土中に金雲母が含ま

れており、分布も近いため同一個体の可能性が高い。

N 口縁部と底部 (250・252,.....,254)

250は、口縁部から下2.1cmの位置に沈線文？が施

されている。また、未貫通の補修孔がある。252は

口唇部を平たく整形している。 253・254は底部であ

る。 254は外面には条痕が施されている。

V その他 (274-276)

274は口唇部に刻み目がある縄文土器である。ロ

縁部下約1.1cmの位置に径4mmの穿孔がみられる。

内外と もに風化が著しく施文ははっきりとはわから

ない。 275は楕円押型文である。276は小片であるた

め、判別は困難であるが、沈線文が施されており、

塞ノ神式の可能性が考えられる。

3-2 石器（第38図277,.....,323、第39図324,.....,332、

第40固333,-.._,337、第41図338,.....,340)

本遺跡では 6-1区の中央部南側皿-N層の境目

で多くの砕片が密になって出士した（第42図）。砕

片の周辺からは石鏃の製品・未製品が多く出土した。

決定器種

I 石鏃（第38図277-320)

本遺跡では79点の石鏃が出土した。そのうち44点

のみ図化している。また、以下のとおりに分類をお

こなった。

A 平面形態が正三角形で脚部が凹基であるもの

(277-...,288・301-...,306)。

B 平面形態が二等辺三角形で脚部が凹基であるも

の (289,.._,300・308,.._,313)。

C 平面形態が二等辺三角形で脚部が平基であるも

の (314• 316• 317)。

D その他 (307・315・318.-.,.;320)。
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II 二次加工剥片（第38図321-----322)

321-----322は押圧剥離による不定方向からの剥離痕

が認められ、石鏃の未製品の可能性も考えられる。

II 楔形石器（第38図323)

桑ノ木津留産黒曜石製で、下面は折損である。

皿 スクレイパー（第39図324)

全周にスクレイパーエッジが入っている。平坦剥

離による調整である。裏面は自然面である。

w 敲石・磨石（第39図328-----331)
328は両面に磨痕、中央に敲打痕がある。

V 打製石斧（第39図332、第40図333-----335)

334の裏面はほぼ自然面である。背面全てに剥離

が施されている。基部には研磨痕がある。335は両

面下縁からの加工により刃部を成形している。

VI 台石（第40図336-----337、第41図338-----340)

すべて尾鈴山溶結凝灰岩製である。 336は磨痕、

338は磨痕、敲打痕が認められる。

工程器種

I 剥片（第39図325,.,__327)

325は不定形剥片、 326・327は縦長剥片である。
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第 34図縄文時代早期遺構実測図 (3)

第7表 縄文時代早期遺構観察表

構成礫
自然科学分析／ 分類

調査区 遺構名 検出層位 Gr. 最長 最短 礫数量礫重量 掘込
石材 赤化の具合 出土遺物

(m) (m) （個） (~ ) 

6-1 S13 V上 S4 1 65 165 35 175 Os 8割赤化 II b 無

6-1 S14 IV下 S4 084 062 51 335 Os ほぼ強く赤化 I b 無

6-1 S15 V上 S2 079 08 13 2 Os 8割赤化 II b 無

6-1 S16 V上 S7 137 081 73 375 Os ほぼ赤化。 大型礫のみ無赤化。 I b 無

6-1 S17 V上 S5 054 044 20 7 Os ほぼ赤化。大型礫のみ無赤化。 I b 無

6-1 S18 w下V上 S5 1 68 134 135 37 Os ほぼ赤化。 I a 有

6-1 S19 V上 S5 083 064 26 ， Os ほぼ赤化 11 b 無

6-1 S110 V上～中 S6-7 1 03 087 58 31 Os ほぼ赤化。大型礫のみ無赤化。 I b 無

6-1 S111 V上 S6 1.16 0.48 18 10.5 Os+Chl 一部赤化 II b 無

6-1 S113 V上 S7 0.75 0.64 27 4.5 Os ほぼ強く赤化。 II b 無

6-1 S118 w下V上 S3-N4 1.82 1.46 47 18.5 Os 若干赤化 II b 無

6-1 S119 IV下V上 S3-N4 2.45 1.52 81 26 Os 若干赤化 II b 無

6-1 S120 IV下V上 S3-N4 2.27 2.08 112 41.5 Os十Qu1 若干赤化 II b 無

6-1 S121 V上 S6 0.62 0.33 20 5.5 Os 若干赤化 遺物番号 199 II b 無

6-1 S122 V上 S5 1.83 1、77 22 25.75 Os 若干赤化 取上番号2471 II b 無

6-1 S124 V上 S3 1.35 0.86 19 2 Os 強く赤化、若干赤化しているもの。 II b 無

6-1 S128 N下-v上 S3 0.57 0.2 ， 2 Os 若干赤化 II b 無

6-1 SX1 V上 S3/S4 1.25 1.13 33 46.225 Os 人頭大程の大きさものは無赤化 遺物番号332 無

-91-
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第35図縄文時代早期土器実測図 (1)
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第 37図縄文時代早期土器・遺構分布図
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第8表縄文時代早期遺物観察表

掲載出土

番号位置
器種 部位

手法・調整・文様ほ力’ 焼 色調

外面 内面 口縁器or底郡成 外面 内面
胎土 備考 残存率

横ナデ沈線
250 W上深鉢 口縁部 文か模様2 横ナデ ナデ

条

良
橙 にぶい黄橙

径 1mm以下の透明光沢粒を多く 未貫通

(5YR6/6) (1 OYR6/4) 
含む。2mm以下の赤橙色・ 灰白 補修孔 1/8 
色粒を少し含む。 前平系？

251 V上深鉢

252 W 深鉢

口縁部 貝殻条痕文貝殻条痕文貝殻条痕文良
橙
(5YR6/6) 

口縁部 横ナデ 横ナデ ナデ 良
橙
(5YR6/8) 

橙
径 1mm以下の透明光沢粒を多く

(5YR6/6) 
含む。径2mm以下の赤橙色粒．
灰白色粒を少し含む。

橙 径 2mm以下の透明光沢粒．灰白
(5YR6/8) 色粒を多く含む。

前平系？
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253 W下深鉢 底部 横ナデ 横ナデ

255 N 深鉢 口縁部 工具ナデ 工具ナデ

256 り［深鉢 口縁部 横ナデ 横ナデ

ナデ

1V下 底部付近
254 深鉢 条痕 工具ナデ
V上 ～底部

ナデ

ナデ

ナデ

径 3mm以下の灰白色粒を多く含

良
橙 にぶい黄橙む。径 1mm以下の透明光沢粒を
(7.5YR7 /6) (1 OYR7 /4)少し含む。径 2mm以下の橙色粒

前平系？

を極わずかに含む。

径 3mm以下の灰白色粒を多く含

良
橙 にぶい褐む。径 1mm以下の透明光沢粒を
(75YR6/6) (7.5YR6/4)少し含む。径4mm以下の灰白色

前平系? 1/4 

粒を少し含む。

良
暗灰黄 黒褐 径 1mm以下の透明光沢粒、灰白 無文、
(2.5YR4/2) (2.5YR1/3)色粒を多く含む。 やや波状？

径 1mm以下の透明光沢粒、灰白

良
浅黄橙 浅黄橙

色粒を多く含む。長2mm以下の

(1 OYR8/3) (1 OYR8/4) 
黒色光沢粒を多く含む。径 5mm 無文
以下の橙色粒、灰白色粒を少し
含む。

257 V上深鉢 口縁部

258 N上深鉢 口縁部

259 翌〗深鉢 口縁部

260 1V下深鉢 口縁部

工具ナデ 貝殻条痕文

工具ナデ 工具ナデ

ナデ 工具ナデ

横ナデ 横ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

良
灰黄褐 赤褐 径 1mm以下の透明光沢粒、灰白
(10YR4/2) (5YR4/6) 色粒を多く含む。

褐 褐
径2mm以下の黒色粒を少し含む。

良
(75YR4/4) (7.5YR4/4) 

径 1mm以下の透明光沢粒、灰白
色粒を多く含む。

良
にぶい褐 灰黄褐

径 1mm以下の透明光沢粒、灰白

(7.5YR5/4) (10YR4/2) 
色粒を多く含む。灰白色粒を多
く含む。

良
にぶい黄橙にぶい黄橙径 1mm以下の透明光沢粒、灰白
(1 OYR? /3) (1 OYR? /3)色粒を多く含む。

無文

無文

無文

無文

261 V上深鉢 口縁部 工具ナデ 工具ナデ ナデ 良
にぶい褐 にぶい褐径 1mm以下の透明光沢粒、灰白
(75YR5/4) (7.5YR5/4)色粒を多く含む。

紐文 1/4 

262 N 深鉢

263'N下深鉢

264 V 深鉢

265 1V下深鉢

266 V 深鉢

口縁部

胴部

口縁部

胴部

~
B
 

縁
罪
ロ
i

267 V 深鉢

268 汀〗 深鉢

269 ~〗深鉢

胴部

胴部

胴部

横ナデ 横ナデ

工具ナデ ナデ

工具ナデ 貝殻条痕文

ナデ 工具ナデ

ナデ 貝殻条痕文

工具ナデ

工具ナデ

ナデ

工具ナデ

工具ナデ

貝？
後ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

良
橙 橙

径1mm以下の雲母粒を多く含む。

(25YR6/8) (2.5YR6/8) 
径 2mm以下の赤橙色・灰白色粒
を少し含む。

良
橙橙

径 2mm以下の透明光沢粒、灰白

(5YR6/6) (5YR6/6) 
色粒を多く含む。径2mm以下の
黒色光沢粒、橙色粒を少し含む。

良
褐 褐 微細な透明光沢粒、径 3mm以下
(7.5YR4/4) (7.5YR4/4)の灰白色粒を多く含む。

良
橙 にぶい褐

径 2mm以下の透明光沢粒、雲母

(5YR6/6) (7.5YR6/4) 
粒、灰白色粒を多く含む。径 1mm 
以下の橙色粒を少し含む。

良
橙 にぷい褐径2mm以下の灰白色粒、橙色粒、
(5YR6/6) (7.5YR6/4)透明光沢粒を多く含む。

にぶい黄橙にぷい黄橙
径 1mm以下の透明光沢粒、灰白

良
(5YR5/4) (5YR5/4) 

色粒を多く含む。径 3mm以下の
にぶい赤褐色粒を少し含む。

良
にぶい黄橙にぶい黄橙

径 1mm以下の透明光沢粒、灰白

(10YR6/4) (10YR6/4) 
色粒を多く含む。径 3mm以下の
黒色粒、赤褐色粒を少し含む。

長2mm以下の黒色光沢粒を多く

良
にぶい黄橙にぶい黄橙含む。径3mm以下の灰白色粒、透
(10YR7/4) (10YR7/3)明光沢粒を多く含む。径 1mm以

下の橙色粒を極わずかに含む。

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

270 翌〗 深鉢 唱9

274 翌I深鉢

275'N上深鉢

276'N下深鉢

貝殻刺突文 ミガキ

271 V上深鉢

272 翌〗深鉢
N下

273 深鉢
V上

胴部

胴部

胴部

~
B
 

縁
阻
ロ
ー

胴部

胴部

貝殻刺突文

貝殻刺突文

貝殻刺突文

ミガキ

ナデ

ミガキ

ナデ ナデ

楕円押型文 工具ナデ

沈線文 ナデ

刻み目

橙 にぶい黄橙
径 3mm以下の雲母粒、灰白色粒

良
(75YR6/6) (10YR5/4) 

を多く含む。径2mm以下の橙色 下剥峯式、

粒を少し含む。
突帯あり

良
橙 にぶい褐径3mm以下の灰白色粒、雲母粒、
(75YR6/6) (7.5YR5/4)橙色粒、透明光沢粒を多く含む。

下剥峯式

良
橙 にぶい黄橙径 1mm以下の透明光沢粒、灰白
(75YR7 /6) (1 OYR6/4)色粒を多く含む。

下剥峯式

良
橙 にぶい黄橙径3mm以下の雲母粒、灰白色粒、
(7.5YR6/6) (10YR5/4)橙色粒、透明光沢粒を多く含む。

下剥峯式 1/4 

径2mm以下の透明光沢粒を多く

良
にぶい黄橙にぶい黄橙含む。径 3mm以下の灰白色粒を
(10YR6/3) (1 OYR7 /4)含む。長 2mm以下の黒色光沢粒

を多く含む。

良
にぶい黄橙 黒褐 径 1mm以下の透明光沢粒、 2mm 楕円
(5YR5/4) (10YR3/2)以下の灰白色粒を多く含む。 押型文

良
黄橙 にぶい褐径2mm以下の透明光沢粒、灰白
(1 OYR8/6) (1 OYR7 /4)色粒を多く含む。

塞ノ神式？
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第38図縄文時代早期石器実測図 (1)

-95-



＼
 

ヽー
、
~
ヽ

ビ
＼
‘

゜

ぃ
，

‘ヽ
し`‘

勺‘ょ

i

＾
 

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

4
 

‘ヽ

べ
~

1＜ ヽ・・
-f 

．`
 

心

・. 

← —-•~O 

324 

5cm 

1/2(324) 

ご〗二325 

O 5cm 

2/3(325~327) 乙

ス
- ~ ゞ —

~ 

331 

10cm 

゜
5cm 

1/3(328-331) 
1/2(332) 

第 39図縄文時代早期石器実測図 (2)
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第 41図縄文時代早期石器実測図 (4)

第 9表 縄文時代早期石器観察表 (1)

※出土位置の東西は 5 区、 S• N十数字は小グリッドを示す。また水は、6-1区内の水道管埋設下の包含層、またはその付近を示す。水道管は開査区中央を東西に延びる。

掲載 出土 出土 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

石材 観察所見
番号 層位 位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

277 N上 S3 Ah Obll 1.28 1.44 0.25 0.40 -77342.169 52217.609 91.62 表面右脚部以外に調整剥離。

278 w上 S4 Ah Ch!I 128 156 031 040 -77341119 52211779 9159 全面謁整剥離。右脚部が一部折損。

279 N下 S4 Ah Aso-Tu 1 00 138 035 0 50 -77339 529 52211.039 91 49 風化。

280 N下 S4 Ah Chll 0.87 1.63 0.27 0.40 -77339.379 52211.479 91.42 脚部が長い。

281 N上 S3 Ah Aso-Tu O 97 119 034 040 -77338986 5221581 9149 右脚部が折損。

282 風倒木 Ah Obll 120 122 036 050 側緑のみ翡整痕あり。

283 m下N上 6-3 Ah Obll 1.53 1.62 0.50 1.20 -77342.549 52232.819 92.58 

284 皿下N上 S5 Ah Ch II 1.66 176 046 110 -77339.049 52205.719 91 61 両側縁を翡整剥離。

285 N下V上 S4 Ah Ghil 1 60 1 71 044 1 00 -77343119 52212 569 91 49 

286 N下V上 S5 Ah Aso-Tu 1.52 1.67 0.33 0.80 -77340.569 52206.259 91.49 風化。側縁に調整痕。 左脚部一部折損。

287 N下V上 S7 Ah Ob I 1.49 1.60 0.55 1.10 -77341.699 52198.386 91.64 

288 N上 S1 Ah Ghil 1.04 0.72 0.26 0.20 -77340.129 52225.609 91.91 右脚部折損。脚が長い。

289 m下N上 6-2 Ah Chll 1.69 178 040 1.10 -77338769 52233419 9265 

290 N上 S2 Ah Chll 1.50 1.17 3.40 0.60 -77340.819 52224.449 91.84 面縁のみ調整剥離。浅い扶り。

291 皿下N上 S2 Ah Ho 1.80 1.24 0.26 0.60 -77341.359 52220.689 91.76 両基部縁折損。

292 N下V上 S3 Ah Ch!I 1 61 146 036 070 -7734334 52215612 9143 

293 N下 S7 Ah Chll 1.98 2.31 0.49 2.30 -77338.749 52198.079 91.81 

294 皿下N上 N2 Ah Chll 1.89 1.99 0.42 1.30 -77336.709 52220.429 91.37 

295 N上 S6 Ah Ch!I 196 143 058 1 70 -77342 239 52205 129 91 69 左脚部折損。石鏃未製品か。

296 N上 S6 Ah Chll 1.82 1.81 0.37 1.30 -77341.349 52205.029 91.62 上部折損。
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第9表縄文時代早期石器観察表 (2)

載

号
掲

番
土
位
出

層

出土

位置
器種 石材

(cm) (cm) (cm) 

長 幅 厚 重一

（

座標(m)

X y 
z
 

観察所見

297 N上 S4 Ah Ch II 1.41 2.22 0.39 

298 皿下N上 S4 Ah Ch II 1.67 1.81 0.37 

299 W下 N4 Ah Ch II 2.78 1.83 0.48 

300 N下V上 N9 Ah Ob II 2.38 1.47 0.35 

1.20 -77341.419 52212.679 91.62 上部折損。

1.10 -77339.047 52214.442 91.55 側縁に関整痕。

2.00 -77335.986 52213.909 91.14 

1.00 -77334.242 52188.781 92.04 表面右脚部が折損。

301 V 

302 N上

303 N上

304 N下

305 N上

306 N 

307 N上

0

1

2

 

3

4

 

2
 
0

0

0

 

6

6

0

 

4

4

5

 

1

1

1

 

3

5

8

 

9

4

4

 

0

1

1

 

I
I
I
I
I
I
 

h

h

h

 

c

c

c

 

h

h

h

 

A

A

A

 

5

4

5

 

s

s

s

 

0.30 ー 上部折損。

0.70 -77339.929 52211.759 91.55 両腸部折損。

0.90 -77342.599 52209.009 91.73 左脚部折損。

1

8

9

1

 
2

3

 

9』

9
4

0
 
0
 
0
 
0
 

4

9

1

8

 

9

1

4

4

3

 

1

1

1

1

 

0

7

1

3

 

1

0

9
 

5
 
1

1

1

1

 

I
I
I
I
I
I
I
I
 

h

h

h

h

 

c

c

c

c

 

h

h

h

h

 

A

A

A

A

 

8
5
8
4
8
6
8
5
 

0.40 -77339.409 52206.579 91.49 右腸部折損。浅い扶り。

0.50 -77338.15 52211.051 91.43 

0.30 ー 全体に調整痕。

1.00 -77342.389 52206.309 91.68 右腸部折損。

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

308 皿下N上 6-2 Ah Ob皿 2.05 1.61 0.40 

309 W上

310 w 

5

4

 

3

2

 

0

0

 

9

8

 

6

9

4

 

1

1

 

4

8

 

8

9

 

1

1

 

IIIn 

h

h

 

s
s
c
 

h

h

 

A

A

 

3

3

 

S

N

 

1.00 -77338.679 52230.809 92.38 

0.90 -77342.699 52217.469 91.70 先端部折損。

0.70 一 左腸部折損。

311 罰下N上 S6 Ah Ch II 1.85 1.47 0.35 1.10 -77340.869 52203.199 91.81 

上

上

上

>

N

N

 

2

3

4

 

1

1

1

 

3

3

3

 

6

5

5

 

2

2

9

』

0
 
0
 
0
 

8

2

9

 

4~n,'

.l 

1

1

1

 

1

2

8

 

1

9

 

6
 
1

2

1

 

I
I
I
I
I
I
 

n

h

h

 

A

C

C

 

h

h

h

 

A

A

A

 

4

4

2

 

s

s

s

 315 N下V上 N2 Ah Ob I 1.71 1.16 0.43 

0.60 -77341.026 52212.419 91.35 右腸部一部折損。

0.60 -77341.019 52211.929 91.58 表面右側折損。

0.50 -77340.859 52224.509 91.84 表面左脚折損。扶りなし。石鎌失敗作か。

0.70 -77336.019 52221.209 91.22 上下面とも一部欠損。石鏃失敗作か。

316 

317 N 

318 N下

6

5

7

 

2

3

5

 

ヽ
~0
 
0
 

0
 

5

3

9

 

n

~

8

5

 

1

0

1

 

9

7

9

 

7

3

0

 

1

1

2

 

0

m

l

l

 

b

h

 

o

c

 

H
 
h

h

h

 

A

A

A

 

木倒

5
4
5
3

風 0.50 

0.40 

ー 風化。全体的に調整痕。

一 左腸部折損。

1.90 一 石鎌未製品か。

319 N下V上 S4 Ah Ob II 1.58 0.98 0.35 0.40 -77338.666 52211.827 91.30 上部のみ残存。

320 

321 N上

322 N下

風倒木 Ah Ch II 1.32 0.74 0.26 

S4 Rf Ch II 2.20 2.10 0.70 

S4 Rf Ch II 2.20 1.70 0.60 

0.40 一 右腸部折損。

2.58 -77341.739 52213.189 91.62 石錨未製品か。

2.05 -77342.349 52213.779 91.58 石鎌未製品か。

323 N下V上 N7 Pe Ob II 1.24 1.86 0.45 0.90 

324 6-1 Es Ssh I 10.35 9.35 3.01 345.10 

325 W上

326 V上

327 V上

S5 Rf Ob I 2.00 3.30 0.70 3.60 

ー 下面は折損。

腹面は自然面。背面は全体的に不定方向から剥離
を行った後、周緑を調整剥離している。

ー 上面折損。その後、折損部分に一部剥離。

S5 F Ch II 4.20 3.1 O 1.40 21.08 -77342.541 52206.603 91.40 背面中央付近に調整痕。

S3 F Ch II 5.20 3.20 100 22.43 -77338.321 52216.386 9121 腹面下縁には二次加工痕。

328 W下V上 S4 Gs/Hs Os 11.10 8.60 4.70 673.20 -77342.649 52212.679 91.42 

329 W上

330 V上

S4 Gs Os 9.90 8.00 3.50 451.70 -77342.219 52211.159 91.56 

S2 Gs Os 6.20 7.80 4.40 340.70 -77340.559 52221.599 91.57 

331 N下V上 S3 Gs/Hs Os 6.90 6.60 4.70 284.90 -77341.329 52219.049 91.48 

332 N下V上 S4 Ax Ho 13.43 10.09 1.99 400.50 -77342.484 52211.812 91.51 上面は折損。

333 V S9 Ax Ho 6.98 4.98 1.94 75.70 -77337.409 52189.749 92.17 上面、背面右側の一部折損。

334 W下V上 S4 Ax Ho 9.93 5.38 1.55 108.80 -77338.339 52211.443 91.34 哀面はほぼ自然面。 研磨痕。

-77339.589 52202.229 91.59 

335 接合1 S6 Ax Ho 12.20 6.40 3.90 369.20 -77338.819 52201.529 91.62 
取上番号2-6-2206IV下+2207IV下＋水61Vと接合。
両面下縁からの加工により成形。

336 N下V上 S6 As Os 33.40 24.10 5.70 6360.00 -77342.378 52203.946 91.55 

337 V上

338 W上

339 V上

S7 As Os 24.20 23.00 8.20 7160.00 -77336.433 52196.754 91.56 

S3 As Os 17.50 12.20 5.40 1755.00 -77339.135 52215.89 91.46 

S5 As Os 19.20 11.30 7.20 2380.00 -77342.256 52208.273 91.40 

340 W下V上 S4 As Os 27.10 20.00 5.30 3980.00 -77339.196 52211.398 91.34 

-99-



第10表 6区縄文時代早期・一括.7区 石器組成表
※N・S十数字は6-1区の小グリッドを示す。

舟川第2遺跡
（第3次調査）

縄文時代早期
工程器種 決定器種剥片石器） 決定器種（礫塊石器）
F Ch Ah Pe Rf Hs Gs Gs/Hs As Ax 

Gr区名 個 a 個

゜
個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 

N1 1 2 
N2 19 293 8 13 2 2 
N3 27 48.3 ， 0.7 2 1.1 
N4 19 136 49 51 1 2 
N5 22 366 1 005 1 03 
N6 6 13.3 8 1.0 
N7 2 105 1 01 1 09 
NB 1 007 1 1 
S1 2 10 1 0.2 
S2 36 21 48 32 4 24 1 119 1 3407 
S3 70 83 97 57 8 56 1 2849 1 1755 
S4 251 284.3 357 27.1 24 15.3 2 4.7 5 1827.4 2 951.5 1 673.2 1 3980 2 509.3 
S4/S5 1 06 
S5 151 185.8 222 16.1 19 10.3 1 3.6 1 208.5 1 2380 
N5/S5 1 07 
S6 32 62.B 41 4.7 6 5.5 1 148 1 361.1 1 6360 1 369.2 
S7 25 22.1 27 1.4 3 5.6 1 151.1 1 7160 
SB 4 71 1 19 
S9 1 0.4 1 75.7 
6-2 15 163.2 4 0.5 2 2.1 
6-3 16 269 1 007 1 1.2 

7 27432 
g442410 
617035327680731340い郎い
79712 
ti02007411⑫邸ー＝＝口2352311114280207

一括取上
工程器種 決定器種 剥片石器） 決定器種 礫塊石器）

Gr区名
Co Ma F Ch Ah Ss Tr To Rf Ml Gs/Hs Hs 
個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 個 a 

水道管下(AT下） 1 1 0 
水道管下(AT上） 1 5.4 
AT上 1 288 2 4864 39 841 6 08 1 27.9 2 6.1 1 42.4 1 376.9 3 833.6 
縄文早期 1 17 2 0.07 2 2.17 1 345.1 1 121.3 
風倒木 26 86.5 18 3.4 5 3.1 

唸
5.4 
2903.1 
470.34 
93 

計 1 288.0 2 486.4 67 930.2 26 4.3 7 5.3 1 345.1 1 27.9 1 5.4 2 6.1 1 42.4 1 376.9 4 954.9 

工程器種

区7名戸日言。5

＜ 

311 2霊尋プ/

直□

※凡例 網掛けは砕片のGr.別出土圭号度合いによって表している。
群紐至号は第10表を参閑。等宮線は1V届上面である。
0.1 g以下

0.2-19 
2-109 
11-209 

一20g以上

゜
10m 

1/250 

第42図縄文時代早期石鏃出土分布図
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第8節接合資料

本遺跡では、層位が異なる状態で接合した資料が

多くあった。そのため、時期別に掲載せず、新たに

接合資料と節を設け報告する。

今回、第3次調査では、整理作業で折れ接合も含

め、 70組の接合をおこなった。そのうち第2次調査

掲載分の遺物と接合した資料は2組である。第2次

調査未掲載遺物と接合した資料は16組である。また、

決定器種で接合したのは、前節で掲載した分、未掲

載分を合わせて 9組である。そのほとんどが敲石の

接合資料である。

接合資料1 (第44図）

ホルンフェルス製の3点からなる接合資料である。

341は下端・ 左側縁に調整が施されている。 342・343

は調整が施されたときにでた調整剥片である。

接合資料2 (第44図）

不定形剥片の接合資料である。344+345と346は

折れ接合である。折損後、 344十345の折損部を打面

として345を剥離している。

接合資料4 (第45図）

352は353を剥離した面を打面とし、 349・351を剥

離している。その後351は350を剥離し、不定形剥片

を採取している傾向がうかがえる。

接合資料8 (第45図）

縦長系の剥片を採取目的に剥離したと考えられる。

361→ 362→ 363の順で剥離されている。

接合資料9 (第46図）

拳程度の扁平な円礫を利用し、その端部から剥離

を加えている。節理面に沿う剥片が多い。不定形の

小型の剥片を剥離している。

接合資料10(第46図）

4点の剥片からなる接合資料である。 378は376+

377+379から剥離された後に376の主要剥離面を打

面として377+379が剥離されている。376の主要剥

離面には横方向からの剥離痕も認め られる。 377と3

79は折れ接合である。

接合資料11 (第46図）

381から382、380が剥離。 383から381、382が剥離

されている。小型の不定形剥片を剥離していると考

えられる。

接合資料12(第46図）

384の石核の端部に剥離を加えている。打面部の

剥片を剥離後、正面の剥離をおこなっている。接合

資料はいづれも単一打面からの剥離による不定形剥

片である。

接合資料13(第47図）

391は、 390、392+389が剥離される以前の石核打

面より作出された剥片である。 392と389は折れ接合

である。

接合資料15(第47図）

初期段階の剥片である。397が剥離された後、母

岩となる石核より396が剥離されている。 396→397。

接合資料18(第48固）

404→ 403が剥離された後、作出された平坦面より

402を剥離し目的剥片を採取している。

接合資料22(第49固）

母岩から403、411を剥離した後、 414を剥離して

いる。その後、打面転移を行い、 412を剥離してい

る。目的剥片は、不定形剥片である。

接合資料23(第49図）

接合資料23は第2次調査報告書 (2012)掲載遺物

144 (C) との接合資料である。416の平坦打面から

石核とこれらの接合資料を剥離した後、自然面方向

からの加撃により、 Cと415+416を分割している。

その後Cは、スクレイパーとして調整加工を施して

いる。

接合資料26(第49図）

Aは第2次調査報告書 (2012)掲載接合資料遺物

589~593 (2012) と接合した資料である。母岩の作

出された平垣面より420が剥離された後に、何回か

剥離したあと、母岩と422+421が分割され421が422

より剥離されている。420→O→O→422+421→ 421 

の順となる。

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

-101-



4区

_402 

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

＼
 

・ヽ
0
 

,., 区

"" 

゜
10m 

1/400 

•350 

第 43図接合状況分布図

接合資料1 341+342+343 

343 

接合資料2 344+345+346 
I 

a344 

芝戸尺三
＜ 

<W~ 戸
へ――-

゜
5cm 

1/2 
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第11表 接合資料観察表 (1)
※出土位置の東西は 5 区、 S• N十数字は小グリッドを示す。また水は、6-1区内の水道管埋設下の包含層、またはその付近を示す。水道管は調査区中央を東西に延びる。

掲載 出士 出士 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

接合資料1 Ho 6.65 4.10 3.00 113.60 

341 VIl S6 Rf Ho 6.65 3.94 3.02 104.10 -77339.739 52201.14 91.28 下端・左側縁に調整痕。

342 V[ S6 F Ho 228 208 052 290 背面はほぼ自然面。調整剥片。

343 VIl S6 F Ho 2.25 3.47 0.85 6.60 -77340.02 52201.112 91.34 背面はほぼ自然面。調整剥片。

接合資料2 Ch!I 5 70 4 75 140 2790 不定形剥片。折れ接合。

面舟 344 vn上 $9 F Ghil 418 469 135 1910 -77337973 5218999 91 38 頭部訊整痕。

3~ 
345 V S9 F Chll 1 78 308 1 03 3 60 -77337179 52187 469 92 08 

次 2 346 V[ S7 F Chll 2.11 3.83 0.92 5.20 

査調醤迫 接合資料3 Chll 4.82 3.11 1.90 14.60 不定形剥片。折れ接合。

347 V-VI! S7 F Chll 203 247 066 370 

348 1T S8 F Chll 3.17 3.03 1.30 10.90 -77340.199 52193.419 91.75 裏面はほぼ節理面。

接合資料4 Chll 3.25 5.50 6.60 90.80 

349 V S6 F Chll 384 378 185 1290 不定形剥片。

350 2-1 F Chll 2.26 2.35 0.92 5.80 -77369.132 52206.264 89.70 不定形剥片。第2次調査分。

351 V S6 Co Ch!I 304 427 248 3660 呉面はほぼ自然面。

352 N下V上 S6 F Ghil 323 428 208 27 30 -77340 106 52200 578 91 58 不定形剥片。

353 V下 S6 F Ghil 3.72 2.53 1.12 8.20 -77340.239 52200.936 91.59 不定形剥片。

接合資料5 Ho 590 315 120 1690 目的剥片は連続した縦長剥片か。

354 V S7 F Ho 4.00 1.03 0.37 1.50 下端に微細剥離痕あり。

355 V下 S7 F Ho 590 270 096 1540 -77341842 52199458 91 53 背面左側は自然面。

接合資料6 Ho 6.20 9.10 3.70 209.20 単一打面により剥片剥離。

356 V-VI S3 Co Ho 620 862 370 203 50 -77342 391 52217 963 91 33 尾鈴山溶結凝灰岩と流紋岩の境がわかる石材。長野il'I跡にも同石材の石核が出土。

357 V下 S5 F Ho 360 2850 060 5 70 -77340 029 52209 009 91 25 不定形剥片。

接合資料7 Ry I 5.65 5.30 4.85 76.20 359と360は折れ接合。

358 V下 S4 Co Ry I 434 291 190 16 40 77339 306 52211 523 91 23 両面不定方向からの剥離。 358が剥離された石核の
打面作出。

359 V S6 F Ry I 0.83 2.28 0.55 1.00 

360 V S6 F Ry I 5.62 5.29 2.05 58.80 
平坦打面の不定形剥片。累面は自然面。358剥離前
の分祖礫。

接合資料8 Ssh I 485 335 230 2390 目的剥片は縦長剥片か。

361 V S7 F Ssh I 4.89 1.83 0.68 5.60 縦長剥片。頭部調整痕あり。

362 V下 S6 F Ssh I 4.06 2.50 1.30 15.40 -77341.927 52202.354 91.43 不定形剥片。頭部調整痕あり。

363 N下V上 S7 F Ssh I 383 1 65 035 290 -77340233 52199264 91 61 縦長剥片。頭部胡整痕あり。

接合資料9 Ssh II 7.40 7.10 4.00 164.10 目的剥片は不定形剥片か。

364 N下 S6 F Ssh II 200 347 112 6 50 -77339 409 52202 769 91 68 節理面を打面とする。

365 F Ssh II 2.44 2.22 1、05 3.70 -77308.492 52207.438 88.53 第2次調査分。

366 V S6 F Ssh II 225 303 082 4 70 節理面を打面とする。

367 1-3 F Ssh Il 2.12 2.22 0.98 3.60 -77311.671 52209.976 88.93 第2次調査分。

368 V S6 F Ssh II 1.53 2.68 0.71 2.40 頭部調整痕 ？あり。

369 V S6 F Ssh II 1 79 235 076 290 

370 N下V上 S6 F Ssh II 3.48 4.78 1.77 26.20 -77340.492 52201.468 91.56 

371 N上 S6 F Ssh II 2.87 3.14 2.74 21.30 -77342.179 52202.339 91、80

372 N下 S6 F Ssh II 378 352 145 20 90 -77339 709 52202 749 91 64 

373 V上 S6 Co Ssh II 4.14 5.80 2.46 57.40 -77342.334 52201.28 91.58 

374 V S6 F Ssh II 1 79 358 091 510 

375 N下V上 S6 F Ssh II 191 396 1 06 9 40 -77338 529 522004 9146 
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第11表 接合資料観察表 (2)

掲載 出土 出土 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

接合資料10 Ssh II 4.20 3.70 1.75 22.90 377と379は折れ接合。

376 IV上a S3 F Ssh II 261 350 143 12 20 -77342 369 52217 609 91 71 頭部詞整痕あり。

377 N下 S4 F Ssh II 2.36 2.40 1.30 5.30 -77341.279 52212.809 91.59 表面左側縁に微細剥離痕。

378 V S4 F Ssh II 288 181 052 220 

379 w 2-1 F Ssh II 1 79 192 091 3 20 -77350 607 52213 584 92 37 

接合資料11 •一 Ghil 3.00 2.60 2.25 12.10 

380 N下 S4 Co Ch I! 110 118 128 1 50 -77340 659 52212 739 91 50 面舟
381 V S3 F Ch!I 212 120 530 120 表左側は節理面。 3乱
382 N下V上 S4 Co Chll 1.20 0.98 1.25 1.60 -77341.489 52213.609 91.48 

次 2 

調査醤迫
383 V S4 Co Chll 2.52 2.39 1.50 7.80 

接合資料12 Chll 490 830 535 18840 

384 N下V上 S4 Co Ghil 4.09 7.44 4.34 158.70 -77342.349 52213.769 91.44 下部に自然面を残す。

385 N下 S4 F Ch!I 344 524 1 08 1500 -77340529 52213529 9147 

386 皿下N上 S4 F Chll 2.13 2.09 0.86 2.60 -77342.529 52210.239 91.68 

387 N上 S4 F Chll 1.60 1.52 0.82 1.90 

388 IV 2-1 F Chll 236 337 152 10 20 -77344 387 52207 239 92 88 

接合資料13 Ho 5.25 4.85 4.20 53.30 打面再生が行われた可能性あり。

389 皿下N上 S4 F Ho 258 342 1 00 9 10 -77342 959 52214 879 91 71 

390 N下V上 S3 Co Ho 3.38 4.73 2.21 26.40 -77341.903 52218.031 91.43 

391 F Ho 4.11 2.98 1.31 15.60 -77311.689 52214.019 88.83 第2次調査分。

392 IV N3 F Ho 1.70 2.40 0.82 2.20 

接合資料14 Ry I 620 620 380 7520 394→ 393、395。不定形剥片。393以外は自然面残存。

393 N下V上 S3 F Ry I 4.11 3.78 1.56 18.80 -77341.188 52216.596 91.44 

394 w下 S4 Co Ry I 487 390 208 3710 -77339379 52211479 9142 裏面は自然面。

395 1-3 F Ry I 3.48 4.38 1.98 19 .. 3 -77323.587 52212.456 90.38 第2次調査分。

接合資料15 Ry I 690 610 230 6240 397→ 396。

396 IV S4 F Ry I 390 590 110 2530 

397 V上 S6 F Ry I 4.40 5.60 1.80 37.10 -77336.79 52200.872 91.39 

接合資料16 Ry I 620 455 280 4360 399→ 398。自然面あり。

398 皿下N上 S4 F Ry I 3.50 4.58 1.70 23.80 -77339.009 52213.363 91.62 

399 N下 S4 F Ry I 432 330 270 19 80 -77342 349 52211 929 91 58 右側縁に微細剥離痕。

接合資料17 Ryll 495 500 270 7730 400→ 401。

400 N 2-1 F Ssh II 376 264 120 10 20 -77352 239 52212 678 9211 

401 V上 S6 Co Ssh II 4.95 4.42 2.65 67.10 -77342.519 52203.513 91.51 横方向からの剥離後、打点をつかい逆方向に剥離。

接合資料18 Ssh II 680 11 65 970 31610 

402 1-3 F Ssh II 7.37 8.40 2.05 109.40 -77309.256 52202.263 88.28 第2次調査分。

403 V上 S4 F Ssh II 604 880 300 129 10 -77339 659 52210 505 91 34 

404 N下V上 S4 F Ssh II 567 719 265 7760 -77341819 52213329 9147 

接合資料19 Ho 7.62 10.75 1.90 172.00 
自然面打面。石核から405が剥離された後406が剥
離された。

405 N下V上 S7 F Ho 676 594 170 61 50 -77336 905 52200 004 91 53 

406 1-1 F Ho 7.62 7.26 1.80 11 0.50 -77325.483 52214.454 90.62 第2次請査分。

接合資料20 Ho 280 330 110 830 407→ 408 

407 N下 S4 F Ho 2.40 1.80 0.60 2.20 -77341.099 52211.579 91.49 

408 V F Ho 2.80 3.30 0.70 6.10 不定形剥片「ノ」の字状の剥片。
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第11表 接合資料観察表 (3)

掲載 出土 出土 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

接合資料21 Ssh II 585 410 190 2950 409→ 410 

409 V 2-1 F Ssh II 5.55 2.70 1.30 22.50 -77346.940 52219.685 92.52 頭部調整痕あり。両接打面。

410 VI下VII上 F Ssh II 3.90 2.90 0.70 7.00 -77339.296 52211.102 91.13 

接合資料22 Chll 458 510 460 4680 

411 SB F Chll 2.88 2.33 1.30 6.00 -77340.009 52192.569 91.84 

面舟
412 SB F Ch II 3.54 3.95 1、02 11.50 -77339.759 52193.809 91.74 頭部翡整痕あり。

413 SB F Ghil 2.03 2.90 2.12 12.00 -77339.779 52192.749 91.75 

3~ 414 S8 F Ch II 3.98 3.78 1.32 17.30 -77340.089 52193.109 91.52 
次 2 

査調醤迫
接合資料23 Ry I 660 655 280 12380 

415 V 水5 F Ry I 2.95 4.02 1.10 12.00 

416 1-1 F Ry I 4.35 6.45 2.77 61.80 -77323.718 52177.260 93.21 第2次翡査分。

C V 1-2 Rf Ry I 650 360 260 4990 -77331505 52195972 9240 第2次翡査分。迄物登録番号09220144

接合資料24 Ho 3.75 3.80 1.40 22.00 417→ 418 

417 w 2-1 Rf Ho 2.60 2.20 0.78 5.70 -77348.711 52211.266 92.57 下端に二次加工痕あり。

418 V N2 F Ho 360 375 1 05 1630 不定形方向。頭部調整痕あり。

接合資料25 Ssh ill '' 

419 Rf Ssh町 5.90 4.80 1.50 31.60 折れ接合。

接合資料26 Ch I 11 30 750 510 21520 

420 V上 S3 F Ch I 4.10 3.10 1.50 17.40 -77341.809 52219.369 91.72 

421 rJ 2-1 F Ch I 2.20 3.30 1.50 8.30 -77349.431 52211.274 92.51 

422 V S4 Co Ch I 2.50 4.20 1.80 87.60 

A Ch I 420 760 10170 第2次閾査分。遺物登録番号09220589-09220593

第12表石材別石器組成表 (1)

AT下位 s s h Ry Ch Ho Ob Aso-Tu Tu Sa Os Qu 

Gr区名 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 

N1 1 05 1 21 

N2 2 22.1 1 5 3 23.2 1 182 

N3 2 10.3 

N7 1 89 1 156 

NB 2 60.9 1 3.6 1 13 

S1 3 19.4 

S2 5 50.1 5 2.6 4 15.4 1 1.8 

S3 3 273 1 122 6 2692 5 955 2 96 3 7744 

S4 16 89 4 131 5 45 6 425 1 07 1 2375 1 25 

S5 13 197.4 2 13.9 1 7.0 2 29 1 438.3 

S6 1 61 1 01 2 002 6 1362 1 11 

S7 3 95 11 935 

SB 3 14 2 24.1 5 37.6 1 3.8 

S9 1 1 9 2 562 1 58 1 117 1 1 

5ー東 18 1106 31 356 ， 871 7 123 1 05 2 3522 

5—西 1 20.5 

6-3 3 89.4 1 7 

※報告害掲載分については石材分類を細分したが、未掲載遺物については細分をおこなっていないた

め 、大分類での組成表である。ま た、出土位置の東西は 5 区、 S•Nは 6 - 1 区の小グリッドを示す。

計lg
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77.5 

19.4 

69.9 
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76.6 

598.2 

20.5 

96.4 
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第12表石材別石器組成表 (2)

AT上位 Ssh Ry Ch Ho An Ob Aso-Tu Tu Sa Os Qu 

Gr区名 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 

N1 2 10 2 2.6 

N2 12 36.4 4 39 4 16 3 299 1 07 

N3 21 1354 7 98 5 196 7 23 1 04 

N4 14 87.8 10 21.2 5 1.9 ， 66.5 
NS ， 837 3 4 2 22 4 345 3 1 6 1 626 

N5/N6 1 312 

N6 10 51.6 4 16.8 3 35.5 6 31 

N7 2 233 2 592 4 1623 1 09 

NB 4 531 3 153 2 08 

N9 3 10.8 1 18.1 

$1 10 492 4 53 

S2 34 284 14 84.9 5 8.9 13 275.3 2 275.9 1 508.9 

S3 69 6404 34 2973 30 181.4 30 6748 1 03 2 192 4 873 

S3/S4 2 35.7 

S4 259 1862.6 96 448.5 93 218.2 74 1162 1 0.05 6 5.6 1 4.7 8 823.5 6 4502.6 1 0.3 

N4/S4 1 33 

S4/S5 1 215.7 1 120.9 

S5 118 848.3 71 486 73 3408.4 32 538,6 2 9,8 5 15.7 1 0.4 3 451.2 1 204.4 

S6 74 3748 55 3736 15 74 40 4179 2 47 1 03 3 2091 1 08 

S6/S7 2 1.1 1 88.4 

S6/S9 1 31.5 

S7 48 3744 30 1992 4 383 29 3446 1 04 4 2261 1 4375 

S8 ， 77.9 ， 26.8 13 66.6 12 172.3 3 4.2 2 7.9 1 627.2 1 24.4 

S9 6 51.B ， 89.5 4 2.7 4 89.5 1 0.2 

S10 1 12 1 108 

6-2 2 86.4 1 6.5 2 2.5 1 9.5 1 1.2 1 5.3 

6-3 3 33.3 1 4.6 1 165 

5東 1 12 1 19 

5—西 1 35.4 8 2.6 ， 15.2 3 92.3 3 1.1 1 2.9 

計lg

12.6 

72.5 

188.2 

177.5 

188.5 

312.0 

134.9 

245.8 

69.2 

28.9 

54.5 

1437.9 

1900.8 

35.7 

9028.1 

3.3 

336.6 

5962.7 

1388.6 

89.5 
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31.5 

1620.4 

1007.2 

233.7 

22.8 

111.5 

202.9 

31.0 

149.5 

言t 717 5303.1 362 2166.4 273 4037.4 278 4667.7 3 9.9 29 37.1 1 4.7 5 11.5 28 3074.4 14.0 5765.1 2 1.0 

縄文早期 Ssh Ry Ch Ho An Ob Aso-Tu Tu Sa Os 

Gr区名 個 0 個 q 個 q 個 Q 個 Cl 個 Q 個 Q 個 q 個 q 個 Q 

N1 1 2 

N2 25 252 4 74 

N3 37 50 1 004 

N4 59 17.7 10 3 

NS 22 353 1 15 1 02 

N6 14 143 

N7 3 10.6 1 0.9 

NB 1 007 1 1 

S1 2 09 1 93 

S2 1 0.7 81 22.7 1 0.6 5 2.7 1 119 1 340.7 

S3 1 09 2 26 161 892 1 001 ， 1 2 1 04 2 20399 

S4 609 3213 2 5093 5 24 18 53 1 05 1 16 2 4541 7 69780 

S4/S5 1 0.6 

S5 2 28 1 12 346 1699 1 01 41 298 2 1 3 2 25885 

N5/S5 1 07 

S6 1 6360 72 70.6 1 369.2 1 1.1 6 1.4 2 509.1 

S7 53 28 1 0.06 1 11 2 73111 

SB 4 76 1 1 3 

S9 1 04 1 757 

6-2 19 160 2 3.6 

6-3 12 19.3 6 7.6 

計lg

2.0 

32.6 

50.1 

20.7 

37.0 

14.3 

11.5 

1.1 

10.2 

486.4 

2134.2 

8272.5 

0.6 

2804.4 

0.7 

7311.3 

7340.2 

9.0 

76.1 

163.6 

26.9 

計 4 4.4 4 6374.6 1522 1043.7 6 954.9 9 5.0 109 76.5 4 2.2 2 3.6 3 573.1 16 19767.3 

一括
Ssh Ry Ch Ho Ob Sa Os 

個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 個 g 

水道管下 (AT下） 1 1.0 

水道管下 (AT上） 1 5.4 

AT上層 12 1346 12 1409 13 5863 11 348 2 05 2 2711 4 14215 

縄文早期 3 346.8 3 2.2 1 121.3 

風倒木 6 3 3 1.9 26 11.2 8 44.1 1 0.5 2 4.1 

言十lg

1.0 

5.4 

2902.9 

470.3 

64.8 

t
 

―――ー
ロ

21 484.38 16 148.2 43 600.74 19 392.1 3 3 392.36 6 1425.6 

区名
Qu 

個 I1! 

7
 

昇 戸
Ob 

百ゴ― g
冨 2.2 
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第9節 自然科学分析の結果

自然科学分析では、舟川第2遺跡におけるテフラ

分析、炭化材の放射性炭素年代測定 (AMS法）

樹種同定を実施した。

テフラ分析

1 試料

試料は、舟川第2遺跡5区東側南壁の土層断面よ

り採取されたTl-T5(TlはI層、 T2はVila層、 T3

は珊a層と Vllb層との層界、 T4は珊b層、 T5はVllb層

とVI[層との層界）の 5点である。土層断面は、第1II

章第4節参照。

2 分析の結果

各試料の重鉱物組成及び火山ガラス比を第13表、

第50図、第52図に、火山ガラスの屈折率測定結果を

第13表、第51図に示す。

3 考察

I層から検出された火山ガラスは、バブル型も軽

石型も同様の屈折率を示すことから、同一のテフラ

に由来すると考えられる。バブル型と軽石型が混在

する形態の特徴とn1.499-1.500に集中する屈折率の

特徴とから、火山ガラスの由来するテフラは、鹿児

島湾北部を構成する姶良カルデラを給源とする姶良

Tn火山灰 (AT:町田• 新井，1976)であると考えら

れる。 ATは、給源から遠隔地では、バブル型火山

ガラスが非常に多いという特徴を示すが、 I層から

検出された火山ガラスでは軽石型も同量程度かやや

多い程度に混在する。 Tlの試料中に軽石も認めら

れたことと本遺跡の姶良カルデラからの地理的位置

を考慮すれば、軽石型火山ガラスの中には、 ATの

由来する入戸火砕流の噴出の前に噴出した大隅降下

軽石 (A-Os:町田・新井，2003) に由来する軽石型火

山ガラスも含まれている可能性が高い。 ATの噴出

年代は、 80年代後半から90年代にかけて行われた放

射性炭素年代測定や2000年代に行われた測定から、

およそ2.5万年前頃にまとまる傾向にある。一方、

最近の海底コアにおけるATの発見から、その酸素

同位休ステージ上における層準は、酸素同位体ステー

ジ2と3との境界付近またはその直前にあるとされ、

その年代観は2.5-3.2万年前におよぶとされている

（町田• 新井，2003) 。町田• 新井 (2003)は、 ATの

放射性炭素年代を暦年に換算することがまだ困難で

あると述べているが、上述の海底コアの年代観も考
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慮すれば、暦年ではおそ らく 2.6~2.9万年前頃にな

るであろう としている。T2からTSまでの試料から

微量または少量検出された火山ガラスも、その形態

と屈折率の特徴から、 ATに由来すると考えられる。

また、 TlからTSまでの重鉱物組成に大きな違いは

認められないことから、 VlII層から I層までの火山灰

土は、不整合や再堆積な どを挟まずに累積性の土壌

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

として形成されたと考えられる。したがって、 T2

からTSまでの試料から検出されたATの火山ガラス

は、上位の I層からの落ち込みにより、拡散したも

のである。このような火山ガラスの産状から、 I層

は、 ATの降灰層準に対比される可能性が高いo VII 

a層以下の色調も考慮して、宮崎県埋蔵文化財セン

ター (2003)による東九州自動車道（都農～西都間）

基本層序に対比させるな らば、I層はAT層であ り、

Vila層はMB2層、 Vllb層及びVI[層はMB3層にそれぞ

れ対比されると考えられる。

なお、舟川第2遺跡の「2-1区に隣接する壁面」

で確認されたVI層とされた賠褐色土層の重鉱物組成

は、今匝のTlからT5までの重鉱物組成と非常によ

＜類似する （宮崎県埋蔵文化財センター，2012)。

同VI層は、霧島アワオコシテフラ (Kr-Aw) に対

比される可能性のある軽石層とその上位の褐色土層

（おそら くML3層に対比される）の上位にあ り、層

位的及び層相的にMB3またはMB2層に対比される。

このことは、今回の 5区東側南壁の対比結果とよく

整合すると言うことができる。

炭化材の放射性炭素年代測定•樹種同定

1 試料

試料は、 6SI23などから出土した炭化材2点 （分

析番号24,25 ) である 。 分析番号24には、炭 1 ~ 5

の5点があ り、いずれも小片の炭化材が認められる

ことから、一通り観察して、種類構成を確認する。

放射性炭素年代測定は、分析番号24の炭3と分析番

号25(5区東側炭化材集中箇所 56p参照）の2点

について実施する。
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分析結果 第13表

(1) 放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定及び暦年較正結果を第14表に

示す。

(2) 樹種同定

樹種同定結果を第15表に示す。分析番号24の炭1

~s 及び分析番号25 (第53図）は、全て落葉広葉樹

のコナラ属コナラ亜属コナラ節に同定された。

解剖学的特徴

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen. 

Quercus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激に管

径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、 1 -20細胞高のものと複合放

射組織とがある。

考察

炭化材の年代はAT下位のS123が28,660士110年

BP、炭化物集中域が28,140土100年BPであり、ほぽ

同時期のコナラ節と考えられる。コナラ節は、 二次

林や山地の落葉広葉樹林に生育する落葉高木である。

この結果から、約3万年前頃の遺跡周辺にコナラ節

が生育 してお り、その木材を利用したことが推定さ

3
 

れる。

宮崎県内では、 3万年前頃の古植生や木材利用に

関する資料はほとんど無いこ とから、今回の結果は

当該期の古植生や木材利用を考える上で重要である。

引用文献
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舟川第2遺跡の重鉱物・火山ガラス比分析

及び屈折率測定結果

重鉱物組成 火山ガラス比 火山ガラスの屈折率

} ~ 

閏火中.山ガ ● 石. 火U ガ

分 プ

析 層位

召？ノ一 斜方輝石！単角屑歪鉱物明 他のそ
）レ

i 番
計合 嬰靡 のそ ムデ計 星 i ! ! 号 他

石
フ フラ ススス

Tl 1層 0 108 6 22 113 1 250 17 0 40 193 250 pm,bw 1.500 1499 1.500 30 

T2 Ila層 0 120 8 17 102 3 250 6 4 5 235 250 bw,pm>md 1.500 1499 1.503 30 

T3 
Ila-

0 80 4 28 137 1 250 14 2 7 227 250 bw,pm 1.501 1499 1.502 30 
II b層

T4 II b層 1 117 4 22 106 0 250 5 1 2 242 250 bw,pm 1.500 1499 1.501 12 

TS 
Ilb-

0 107 1 23 118 1 250 5 3 4 238 250 bw,pm>md 1.500 1499 1.502 21 m層
bw: パブル型 md: 中閤型 pm: 軽石型

蕊
相如域
猿猿印 窓 幸
択臨区限 e
恋珊 l(lI:If *' 
~~~-

r< 
, " r< r< 
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ョ!;;:!;;: 
又ヨヨ
詞~~
⇒ 刹 刹 幸
ト 匪 印 e
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[[[D黒褐色土

[I]]暗裕色土

□ 暗裕色土（上位より困るい）

□褐色土

区軽石

第50図舟川第2遺跡5区東側南壁の重鉱物組成
及び火山ガラス比

T1(I尼）

T2(Ila居） T3(lla-llb層）

15 15 15 

11 ー徊
数

ー個
数

1:495 1:soo ,・.sos 
屈折率

,:495 ,・.soo 
屈折率

,・.sos f.495 i'.soo 
屈折率

,:sos 

T5(Ilb-IJ屁）

T4(Ilb層）

11 ー徊
数

(゚495 (500 (505 
屈折率

第51図

1'500 i'5o5 
屈折率

舟川第2遺跡5区東側南壁試料の
火山ガラスの屈折率

,・_495 
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1. 亘鉱物（舟川第2追跡3-5区東側南壁 I歴：T1) 2. 亘鉱物（舟JI[第2追跡3-5区東但l南壁Ilb歴：T4) 3. 軽鉱物（舟JI[第2迅崎3-5区京側南壁 I居：T1) 

Otカンラン右.Op,: 斜方輝右.Cpx: 単斜輝右.Hoc角囚石.Op: 不透明鉱物．

Vg; 火山ガラス.Qz: 石英.Pt斜長石．

4. 軽鉱物（舟川第2迄跡3-5区東側南壁Ilb届：T4 

0.5mm 

一
第52図舟川第2遺跡の重鉱物・火山ガラス

第14表 舟川第2遺跡の放射性炭素年代測定結果

813C 
補正年代 暦年較正結果

試料名 種類
澤）

（暦年較正用） Code No. 
BP 誤差 cal BC cal BP 相対比

分析番号24 炭化材 28,660士110 6 cal BC 31,354-cal BC 30,974 cal BP 33,303-32,923 1 000 

S123 （コナラ節）
-26.95士0.24

(28,656士111)
PAL-1138 

2 <1 cal BC 31,558-cal BC 30,662 cal BP 33,507-32,611 1.000 

炭化材 28,140士100 {J cal BC 30,733-cal BC 30,107 cal BP 32,682-32,056 1.000 
分析番号25 -2703士014 PAL-1139 

（コナラ節） (28,138士104) 2 (f cal BC 30,960-cal BC 29,837 cal BP 32,909-31,786 1 000 

1)試料は、酸処理ーアルカリ処理一酸処理(AAA処理）を実施している。
2)年代値の算出には、 Libbyの半減期 5568年を使用した。
3) BP年代値は、 1950年を基点として何年前であるかを示す。
4) f寸記した誤差は、測定誤差(J (測定値の68%が入る範囲）を年代値に換算した値。
5)届年の計算には、 RADIOCARBONCALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0 (Copyr~ht 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer)を使用した。
6)暦年の計算には、補正年代に（）で暦年較正用年代として示 した、一桁目を丸める前の値を使用 している。
7)年代値は、1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正さ れた場合の再計算や比較が行いやすいよ うに、暦年較正用年
代値は 1桁目を丸めていない。
8)統計的に真の値が入る確率はaは68%、2<Jは95%である
9)相対比は、 6、26のそれぞれを 1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

第15表 舟川第2遺跡の樹種同定結果

分析番号 遺構 枝番 形状 種類 備考

炭 1 破片 コナラ属コナラ亜属コナラ節

炭 2 破片 コナラ属コナラ亜属コナラ節
24 S123 

炭 3 破片 コナラ属コナラ亜属コナラ節 年代測定試料と同一個体

炭 4 破片 コナラ属コナラ亜属コナラ節

25 破片 コナラ属コナラ亜属コナラ節 年代測定試料と同一個体

1. コナラ屎コナラ亜溢コナラ節（分析悉号25)
a: 木口，b:柾目，c:板口

第 53図舟川第2遺跡の炭化材

-2ooμm:a 
-2ooμm:b,c  
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第10節第3次調査のまとめ る石核があげられる。 66~10の剥片尖頭器、 11~73

舟川第2遺跡第3次調査区は後期旧石器時代と縄 の角錐状石器もこの段階に含まれる。

文時代早期の遺構と遺物が多く出土した。しかし、 次に宮崎旧石器編年第 6 段階として34~36の縦長

遺物の出土地点は、地形や自然作用などの影響で遺 剥片を素材とするナイフ形石器、 37と38の横長剥片

物の動きが激しく、既知の層序と遺物の認定時期で を素材とするナイフ形石器があげられる。そのほか

は想定した通りに遺物を取り上げることが困難であっ

た。そのため本節では、第3次調査区の遺物につい

て整理し検討していく。

(1) 後期旧石器時代石器群の整理

出土石器群の編年的整理

AT上位層として報告した遺物については、単純

層からの出土ではないため、本調査区で出土した全

ての石器を旧石器時代の石器絹年と照らし合わせる

ことは困難である。そこで、型式がわかるものにつ

いて整理をしていく。

絹年的整理を行うにあたり、 『宮崎県下の旧石器

時代遺跡概観』（宮崎県旧石器文化談話会 2005) 

を援用する（以下、『宮崎旧石器編年jと呼ぶ）。

本遺跡で出土したAT下位の石器群は少数である

が、 1と3のナイフ形石器は6区から出土している。

2と4のナイフ形石器は 5区の東側から出土した。

これらのナイフ形石器は、小型の縦長剥片を素材す

る。 2と4を含めた 5区東側から出土した石器群の

ほとんどは緑色系チャート製で構成されており、ほ

ぼ同一母岩あるいは、同一時期の可能性が高い。5

区の東側はテフラ分析の結果、 5区 I層はAT、

Vila層は東九州道都農町域基本層序のMB2、Vllb層

はMB3に対応している（岸田2006)。このことも

踏まえ、 5区東側と 6区のAT下位から出土した石

器群は宮崎旧石器絹年の第3段階石器群に位置づけ

られる。また、16と21の石刃については 5区東側の

炭化材集中箇所から並んで出上した（図版11)。自

然科学分析結果から炭素年代測定は28,140士100年

BPとされ、小型のナイフ形石器の出土からも 5区

東側のVila層～珊b層の間は、AT直下の宮崎旧石器

編年第3段階であると考えられる。

次にAT上位層から出土した石器群である。ナイ

フ形石器、切出形石器、台形石器などを宮崎旧石器

編年に照らし合わせたときに大きく 4つに細分でき

る。

まず宮崎旧石器絹年第5段階として32の狸谷型ナ

イフ形石器、 206の剥片、 239の瀬戸内技法に類似す

に52~54、 56~57の切出形石器や58~64といった台

形石器もこの段階に含まれると想定される 。 58~59、

61については白色系の流紋岩を石材とする。これら

は、横剥ぎや斜め剥ぎの剥片を素材に用い、幅の狭

い基部を作る圭頭形の今峠、北牛牧系のナイフ形石

器に系統をもつ台形石器と考えられる。

ナイフ形石器の終末期段階として、 39と40の基部

加工ナイフ形石器があげられる。65の台形石器もこ

の段階に位置づけられる。これらは宮崎旧石器編年

の第7段階に相当する可能性が考えられる。

次に本遺跡調査区で出土した細石刃核は、船野型

I類、 II類、野岳・休場型、西海技法の特徴に類似

するものが出土した。 編年では、 103~ 105·109の

船野型 I 類、 106~108の船野型 II 類は宮崎旧石器編

年第 9 段階に相当し、 112~119の西海技法をもつ細

石刃核は宮崎旧石器編年第10段階に相当すると考え

られる。

以上、 後期旧石器時代の編年的整理を簡略である

が行った。本調杏区の後期旧石器時代は宮崎旧石器

編年の第3段階、第5段階～第10段階の石器群で遺

跡が形成されていることがわかった。

出土石器群の分布と土層堆積状況

AT下位層にあたる本調査区の基本層序VII層は、

どの調査区も25cm程の厚さで良好に残存していた

（第4図）。旧地形も 5区の中央部は黄褐色の地山層

が露出しており、 6-2区側が東から西に下る斜面

であったことからも 5区の東から 6-1区にかけて

緩やかな谷を形成していたと考えられる。AT下位

層の出土石器群の分布状況をみると、特に 5区の東

側と 6 区の中央部Gr.S3 ~ 7 に石器が集中している

（第8図）。また、 AT下位の石材別にみると珪質頁

岩、ホルンフェルス、チャートの石材の利用が多い

傾向にある （第12表）。

AT上位層は、 本調査区で最も多い石器製品 とと

もに石器製品を作るための剥片や石核といった工程

器種が多く出土した。V層を中心に遺物が出土して

いたが、土層堆積が不安定な層であったためW層に
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も一部後期旧石器時代の石器が出土している。器種

別の分布園をみると、 Gr.S4~5 に石器が最も多く

出土する（第24図）。剥片も密に出土しているが、

他のグリッドに比べ敲石の出土量が多いのが特徴で

ある。原石も出土しており、石器を製作する場とし

ての可能性も考えられる。また、細石刃核や細石刃

も同グリッドから多く出土している。 S5区から出

土した細石刃核は 1点の西海技法の細石刃核を除き

全てが船野型II類の細石刃核である。 S4区につい

ても全て西海技法の細石刃核であることが分布図で

わかる。石材別分布図をみると珪質頁岩、ホルンフェ

ルス、流紋岩製の石材を多く利用している傾向にあ

る（第31図）。

遺構について

遺構についてはAT下位で 3基、 AT上位で14基の

礫群を確認した。 AT下位層で検出した5S15の礫群

は使用した可能性は低いが、周りに礫がなかったた

め礫群とした。6S123の礫群については、使用した

可能性が高い礫群である。

AT上位層検出の礫群のうち、 5区で確認した礫

群は使用した可能性は低いがそのほとんどが周囲に

礫がなかったため礫群とした。 6区で確認した礫群

の中でほぼ赤化礫で構成されていたものについては、

比較的小型の礫を用いた直径が50cm内に収まる礫

群が多い傾向にあった。 6S114~16の礫群について

はレベル的にも同時期の礫群の可能性が高いと考え

られる。

小結 第3次調査区の後期旧石器時代

6区の遺物集中区は、谷の底の平坦面であるため

流れ込みの可能性もあるが、遺物の状況からは長い

期間の中で同じ場所を利用していた可能性も考えら

れる。また、 AT下位の6S123、5区の炭化材集中

区域からの炭化材を樹種同定したところ落葉樹のコ

ナラ節であった。このようなことから3.3~3.2万年

前頃の後期旧石器時代の舟川第2遺跡を含めた周辺

は、日当たりの良い落葉林が植生する環境であった

ことが伺える。

(2) 縄文時代早期遺物群の整理

出土石器の分布について

縄文時代早期の遺物では、石鏃や石鏃未製品が出

土した。それに伴うと考えられる多くの砕片も密集

して出土している。遺物分布図ではGr.S区側は点
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座標で砕片を取り上げたが、調査の都合上N区側に

ついてはGr.一括取り上げをおこなった。そのため

分布図では g 表示の網掛けで表現したが、 Gr.S4~

S5にかけて多くの砕片が出土している（第42図）。

これらの遺物は主にIII層と W層との境目、 W層上部
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で出土している。砕片の集中密度や石鏃未製品、石

鏃が多く出土していることから縄文時代早期の一時

期には石鏃製作の場としての機能が考えられる。

縄文時代早期の出土遺物について

第3次調査区は、無文土器、貝殻条痕文土器、貝

殻刺突文土器、楕円押型文土器などの縄文土器が出

土した。しかし、石器に比べ土器の出土量は少なく、

そのほとんどが小片であったため、型式の特定が困

難なものもあった。縄文土器の分布図と石鏃の分布

図を照らし合わせると、石器と土器は互いに違う空

間に分布するが、土器の出土状況は特にまとま りは

見られない （第37・42図）。

遺構について

遺構については、集石遺構17基と配石遺構 1基を

確認した。層位別でみると、 W層下部-v層上部、
V層上～中部に大別できる。検出した集石遺構の礫

のほとんどが赤化しており、火熱を受けて使用され

た可能性が高い。

赤化礫が一定の空間に集中している分類 Ibの集

石遺構はほとんどGr.S側の早期の石器が多 く集中

するGr.S4-S5で検出している。

小結 第3次調査区の縄文時代早期

狭い調整区ではあったが、縄文時代早期には、縄

文土器と石器、そして遺構の分布域をみると、集石

遺構がほぽ全域に分布しているのに対し、土器は東

西に分かれ、石鏃や砕片の集中区はその間にあるこ

とがわかる。

く参考・ 引用文献＞

宮崎県旧石器談話会 2005「宮崎県下の旧石器時代遺跡概観」
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岸田裕ー 2006『東九州自動車道 （都農～西都間）関連埋蔵文

化財発掘調査概要報告書VI』宮崎県埋蔵文化財センター発掘
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第11節総括

舟川第2遺跡は、征矢原川と心見川支流の前田川

に挟まれた丘陵からやつで状に延びる尾根付近に立

地している。第1次調査から第3次調査まで後期旧

石器時代から縄文時代早期にかけての遺物と遺構を

確認した。ここでは総括として本遺跡の調査成果に

ついて時代順にまとめていきたい。

後期旧石器時代

第1次調査から第3次調査にかけて後期旧石器時

代の多様な遺物が豊富に出土した。舟川第2遺跡の

中心となる 2-1区及び6-1区の遺物について時

期別では、宮崎旧石器編年を援用するとAT下位層

の第3段階から後期旧石器時代の最終段階となる第

10段階までの石器群が出土している。特に注目した

い遺物として、現段階でH本最長となる剥片尖頭器、

宮崎県内初の姫島産安山岩製の細石刃核が出土して

いる（石貫 2012、本報告補遺参照）。

石材の利用

6区のみ （第3次調究のみ）石材別の組成表から

みると、おもに後期旧石器時代6-1区Vil層では珪質

頁岩・ チャート・ホルンフェルスが石器石材として

使用されていたが、 V層になってくると新たに流紋

岩が石器石材に使用される頻度が高くなっている傾

向にある （第12表）。

舟川第2遺跡の石器組成について

本遺跡の2-1区と 6-1区S区側では、石器製

品とともに多くの剥片な どの工程器種が出土した。

昨年度の調査報告では、 2-1区のVI層上部を第 I期、

Vb層を第1I期、 Va層を第皿期と 3期に時期区分

をおこなっている（石貫2012)。そして今回その時

期区分をもとに 5区東側と 6区を加えて決定器種に

ついてみていく （第16表）。また第2次調在と第3

次調査との土層対応として第 I期をVil層、第1I期を

V・VI層、第皿期を 6区ではV層とする（第 1表）。
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第I期では宮崎旧石器絹年の第3段階に相当する。 とおり石鏃製作の場の可能性が考えられる。

ここでは、桑ノ木津留産黒曜石製やチャート製の縦 縄文時代早期の土器について

長剥片素材の小型のナイフ形石器が出土している。 出土した縄文土器は石器に比べ少量であるが、第

5区東ではナイフ形石器と同一母岩の可能性がある 2次調査では「基本層序のW層（石貫 2012)」、第
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チャート製のスクレイパーや剥片が出土する。

次に第II期は宮崎旧石器編年の第4・5・6・7段階

の石器が出土している。ここでは、狸谷型ナイフ形

石器、瀬戸内技法をもつ石核、今峠型ナイフ形石器、

北牛牧型ナイフ形石器、片島型ナイフ形石器、剥片

尖頭器・台形石器などの多様な石器が出土している。

また、第II期では、白色系流紋岩製の決定器種が

目立つ傾向にある。特に2-1区から出土した今峠・

北牛牧型ナイフ形石器や6区から出土した不定形剥

片、「ノ」の字状剥片を素材とし、バルブ除去が施

されている台形石器の一群などがあげられる。

第皿期は、宮崎旧石器絹年の第8・9・10段階に相

当する。ここでは、大きく野岳・休場型細石刃核、

船野型細石刃核、西海技法の細石刃核などの型式の

細石刃核が出土している。 6-1区の平面ではGr.

s4~ssにまとまる傾向があるが、レベルの違いは

見出せなかった。

敲石について

本遺跡では、後期旧石器時代の包含層で多くの敲

石が出士した。これらの敲石は、尾鈴山凝結溶灰岩

または砂岩の礫を使用し、上下面に敲打痕が認めら

れる。これらの敲石は、特に2区と 6区を中心に多

く出士する傾向にある。敲石のなかには、石器か何

かを打撃した衝撃で敲石自体が剥離しているものや

打撃の中心から亀裂がはいっているものも出土して

いる。 2区と 6区の一部では多くの石器製品素材と

なる剥片• 石核が出土していることから後期旧石器

時代の長い期間の中で幾度も石器製作も行った生活

の場としてこの場所が利用されていた可能性が伺え

る。

縄文時代早期の石器について

2 -1区北側W層、 6区南側W層の直径20m区域

では、縄文時代早期の砕片が大量に出土した。砕片

のほとんどは、チャート製のものが大半であったが、

なかには姫島産黒曜石製やホルンフェルス製、阿蘇

象ヶ鼻産溶結凝灰岩製といった砕片も出土した。こ

のほかに付近には、石鏃や石鏃未製品といった石器

製品も出土しており、第3次調査の報告で前述した

3 次調査では基本層序のW層~v層上部で出土して

いる。この層域で出土する土器には、無文土器が大

半を占め、一部の貝殻条痕文土器、貝殻刺突文、押

型文が出土している。また、縄文土器の分布状況は、

石器が集中する分布域とは異なっており、出土状況

からおおまかであるが、型式• 時期の違いや出土地

点の違いが確認できた。

無文土器について

本遺跡で出土した縄文土器の中で、文様がない土

器胴部の破片も含めると大半以上が無文土器であっ

た。また、出土状況は、 2区.6区それぞれでまと

まって出土している。これらの無文土器を第3次調

査では I類に大分類した。口縁の形態は胴部から直

口するもの、若干口縁端部が外反しているもの、や

や内湾しているものなどが挙げられる。しかし、い

ずれもわずかな差異である。また、 6区から出土し

た無文土器の一部には、内面に貝殻条痕で調整して

あるもの、ナデ調整のみのものがある。また、少量

であるが、無文土器の器壁が厚手のものが含まれて

いる。胎士は赤褐色系の胎士をもつもの、灰色のよ

うな黄褐色系の胎土を持つものに分かれる。傾向と

しては、赤褐色系の胎土には繊維が含まれているも

のがあり、これらの赤褐色系の士器は出土量が多い。

本遺跡の無文土器の底部については尖底と平底が出

土している。これらの底部は、かならずしも接合し

たわけではないため、無文土器のものであるかは明

確ではないが、おそらく 2-1区から出土した尖底

は無文土器のものである可能性が高く、また、他の

平底については無文土器の底部ではなく、円筒系貝

殻文土器の平底である可能性が強い。

押型文土器について

本遺跡で出土した押型文土器は主に2-2区で出

土している。押型文施文の大半は山形押型文で占め

られる。一部に菱形押型文や楕円押型文が出土して

いる。

これらの押型文のほとんどは胴郎のみの出土であ

る。出土した山形押型文は、内面はナデ調整が施さ

れ外面に横位の施文が施されている。東九州絹年の
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稲荷山式～早水台式の可能性が考えられる （坂本

1998)。

まとめ

舟川第2遺跡では、遺物総数約1万4千点のうち、

狩猟具が1割未満、その他はこれらを作るときの素

材となる石器、加工具などが出土した。本遺跡は礫

群・集石遺構があることからも石器製作の I場」 だ

けではなく一定の装備を保有した地点であり、この

場所が後期旧石器時代から縄文時代早期の長い時間

の中で利用されていた可能性が考えられる。

く引用・参考文献＞
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舟川第2遺跡
（第3次調査）

第16表舟川第2遺跡決定器種組成表

2-1区 Kn Tr Po s Tp 

VI 3 

Vb 6 1 1 1 

Va 18 2 5 

IV 1 

v相当 ， 3 1 3 1 
IV相当 12 1 3 4 2 

2-1区流 13 2 1 1 3 

早期 1 

2-2区旧

原不 1 

原不・攪乱 1 

攪乱 1 

5区東 ・6区 Kn Kds Tr Po Ss 

VII 1 1 

Vllb 1 

Vila 1 

VIT下 1 

珊上 1 

VI下VII上

VI 

V-VI 

V 6 2 

V下 3 1 2 

V中 1 

V上 1 3 2 2 1 

IV下V上 6 1 1 5 

N 

IV下 1 1 1 

IV上 2 

III下IV上 2 

II下皿上

一括 3 1 3 

Mb Mc 

2 

14 14 

2 

， 5 
15 6 

10 

Es Tp 

1 

1 

1 

1 1 

2 

3 1 

Ah Ps Rf Mf Hs Gs Ax 

1 

11 3 

4 

7 1 3 

2 12 1 1 

5 2 

28 2 1 

1 

1 

Mb Mc Ah Pe Rf Mf Hs Gs Gs・Hs Ax As 

1 1 1 1 

1 

1 1 1 

1 

1 1 1 

1 1 2 

2 1 1 

1 1 8 5 1 

1 1 1 1 2 

1 1 

1 2 2 5 5 6 1 1 2 

3 4 8 1 3 1 ， 2 2 2 2 
3 3 5 1 

3 2 17 4 1 

3 2 22 4 1 2 

2 1 13 2 

1 

7 1 1 1 
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補遺 舟川第2遺跡（第2次調査）出土遺物 型ナイフ形石器」と呼ばれるものである。背面左側

ここでは、舟川第2遺跡の第2次調査で出土した 縁側と刃部左側を観察すると、微細な調整刹離が施

遺物で平成23年度に報告できなかった資料（石器43 されてお り、錐として転用された可能性がある。

点）について報告する。 433 素材剥片は不定形剥片である。調整剥離は主

要剥離面側から施されている。また、主要剥離面側

には、素材剥片の打点付近に二次加工が施されてお

り、厚みを減らすための加工と考えられる。

その他のナイフ形石器 (434"-442)

434 やや大きめの二側縁加工のナイフ形石器で、

素材剥片は不定形剥片である。 調整刺離は背面左側

縁が対向測離による調整で、右側縁は主要剥離面側

ナイフ形石器（第56図423"-'444)

今回報告するナイフ形石器は22点である。

小型の二側縁加工ナイフ形石器 (423----427)

423 素材剥片は、背面の剥離を観察すると縦長剥

片素材の可能性は少ないが、主要剥離面側をみる と

縦長剥片を指向した剥片とも考えられる。側面の調

整は右側縁が対向調整で、左側縁は主要剥離面側か

らの調整剥離である。

424 素材刺片については、縦長剥片と考えられる。

ただ、主要剥離面のリングが調整剥離は両側縁とも

対向剥離による調整である。

425 素材剥片は縦長剥片である。調整剥離は背面

左側縁が対向調整で、右側縁は主要剥離面側からの

調整剥離である。

426 素材剥片は縦長剥片もしくは縦長剥片を指向

した剥片と考えられる。調整剥離は背面左側縁が対

向調整で、右側縁は主要剥離面側からの調整である。

427 素材剥片は縦長剥片もしくは縦長剥片を指向

した刹片である。側縁の調整刺離は両側縁とも対向

調整である。

狸谷型ナイフ形石器 (428",,J430)

428 不定形剥片を素材とする。調整剥離は両側縁

とも対向調整である。背面側に自然面が残存する。

429 素材剥片は不定形剥片である。調整剥離は両

側縁とも主要剥離面側からの調整である。

430 素材剥片は不定形剥片である。調整剥離は両

側縁とも主要剥離面側からの調整である。背面左側

縁側を打面として背面側に調整剥離が施されている

が、厚みを減らすための剥離の可能性も考えられる。

横長剥片を素材としたナイフ形石器 (431)

431 素材剥片は横長刺片で、両側縁からの調整剥

離が認められる。刃部には微細剥離痕がある。

今峠型ナイフ形石器の一群 (432、433)

432 素材剥片は不定形剥片である。調整剥離は両

側縁とも主要剥離面側から施されている。主要剥離

面側から観察すると、リングが 「ノ」の字状になる。

432は今峠型ナイフ形石器の一群の中でも「北牛牧

からの調整剥離である。

435 中型の二側縁加工ナイフ形石器で、素材剥片

は不定形剥片である。調整剥離は主要剥離面側から

施されている。

436 小型のナイフ形石器で、 背面左側縁と背面右

側の基部付近に調整剥離が施されている。

437 中型のナイフ形石器の欠損品である。素材剥

片は不定形剥片で、調整剥離は主要剥離面側から施

されている。

438 中型の二側縁加工ナイフ形石器である。素材

剥片は不定形剥片で、調整剥離は背面左側縁が主要

剥離面側から、背面右側縁が対向剥離による調整が

施されている。

439 中型のナイフ形石器で、背面右側縁の調整剥

離は微細剥離痕のようにもみえるため、 一側縁加工

ナイフ形石器の可能性も考えられる。素材刹片は不

定形剥片である。調整測離は両側縁とも主要剥離面

側から施されている。

440 中型のナイフ形石器である。縦長剥片を素材

とする。調整剥離は背面左側縁と基部に施されてお

り、剥離の方向は主要剥離面側からである。

441 小型の一側縁加工ナイフ形石器の欠損品であ

る。素材剥片は縦長剥片である。調整剥離は対向調

整が背面左側に施されている。

442 小型のナイフ形石器で、素材刹片は縦長剥片

と考えられる。調整剥離は背面左側上部と背面右側

下部に主要剥離面側から施されている。

基部加工ナイフ形石器 (443、444)

443 素材剥片は不定形剥片もしくは縦長剥片を指

向した剥片と考えられる。基部の調整剥離は背面左

側が主要刺離面側から施されているが、背面右側は
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初めに主要剥離面側から施されたあと、背面側から 454 素材剥片は不定形剥片で、こぶし大よりやや

もう一度調整剥離が施されている。 大きい円礫を用いたと考えられる。

444 大型の基部加工ナイフ形石器で、素材剥片は

縦長剥片である。調整剥離は主要剥離面側から施さ 石核（第58図455)

れている。 455 打面転移を少なくとも3回以上は繰り返してい

る。剥離面を観察すると、剥ぎ取られた剥片は縦長
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台形石器（第56図445、第57図446)

445 白色の流紋岩製で素材は不定形剥片である。

側縁の調整は背面左側が主要剥離面側からの調整、

背面右側は対向剥離による調整が施されている。背

面右側に主要剥離面の打面があったと考えられ、そ

の部分には厚みを減らすための剥離が施されている。

446 白色の流紋岩製で素材は不定形剥片である。

側縁の調整剥離は主要剥離面側から施されている。

445にみられた厚みを減らすための主要剥離面側の

加工はみられない。

剥片尖頭器（第57図447)

447 素材剥片は縦長刺片である。基部の調整剥離

は主要剥離面側から施されている。素材剥片の打面

が残存する。

スクレイパー（第57図448-----452)

サイドスクレイパー (448)

448 素材剥片は不定形剥片で、調整剥離は主要剥

離面側から施されている。

エンドスクレイパー (449-----452)

449 素材剥片は不定形剥片で、調整剥離は主要剥

離面側から施されている。

450 素材剥片は不定形剥片で、調整剥離は主要剥

離面側から施されている。底部が欠損しているため

不正確ではあるが、形状からエンドスクレイパーと

した。

451 素材剥片は不定形剥片で、調整剥離は主要剥

離面側から施されている。

452 素材剥片は不定形剥片で、背面は自然面であ

る。こぶし大の円礫を用いたと考えられる。底部の

剥離は背面側から施されている。

指向の剥片と推定される。

剥片（第58図456----459)

剥片は 4点を掲載した。456は今峠型ナイフ形石

器などの素材となりうる剥片で、 457-459は基部加

工ナイフ形石器の素材となりそうな剥片である。

456 白色の流紋岩を素材とした不定形剥片で、そ

の石材と形状から432、433、445、446などの素材剥

片の可能性が考えられる。

457 石材は白色の流紋岩で、不定形剥片である。

背面側に頭部調整がみられる。

458 石材は桑ノ木津留産の黒曜石で、縦長剥片を

指向した剥片である。背面側に頭音闘調整がみられる。

459 石材は白色の流紋岩で、縦長測片を指向した

剥片である。背面側に頭部調整がみられる。

細石刃核（第58図460,...,_,462)

460 チャート製で、西海技法の細石刃核である。

461 赤色のチャート製で、型式分類に当てはまら

ない細石刃核である。

462 白色の流紋岩製で、船野型細石刃核のブラン

クと考えられる。

敲石・磨石（第58図463----466)

463 珪質頁岩製で、上部が欠損している。

464、465 砂岩製で、上部が欠損している。

466 砂岩製の磨石で左側に一部欠損がみられる。

なお、第214集（石貫2012前掲）の255(P.56、P.

58)はチャー ト製で報告したが、姫島産安山岩製で

あることが分かった。宮崎県内で姫島産安山岩製の

製品（船野型細石刃核）が出土したのは初の事例で

ある。

石斧（第58図453、454)

453 素材剥片は不定形剥片で、背面は自然面であ

る。こぶし大の円礫を用いたと考えられる。
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第56図第2次調査出土石器実測図 (1)
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第57図第2次調査出土石器実測図 (2)
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第59図第2次調査出土石器実測図 (4)

第17表 第2次調査出土石器観察表 (1)

掲載 出土 出土 器種
長 幅 厚 窒 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

423 V 2-1 Kn Ry I 2.93 1.04 0.57 1.40 -77351.847 52221.793 91.978 不縦定裂形け剥状片の。欠二損側。緑加工。右側縁は対向謁整。先端は

424 V 2-1 Kn Ry II 309 1 04 051 1 70 -77346 088 52215 832 92 276 二側縁加工。対向調整。

425 V 2-1 Kn Ry I 3.60 1.02 0.45 1.80 -77358.892 52219.646 91.177 縦長剥片。二側縁加工。左側縁は対向請整。

426 IV 3 Kn Ry I 366 120 062 2 30 -77380 406 521 06 887 88 861 不定形剥片。二側緑加工。左側縁は対向翡整。

427 2-1 Kn Ssh I 422 129 070 3 00 -77370 239 52215 739 90 387 不定形剥片。二側緑加工。対向謁整。

428 IV 2-1 Kn Ssh I 4.40 2.20 1.45 8.60 -77355.296 52221.401 92.044 不定形剥片。狸谷型ナイフ形石器。左側縁は対向調整。

429 IV 2-1 Kn Ssh I 362 159 092 4 80 -77352 649 52219 718 92 165 不定形剥片。狸谷型ナイフ形石器。二側縁加工。

430 IV 2-1 Kn Ry I 3.90 1.85 1.00 5.10 -77368.758 52214.966 89.963 不定形剥片。

431 1-3 Kn Ssh皿 335 156 1 04 4 10 -77322 788 52211 793 89 984 横長剥片。ー側縁加工。腹面左側縁に微細剥離痕。国
府型か。

432 V 2-1 Kn Ry I 3.90 3.20 0.70 8.30 -77352.075 52221.274 不定形剥片。北牛牧型ナイフ形石器。刃部左側に再加
工の痕跡有り。

433 V 2-1 Kn Ry I 530 340 110 12 70 -77346 189 52206 532 92 487 不定形剥片。今峠型ナイフ形石器。

434 2-1 Kn Ry I 4.90 2.40 1.20 13.60 不定形剥片。左側縁は対向調整。
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第17表 第2次調査出土石器観察表 (2)

掲載 出土 出土 器種
長 幅 厚 重 座標(m)

番号 層位
石材 観察所見

位置 (cm) (cm) (cm) (g) X y z 

435 2-1 Kn Ryll 1.84 1.39 0.55 1.60 • 77371.822 52209.297 89.846 不定形剥片。二側縁加工。

436 IV 2-1 Kn Obll 264 151 058 2 00 -77345 767 52218 395 92 824 不-定形剥片。 二側緑加工。対向詞整。 右側縁上部,~ 微細剥離痕。

437 IV 2-1 Kn Ssh III 2.34 1.61 0.49 2.50 -77350.514 52215.304 92.304不定形剥片。二側縁加工。

438 2-1 Kn Ry II 345 142 055 230 -77366438 52210771 90216 不定形剥片。二側縁加工。右倶l縁は対向謂整。

439 Kn Ry I 4.70 1.55 1.05 5.30 -77313.697 52212.491 88.988不定形剥片。左側縁は対向謂整。 面舟
440 IV 2-1 Kn Ssh I 3.24 1.13 0.50 2.10 -77356.704 52210.191 91.522 縦長剥片。ー側縁加工。対向調整。 3乱

次 2 
441 2-1 Kn Ssh I 113 111 043 070 縦長剥片。ー側縁加工。対向調整。

調査醤迫
442 V 2-1 Kn Ssh皿 2.60 1.00 0.35 0.80 -77347.683 52206.512 92.292 縦長剥片。二側縁加工。

443 2-1 Kn Ry I 346 138 086 4 10 -77370 055 52214 708 90 365 不定形剥片。二側縁加工。左側縁は主要剥離面側、右側縁は背面側からの謁整剥離。

444 1-3 Kn Ssh III 6.60 2.50 1.00 11.00 -77312.255 52203.842 88,513 不り定。形剥片だが縦に長い。刃部には微細剥離痕あ

445 N 2-1 Tr Ry I 540 240 240 1 0 70 -77357 210 52220 105 91 669 不定形剥片

446 IV 2-1 Tr Ry I 3.06 3.71 1.51 13.90 -77358.853 52221.399 91.365 両側縁に主要剥離面側から調整剥離。

447 Po Ry II 585 270 085 1030 先端部付近右側面に微細剥離痕あり。

448 IV 2-1 Ss Ryll 3.80 1.96 1.29 8.30 -77347.903 52208.338 92.526 角錐状石器か。

449 2-1 Es Ry I 362 284 1 08 13 00 -77364914 52212638 90116 

450 V 2-1 Es Ssh皿 417 547 147 35 30 -77347 421 52206 585 92 324底部欠損。

451 V 2-1 Es Sa 4.21 5.29 1.32 29.00 -77347.702 52205.361 92.365 素材剥片の打面が残存。

452 V 2-1 Es Sa 690 873 209 149 30 -77359 268 52229 527 91 829裏側に自然面を残す。

453 IV 2-1 Ax Ho 6.39 6.71 1、86 94.30 -77357.819 52224.443 91.603 頁岩系のHo

454 w 2-1 Ax Ho 11 57 805 414 448 30 -77348 002 52206 07 4 92 594背面に自然面あり。

455 2-1 Co ch I 2.14 3.62 2.29 18.00 

456 1-1 F Ry I 310 290 390 7 80 -77325 023 52195 897 92 060 今峠型ナイフ形石器の素材剥片か。

457 F Ry I 4.60 1.30 1、05 4.60 -77312.986 52210.924 88.902 頭部詞整。

458 2-1 F Ob II 335 118 065 2 00 -77306 812 52210 422 88 203 不定形剥片。基部加工。 両側縁に微細剥離痕。

459 2-2 F Ry I 357 1 61 080 430 -77404510 52165038 87110 頭部調整

460 IV 2-1 Mc ch II 1.88 1.17 2.19 4.40 -77353.774 52214.114 91.986 

461 IV 3 Mc Ch I 208 180 218 11 50 -77372 883 52125 330 88 740 松本茂氏のいう無型式。

462 IV 2-1 Mc Ry I 2.41 1.65 3.78 16.20 -77354.389 52209.465 91.893 船野型細石刃核のブランク。

463 V 2-1 Hs Ssh皿 645 345 320 80 80 -77346 172 52220 097 92 592 

464 V 2-1 Hs Sa 6.85 3.65 3.00 87.20 -77348.996 52210.838 92.332 

465 V 2-1 Hs Sa 785 4 70 370 21910 -77344631 52210022 92374 

466 IV 2-1 Gs Sa 13.00 6.35 3.20 431.10 -77353.003 52212.960 92.049 

-127-



P I O N I M I L I K I J 

G」N.

H I G F I E I D 

舟
川
第
2
遺
跡

（第
3
次
調
査
）

こ 433 

@~~ 
~ 
＜二二ニジ 451 

m 461 
冒鬱邑麿

2-2区

0

1

 

1

1
 

，
 oli011465-―
 

※5=1 :3; Kn, Mc, 5、F

5=1:6;Hs 

12 

13 

14 

゜
som 
15 

1/1000 

w
 

針

息じ＠
Y=52220.00 

゜
4m 

1/100 

第 60図第2次調査出土石器分布図

-128-



写真図版



図版1 長野遺跡 調査区と後期旧石器時代の遺構

調査区全景（調査区直上より）

S11 
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図版2 長野遺跡 弥生時代の遺構 (SA1)

1号竪穴建物跡検出状況（南西から） 1号竪穴建物跡完掘状況（南西から）

SA1-SC1 (南から） SA1-P1完掘状況（南から）

SA1遺物出土状況 SA1遺物出土状況
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図版3 長野遺跡 弥生時代の遺構 (SA2)

2号竪穴建物跡検出状況（南東から） 2号竪穴建物跡完掘状況（南東から）

SA2遺物出土状況 SA2-P2完掘状況（南から）

SA2遺物出土状況 SA2遺物出土状況
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図版4 長野遺跡 その他の遺構• 土層堆積状況

SC3完掘状況（西から） SC5完掘状況（西から）

SC2半載状況（西から） SC4半載状況（西から）

土層断面(T7) (北西から） 土層断面(D10cグリッド）（南から）
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図版5 長野遺跡 後期旧石器時代・縄文時代早期の遺物
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-134-



図版6 長野遺跡 縄文時代早期の遺物
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縄文時代早期遺物（石斧．剥片）

縄文時代早期遺物（礫器） 縄文時代早期遺物（接合資料）

縄文時代早期遺物（石核）
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図版7 長野遺跡 弥生時代の遺物 (1)

1号竪穴建物跡出土土器

41 42 
45 

49 

1号竪穴建物跡出土土器 1号竪穴建物跡出土石器

1号竪穴建物跡出土石器
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図版8 長野遺跡 弥生時代の遺物 (2)

2号竪穴建物跡出土土器
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図版9 長野遺跡 弥生時代の遺物 (3)

遺構外出土石器

遺構外出土土器

77 
74 

遺構外出土土器
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図版10 舟川第2遺跡第3次調査 (1)

6S123 6SI18-20 

6SI26 6SI14-16 

6Sl8 SXI 

6Sl4 6SI10 

-139-



図版11 舟川第2遺跡第3次調査 (2)

6SI6 

5区調査区全景（西から）
スクレイパー (81)出土状況

6SI5 5区炭化材集中、石刃出土状況

集石遺構群検出状況 敲石と原石出土状況
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図版12 舟川第2遺跡第3次調査出土遺物 (1)
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図版13 舟川第2遺跡第3次調査出土遺物 (2)
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図版14 舟川第2遺跡第3次調査出土遺物 (3)
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図版15 舟川第2遺跡第3次調査出土遺物 (4)

255 

縄文土器

縄文時代の石器
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図版16 舟川第2遺跡第3次調査出土遺物 (5)
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図版17 舟川第2遺跡第 1次 ・2次調査出土遺物
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